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刊行のことば

　国立国語研究所は，音声高宮の運動，とくに日本語の発音の際のそれを研究

する手段のひとつとして，昭和45年に日本語の発音のX線映画を作成した。こ

れは，子音母音を組み合わせた音節の発音における発音器官の動きを側面から

撮影したものであって，あご，くちびる，舌，口蓋帆等の調音器官諸部分が，

時間の推移にともなって複雑に共同するさまがとらえられている。その後研究

所では，話しことば研究室及び実験室で主としてこの資料にもとづいて調音運

動の分析をつづけてきたが，このほど母音に関する部分の研究が一通りとりま

とめられたので，国立国語研究所報告60として公けにすることにした。

　この映画の撮影にあたってX線の照射を受けて発音を実演したのは，当時の

第一研究部話しことば研究室長上村幸雄（現在琉球大学教授）であるが，同人

はその後の研究を主導し，この報告書の大部分の執筆に関与した。また，言語

行動研究部第三研究室主任研究宮島田正治は，計量的分析のほか，映画の編集，

トレース，計測，作図等を担当し，両人は，研究の計画当初から報告執筆まで

密接に協力した。

　この研究については，計算機処理等に関して所内の協力を得たほか，所外に

おいて特に次の方々の子振協力を仰いだことをここに明らかにして，担当者と

ともに感謝の意を表したいと思う。

主としてX線映画の撮影に関して
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　　服部　四郎（葉京大　名誉教授），　布村　政雄i（宮城教育大），　藤村　靖

　　（もと東京大　音声言語医学研究施設），藤崎　博也（東京大），比企　静雄

　　（東北大），有泉　均（山梨大），菊地　勝（愛媛県立松山聾学校）

昭和53年3月

周立國語研究所長

　　　林　　　　　　大



目 次

刊行のことば

第1章　序 章…一…………・…一…一………・………………一・・………………・・…1

i研究の前提，目的，対象………………・…………・・……・………一………・・……………1

2　方法と資料………・………・……………・・…・……・…………・・…………・・……・・…………10

2．1　X8tr5’l11Sfl　iELg　・・・・・・・・・・・…一・・＋・E・i・・・・・・…一・・一・・・・・・・・・・・・…一・・・・・・…＋・・・・・・・・・・・…＋・…＋・・・・・・・・・・・・…10

2．2　内省と外部からの直接の観察…・……………・・………………・・一………………・…・12

2．3　ダイナミック・パラトグラフィ　……・…………・・…………・……・∴………………・・…14

2，4　16mm高速度映画……………・・………・……一・・…・…・一…一・…一………・…・・…15

2．5　サウンドスペクトログラフとスペクトル直視装置…・……………・…・……一……・・15

2．6他の研究者の研究成果の利用……・………・・……………・…・・……………・・…・……16

2．7　X線映画資料のトレース…・一一……・一一…………・…………一・…・・一………17

2．8　計測………………………・…・……t・……・…………・………・…・……・……………■1…・19

　（1）独立に選定したもの……………・…t……・……・……・一…………・…・・……………19

　（2＞共通の基準軸をもうけて計測位置をきめたもの…・…………・…・……………19

　（3）ほかに特別の基準枠をもうけて計測位概をきめたもの………………・E・……23

2．9　研究の限界…………・・…・・…………・……・……・…………・・………・……・…・…………24

第2章　母音の調音の生理学的基礎…一……一…一……一……一・………・一25

1糞帯の振動・………………・一………………・…………・　　　　　　・……・・…………25

1．1声帯の振動の状態………・…・……・……・・……　　……　　　・一……………・・…25

1．2　呼吸筋の制御との関係………………一・……　　　…・　　…　　一…・……・・30

1．3声道の状態との関係・…・……………・………　　　・・　　　………・・…………31

2　声避のかたちづくり…………一……・……………　　　　　　　　・…・・………・……一38

2。1人類の声道の溝造的な特色一………・一…　　　　　　　一……………・…一38

2．2声道を構成する各種音声器官の機能……　　　　　　　　　　………一・・…39

　（1）上あごと上の歯および上の歯ぐき……　　　・…　　　……………………39

　（2）下あごと下の歯および下の歯ぐき……　　　　　　　…・……・・…………39

　（3）上下のくちびると頬………………・・……・………・　　　　一　………………40

v



　　（4）　口蓋i帆（軟口蓋，おく上あご）と口蓋垂………………・…・……………◆・……・……・41

　　（5）舌…・…………・・………………E・・…………・……・・…………・……・………………一・…・43

　　　⑥　咽頭の後壁と側壁および喉頭蓋………………・………一………・◆……………・…46’

　　（7）　昌侯1頭・・・・…　◆・一・・・・…　一一・・・…　一■・…　一・・・・・・・・・・・・・・…　一一一4・・・・…　一一一一一4・・…　一一・…　一…　■一・一・・・・…　◆・・…　47

　　2曾3休正状態にある声道一………………・……・……・……・・………………・・……………49

　　2．4発話の準備の状態にある声道…・………一…・・………・…………………………・52

　　2．5　調音的な観点からみた中：立的な母音の声道一……一……一………一…・・…52

　　2．6頭の位置と声道………………一・・一……………・………・・………・…・……・………・56

　　2．7　音響的な観点からみた中立的な揖音の声道……・………・…………一……・…・…57

　　2．8声のピッチ周波数と声道……一…・……・………・………・・…一…・………・………59

第3章声道による母音の調音の可能性一D．　Jonesの基本母音につ

　　　　いての検討一…一………・……………一t……一………・一…………・…・一61

　　竃D．Jonesの基本母音の実用性とその問題点・一・…一・………………………・……61

　　2　筆者の発音による基本母音における舌の最高点とそれについての考察……65

　　2．1舌の最高点のえがく曲線について・・……・…一……・………一一………・一・・…一68

　　2．2　おく舌母音における舌の最高点とそれについての検討……・…………・…一68

　　2．3　まえ舌母音における舌の最高点とそれについての検討・……………・…・……78

　　2．4　D．Jonesの第2次基本母音について・………一・…・・…・………一…・……一……86

　　2．5　よわ母音（schwa）　………………・…………・…一・・………一……・…………一…・89

　　2，6音響的に中立的な声道によってつくられる母音………………・…………・・……92

第4章　日本語の5母音…・……………・・………………・・…一…………・……………・…95

　　手資料と方法……………一…・……………・・……………………・…・…………・…・…………95

　　2標準的に発音された単独の母音………………・…・…・…………・……・……・……・…・・97

　　2．1　a　一・・一一一…一・一一・一一・一一一一一一・・一・・一一・一一一一一一一・・…一一・一・一一一・一一・一・一・・一一一一一・97

　　2．2　i　・一一一一一一一一一一一一一一一・一・・一・一・一i一一・一一一一・・一・一一一・一・・一・一・一一一一一一一・一・一一一一一一一一99

　　2．3　u一・一・一一一一一一一一一一・一・一一一一一一・一一一一・一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一・一一一一一101

　　2．4　e・一一一一一一一一・・一一・一一一一・J一一・一一一・一・一一一ny一一一一一一・一一・一・一一一一・一一・一・・一一・一一一・一103

　　2．5　o一・一・一一一一・一一一一一一一・一a一・一一一一一一・一・一一一一・一一一t…　一一一一一一一・一一一一一・…一一一・一一107

　　3標準的な単独の母昔の発音の際の各種音声器官の状態………………・・……・108

　　3．1　くちびる……・…………・……一……・…・一………・……・…一………・…・……一…108

　　3．2　下あご…・……………………・…………一…・・一…一・一……………・・………一…110

　　3。3舌・……………・・………・………・………・……一・・……・…………・…一………………111

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vi



3．4　口蓋i帆・…　一一一一・・・・・・…　一…　一…　一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　一・・・・・・・…　一一一・・…　一・…　一一一一・114

3．5　咽頭の後壁と側壁…・…・………・……………・…・・……・……・……・…・…………・…・116

3．6喉頭蓋………………・・…・一一…・…・一……………・・一…・…………・・……………116

3．7　舌骨・………………・・……………………………………………・………・…………・……117

3．8喉頭，はり声とゆるみ声……・∵…一…・・一……・・……・・一・……………・………・117

4　誇張した発音による単独の母昔………………・…・・……………・…………・………428

4．1　a一一一一一一一一一一一一一一一一・一一一一・一一一・・一一一一一・・一一i・一一一一一一一・一一・一一・・一・一一一一・129

4．2　i一一一一一一・一一・・一一一一・一・一一・一・一・一一一一一・＋一一一一一一一…一・一一一…・一一一一一・一・一一一・・一130

4．3　u・・一一一一一・J一一・・一一・一・一一i一・一一・・一i一一・・一一一一一・E一一一一一一一・一…　一・一一一一・一・・一一一一・130

4．4　e・一・一一一・一…一一…　一一・一・一・一・ny一・一一一・・・・…　一一一一一一一一・一・一・・…　一一・・一一一一・一一一一一一一133

4．5　o・・一一一一一一一一一・一一一一一一一一・一一・t一一一一…・一一一・・一一一・・一・一一一一一一・一一一一・一一・・一一一・・一134

5　よわまった発音による単独の母音………………・・…・…………・…・……………・…135

5．1　a一一一一一一・・一…　一・一…J一一一…　一一・一・・一一一一一一・・一一一一・…　一・一・一一一一一一一一・一一一一・一一・一一135

5．2　i一・一・・一一・一・一・一一一・・一一一一一・・一一一…一・一一一・一・一・一・一・・一一一一・一一一一一一・・一＋一・i一一一一135

5．3　u・一一一・一一・一・一・一・・一一・i一一・一・・一・一一・一・一・・一・一・一・一・一・一一一一一一・一一・一・・一一一一一＋一・・一135

5．4　e一一一・一一一一一一・一一一・一・一一一ny一一一一一一一一・・一・一一一・一・一・一・一一・一・…一・・一一一一・一一・一一一138

5．5　oJ一・一一一一一一一一・一一J・一・一・・…一一一一一一一一・・一一一一一一一一・・一・一一一一・一一一一・一一一一・一・一一138

5．6　くちびると下あごを固定させて発音した単独の母音………・・………・………140

6　むすび・………………・…・……………………………・…・一……・………・…………・……146

付属資料

　　1　（図表の譲次を参照）………・……・………・・………・・…一・…………・…一・……一147

　　豆　（図表の目次を参照）………………・…・　…・　………　　　…・……………・149

　　皿　X線三六「H本語の発音」についで・………………・・　……　・…………・……153

参考文献　　…… ・・・・・・・・・・・・・・・・・・…@163

vii



第1鴎

第2図
　コきく

第3図

第4図

第4－A図

第4－B図

第5図

第6図

第7図

第8図

第9図

第10図

第11図

第12図

第エ3図

第14二

二15図

第16三

訂17図

第18図

第19図

図表の目次

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りし動的人工口蓋における電極の配置……・………・・……………・…・・……・…………・・…14

音声スペクトル直視装置による表示の記録写真の例（臼木語のaと1）…………16

声道のX線写真とトレース図の例………・………・………一………・…・………………18

声道の計測部位・………………・・…・……………・・…………・……・・………・………・・…20

上あご基準線をもちいた計測部位・・…………・・………………・…………………・……21

基準枠をもちいた計測部位…………・・…………・…・…・……一…………・…・…………21

日蓋帆上昇度の計測法をしめす図…・……………・……・・……………………………・・22

トレース図：のみこみ運動のときの声道……………・…………・・……・………・……48

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メトレー・一ス図：喉頭をおおきくひきさげたときの声道・………………・……・…………48

トレース図：休止状態にある声道・………………・………一■………・一一………………・・51

1・レース図：なが母音a：にさきだつmの持続部における声道……………・…・・51

トレース図：くちびる，舌などを中立状態にたもったまま下あごのひらきを

　　　　　　かえた声道……………・…・……・………・…・…・・……………・・…………55

音響的にもっとも中立的とおもわれる声道によって発音された［ceトコの音声

スペクトル直視装置による記録写真およびソナグラム・……・…………・……………58

Fantによるロシア語の母音の舌の最高点をむすぶ母音多角形と母音の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴畔　，▽
　　　　　　Fl－F2図との比較・・…………・…・……………・・…………・……・・……62

筆者（上村）の発音による山本語の母音の舌の最高点をむすんだ多角形およ

　　　　　　びその母音のF1・一F2図一一…………・一…一………・……………62

1）．Jonesの発音による基本母音［i］，［a］，［α］，［u］の声道X線写真にもと

　　　　　　つくトレース図およびその香の最高点をむすぶ四角形………………63

D．Jonesの発音による基本母音［i］，［a］，［α］，［u］（リンガフォンレコー

　　　　　　ドによる）にもとつくF1－F2図……・・……・・…・一・…・…………・・…・63

8個の基本母音の舌の最高点（1）．　Jonesが一層正確だとかんがえた図）…………64

第16図の［i］，［a］，［α］，［u］の青の最高点をむすんでつくった母音四角形

　　　　　　・・・・・・…　E…　一一■一一…　一・一・・・・・・・・…　一・・・・・・・…　一・一・…　一・・・・・…　一・・一一・・一・一■・・一…　64

8偶の基本母音の舌の最高点（D．Jonesが実用的な目的のために図式化し

　　　　　　たもの）………………・……・…・………・・…・……………・…・・…………64

S．Jonesの計測による8個の基本母音の舌のたかさの相互関係（Ladefoged

　　　　　　による）・…・・…………・・……・………・…・……・……・…・…………・……65

ix



第20図

第20－A図

第20－B図

第21図

第22図

第23図

第24図

第25図

第26図

第27図

第28図

第29図

第29A図

第30磯

部31図

第32図

第33図

第34図

第35図

第36図

第37園

第38図

第39図

第40図

第41図

第42図

第43図

筆者（上村）の発音による第一次基本母音の舌の最高点の軌跡………・……・・66～67

筆者（上村）の発音による8個の第一次基本母音の声道（その1－Film　A）………69

筆者（上村）の発音による8掴の第一次基本母音および第二次基本母音

　　　　　　［i］の声道（その2－Film　B）…………・・t一………………・・………70～71

口蓋垂とおく舌母音の関係をしめす略図…・……………・…・・……………・・…………73

Wheatstoneによる母音の分類をしめす図（Ladefogedによる）・…一一一…一75

下あごを基準とした筆者（上村）の発音による〔a］，［っ］，［o］，［u］の舌の位

　　　　　　置と形・………………・・…………・……・一………………・・………………77

下あごを基準とした筆者（上村）の発音による［i］，［e］，［ε］，［a］の舌の位

　　　　　　置と形……………・…・一………………・……一…………・…………・……79

下あごを最大限にひらいて調音した［ee］の声道の略図…………・……………・・…82

［i］の調音の極端な変種の略図……………・……・一………・…………………一……84

D．Jonesの10個の第二次基本母音における舌の最高点（D．　Jonesが実用的

　　　　　　な霞的のために図式化したもの）………………・……………・…・・…一86

第一次，第二次基本母音のF1－F2図・一………・……・……・……・……………一・・87

ながさと各部分の断面積が一定なみっつの音響管……………・…・……………・・…・・92

ドイツ語の母音の舌の最高点……………・…・・……………・……・………………・……93

トレース図：単独で発音された標準的な母音aの声道…………・……t………・……98

トレース図：単独で発音された標準的な母音iの声道……・…・……・………………99

単独で発音された標準的な5母音のパラトグラム…………・・……・・………・…一100

トレース図：単独で発音された標準的な母音uの声道………・……・…・…………102

トレース図；単独で発音された標準的な母音eの声道一……………・・…………104

velarized［i］と標準的なiと標準的なeのソナグラムー…………・…・………106

トレース図：単独で発音された標準的な母音。の声道・…・……………・……一　・一一…ie7

単独に発音された標準的な5母音におけるくちびる・・………………・……………109

下あごを基準にしてかさねあわせた単独の母音i，eの舌の形・…・……………・111

主事に発音された標準的な5母音における舌の能動的なうごき…・………・……・112

トレース図：単独に発音された標準的な5母音の舌の形（下あごを基準にし

　　　　　　てかさねあわせたもの）　…・……・……・・……・…………・……………113

トレース図：標準的な発音，誇張した発音，よわまった発音における5母音

　　　　　　の口蓋帆のたかさの比較………………………………・・……………・115

トレース図：単独に発音された標準的な5母音における喉頭付近の比較………117

トレース図：補足的資料としての単独で発音された標準的な5母音，および

　　　　　　その発話の準備状態にある声道………・………・…………・……118～121

x



第44図

第45図

第46図

第47図

第48図

第49図

題50，51図

第52～56図

第57～61俘ζ1

第62図

第63図

第64～68［＊1

．第69～73隊i

第74図

第75図

付属資料1

付属資料豆一A

付属資料豆～B

付属資料H～C

単独に発音された標準的な5母音における声帯のたかさ……・…………・…・……121

単独に発音された標準的な5母音における舌骨のたかさ・………………・・………121

単独に発音された標準的なδ母音における声帯の前傾度…………・……・・………i22

単独に発音された標準的な5母音における口蓋帆のたかさ・………………・…◆…122

単独に発音された標準的な5母音における喉頭腔の咽頭腔への出口のひろさ…127

単独に発音された標準的な5母音における咽頭後壁と喉頭前庭とのへだたり…127

トレース図：単独で発音された標準的な5母音の声道の比較その1，その2

　　　　　　’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’”‘’’”…　’・・・・・・・・・・・…　一・・・・・・・・・・・・・・・…　i－i・・一・・・・・…　一・・128－129

トレース図：単独に発音されたぼあいの標準的な5母音と誇張的な5母音の

　　　　　　声道の比較…………………………一…・・…一…・…・一・……・！31～133

トレース図：単独に発音されたをまあいの標準的な5母音とよわまった5母音

　　　　　　の声道の比較………………………・…一・……・…・………・……136～138

トレース図1単独に発音されたよわまった5母音相互の声道の比較一…・…・…139

トレース図：前歯をとじあわせ，かつ，くちびるをうこかさないで発音した

　　　　　　単独の5母音相互の比較・………………・・……・…………・・…………140

トレース図；単独で発音されたぼあいの準標的な5母音と歯をとじあわぜて

　　　　　　発音した5母音の舌の形と位置（下あごを基準にしてかさねあ

　　　　　　わせたもの）　…………………………………・………………一・……・・141

トレース図：単独で発音されたばあいの標準的な5母音と歯をとじあわせて

　　　　　　発音した5母音の声道の比較一・…………・…・…・…………・…142～144

トレース図：標準的な発音，誇張した発音，よわまった発音による単独の5

　　　　　　母音の上くちびるの比較・………・・…・……………・…・・…・………◆…i44

トレース図：標準的な発音，誇張した発音，よわまった発音による単独の5

　　　　　　母音の下くちびるの比較……・…………・・……・…………・・…………145

　　単独に発音された標準的な5母音における各音声器官のうごきの時系列分布図

　　　　・’’’’’’’’”・’’’’’’’’’”‘’’’’’’’’’’’’’’’’’”“”一’’’”‘’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’”一’’”147”一148

　　はり声，ゆるみ声で単独に発音した5母音のソナグラム（li然な頭の位置で発

　　音したもの）……………………・・……・……・……一………・・………・一149～150

　　頭を正面のEi然の位置からあおむきにかえることによってはり声からゆるみ声

　　へ移行させたばあいのaのソナグラム…………・…・…・……………・…・・……151

　　トレース図：よわ母音［e］を発音しながら頭を前後にかたむけたときの喉頭の

　　　　　　　　変化（第5頸椎を基準にしてかさねあわせたもの）　…………i51

xi



第1章

濾 出早

1　研究の前提，目的，対象

　音声は社会的存在としての言語を存在させている物質的な基礎である。

　そして，物質としての音声，あるいは物質的な現象としての音声現象は，調音的，音響的，聴

覚的のみっつの姿をとりながら，人間の言語活動として現象する。すなわち，人間は音声器官を

うこかすことによって，音声をつくりだし，その音声は空気の分子の振動として空気中を伝播し，

人問の聴覚器官を通じて人問にききとられる。

　このような物質的な現象としての音声を社会的なあるいは書語的な現象としてとらえるとぎ，

言語学者はそのなかに，文，連語，単語，音節，フォネー．ムなどといった言語的な諸単位を発見

する。そしてこれらの諸単位はたがいに相互関係をむすびあっている。ある単位は，他のよりお

お急な単位の構成要素であって，そういう構成要素となる能力をそなえているけれども，そうい

う構成要素としての単位は個々の言語活動においてそれが構成する他の厳位のなかではじめて物

質的に存在あるいは現象することができ，はじめてみずからの具体的な姿を獲得する。たとえば，

単語は文を構成する要素であるが，言語活動の最小の単位としての文をはなれては単語は物質的

に現象しない。単語は文をはなれては，その物質的な基礎をうしなう。おなじように音節は単語

を構成する単位，フォネームは音節を構成する単位であるが，音節，フォネームが物質的に現象

するのは単語のなかにおいてのみであるQこうして，言語の諸単位はすべて他の単位との相互関

係のなかで相互に他の単位と関係をむすびながら物質的に存在あるいは現象し，その存在はたが

いに他の存在を前提としている◎

　物質的な現象としての文の音声は，ある全体としてのまとまった姿をとってあらわれるQそれ
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は調音的にみるときはさまざまな音声器官のシンクロナイズされた，あるいは時間的に秩序だて

られたたえまないうごきである。音響的にみるときは音響スペクトルの時間をおっての変化であ

って，そのなかで音のつよさ，スペクトルの分布，そしてその音が楽音であれば基本周波数が変

化する。聴覚的にみると，それは，鼓膜の，あるいは基底膜の振動の時間をおっての変化であり，

あるいは聴覚神経繊維の興奮の時間的変化である。あるいはまた，これによって生ずるところの

大脳皮質の活動である。

　具体的な書語活動においてあらわれる文の音声は，ある一定の物質的な姿をとりながら，ある

一定の意味を伝達する。そして，その文の音声が全体としてなにをつたえるか，また，その文を

構成しているそれぞれの単語，あるいは連語，あるいは単語や連語の文法的な形など意味をもっ

た言語的な諸単位が具体的になにをさししめし，なにを表現するかは，それらの言語的な諸単位

があらわれるcontextとsituationによってきまる。たとえぽ，文のなかにたちあらわれるある

名詞や動詞はcontextとsituationに依存しながら，特定のある具体的な対象，あるいはある具

体的な特定な動作をさししめすし，ある単語のある文法的な形たとえぽ動詞の過去形は過去のあ

る特定の時間におこったある動作をさししめす。こうして，有意味的な言語の諸単位はある言語

渚動のなかで文脈と場面に規定されながら，はじめて具体的，個別的な意味を獲得して人問の伝

達活動に奉仕する。

　おなじように，いっぽうで言語活動のなかにあらわれる文の音声が具体的にどのような物質的

な姿をとってあらわれるか，また，その文の音声を構成している言語的な諸単位の音声がどのよ

うな具体的な物質的な姿をとるかはcontextとsituationによって規定される。まず，あらゆる

音声は個人的な特徴，人間の性別，成長度に規定された特徴をそなえた音声器官によってつくり

だされ，また個人の音声器官のうこかし方の習慣的な特徴によって影響され，さらにまた，その

個人のそのときの生理的な状態によって影響されるから，その結果つくりだされる音声は個人ご

との音声器官の，あるいは音声器官のうこかし方の，あるいは話し手の生理的な状態の影響をこ

おむつて音声として現象する。また，話し手は言語活動の場面の音響的な条件にもとづいて伝達

の目的にかなった音声をつくりだそうとするから，音声はそのような音響的な環境に規定されな

がら物質的なできごととして現象する。たとえばたかいレベルの騒音のなかでは，あるいはとお

くの人へよびかけるためには，それにふさわしい音量をうるために音声器官を全体として活動さ

せなけれぽならない。また，文を構成する単語あるいは連語の音声は，文の構文論的な構造に依

存しながら，あるいは文の伝達的な機能の分化に依存しながらみずからの物質的な姿をとる。た

とえぽ，ある単語はこのような条件にしたがってとくに明瞭に，かつ，つよさをあたえられ発音

され，またあるつよさ，たかさの変化をあたえられて，たとえぽたずねるときの調子や断言する

ときの調子をあたえられて物質的現象として実現し，みずからの音声としての姿をあらわす。あ

る単語のなかの音節は，その前後の音節とその単語のアクセンF一リズム的な構造に依存しながら

音節として物質的な姿をとる。つまりその音節を実現するための音声器官の活動は，それら前後

の音節，その単語のアクセントーリズム的構造を実現するために必要な音声器官の全体的な活動に

影響されながら活動し，その結果うまれる音節の音声はその音声の音響スペクトルのなかにその

2



ような影響のあとをとどめる。音節を構成するフォネームがどのような物質的な姿をとってあら

われるかについても同様なことがいえる。

　しかし，これらの事実にもかかわらず，言語活動のなかに音声としてあらわれるこれらの言語

的な諸単位はそれぞれ社会的な価値をもっている。すなわち，文，そしてこれを構成している連

語，単語，そして単語の文法的な諸形式，これらをむすびつける文法的なむすびつきなどt＃　，そ

れぞれの言語において一定の意味をもち，一定の範囲のなかで一一定の現実をさしあらわし，一定

の現実にかかわる。そしてこれら言語的な諸単位のもっている能力は潜在的なものであって，こ

れらがいったん発話として言語活動のなかに実現されると，これら諸単位のもつ抽象的な意味は

具体化されて特定の現実をさしあらわし，特定の現実にかかわる。そして，これらの諸単位，た

とえば個々の単語，個々の単語のことなる個々の文法的な形式，また個々の文法的むすびつきが

それぞれにことなる価値をもち，ことなる抽象的な意味をになうことができるのは，そして，そ

れらがたがいに別の意味をもつものとして区別されうるのは，それがことなる音声的な形式をも

つからにほかならない。すなわち，これら言語野営単位はなんらかの物質的な音声的なちがいに

よってたがいにことなる言語的な単位であることが保証されるのである。そして，そのちがいを

あきらかにすることこそが言語学における音韻論の課題である。

　諸言語において一般に単語は音節から形成され，音節はフォネームから形成される。さらにし

ぼしば，単語は音節から形成されることによって，音節相互間の関係がつくりだすアクセンF一

リズム的な構造をもつ一定の物質的な姿をとって言語活動にたちあらわれる。

　単語の音声はこのように内部が構造化されている。そして，その構造化のちがい，すなわちそ

の構成要素のちがいとそのくみあわせのちがいによって，もろもろの単語が区別される。

　単語の音声的な姿は，その言語の話し手たちのあいだで規範的あるいは標準的とみなされる発

音によって，かつ，特定の場面や文脈に依存せずに充分によく理解されるという条件のなかで発音

されたばあいに，そのもっとも完全な姿をあらわす。すなわちもっとも完全な形で物質として現

象する。単語の音声がそのような形で実現されたときには，その音声的な姿によってその単語は

他の単語からもっともはっきりと場面や文脈に依存せず区別される。その社会における発音の規

範からはずれた個人的なくせをもっていない話し手による，単語のあるいはその他言語的諸単位

の音声のそのような実現こそ，個別的な言語の音韻論がまず研究の対象としなければならないも

のである。その言語においてもっともふつうで中立的なイントネーションによって何せられた単

語文はそのような実現の例である。そしてついで，その言語的単位があれこれのCOntextに依存

して，いかなる意味，機能，表現性の変化をうけながら，どのように音声的に変化して実現さ

れるか，situationに依存してどのように誇張されてあるいはぞんざいに音声として実現され，そ

のばあい言語的単位の相互依存関係はどのように変化をうけるかが研究されなければならない。

　言語の諸単位のなかでもっとも独立的で具体的な単位といえるものは単語であるQ単語はふつ

う一定の範囲の現実にかかわってそれを名ざしており，かつ，それ自身の音声の姿をもっている。

単語が記号としてのそれ自身の音声的な形あるいは姿をもちながら，そのことによって現実を名

づけ，他の現実と識別させる機能をもっていることが，単語に言語写照単位のなかでの相対的に
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きわだった独立性と具体性とをあたえている。文，連語など単語以上の単位，いわゆる形態素，

音節，フォネーームなど単語以下の単位は言語によって同一ではないにせよ，その独立性と具体性

において一般に単語におよぼない。そして単語の音声的な姿は単語自身のなかで構造化されてい

て，音韻論的な単位の多層的なつみかさねという内部構造をもっている。フォネーム，聖節のな

かでのフォネーム問のむすびつき，男節，音節の連続，その音節あるいは音節の連続を塞礎に成立

している灘語のアクセソトーリズム的な構造などがそれである。一般に単語は音節から構成され，

音節は一般的には発音しうるもっともちいさい単位である。音節の独立性と機能とは，言語によ

ってちがっているし，一言語のなかでも音節の種類によってちがっている。同様にフォネームの

独立性と意味をあらわし区別する機能も言語によってことなっており，一言語のなかでもしぼし

ぼフォネームによってちがっている。言語学者は，ある音声がある1個のフォネームの実現であ

るのか，あるいは2個のフォネームの実現であるのか，あるいはまたある1個のフォネームの断

片の実現にすぎなくてそれだけではフォネームではないのかまようぼあいにめぐりあうことがあ

るが，これは書語史のなかでのある時期では，あるフォネームの物質としてのおよび機能上の独

立性がうすまっていることに原因しているぼあいがあるからにほかならないQしかし，われわれ

は音節ではなくフォーネムが単語を構成するそしてたがいに単語を他の単語から区別する最小の

言諮的な単位であるという常識的でもあり伝統的ともいえる意見に賛成する。すべてのフォネー

ムがそうではないが，フォネームのうちのあるものはそれだけで発音され，それだけで音節を構

成する。またあるものはそれだけで単語となったり，接辞となったりして，有意味的な単位とな

る能力をもっている（上村，1972）。またある言語に存在するフォネームの圧倒的な大部分は，そ

の物質的なおよび機能的な独立性をじゅうぶんに保持しているのがふつうである。またそれゆえ

にこそフォネームは人びとの認識の対象となってきわめてしばしば文字としてかきあらわされる。

　これらの事実はきわめて重要である。それに対して，いわゆる弁鋼的特微の独立性と機能とは

ちいさく，かつ不分明である。弁別的特徴はフォネームを構成する要素として，フォネーム糟互

を区別する機能まではもちえても，それ自身で音声として現象することはないし，それ自身で有

意味的な単位となることもなく，またそれ自身で直接に単語を区別しているともみなしがたい。

したがって物質的実体としての弁別的特徴は，雷語史のなかで容易に人びとの認識するところと

はならなかった。

　フォネームの言語的な単位としての独立性と機能を過小評価しつつ，単語を構成する最小の言

語的単位が弁別的特徴であるとみなす立場は，反対にいわゆるf形態音素」なるものを単語を構

成する要素とみなす立場と並立しながら今日，生成文法あるいは生成音韻論にうけつがれていき

つづけているが，これらの立場はわれわれの容易に容認しがたいものである。われわれは弁別的

特徴が言語の最小の祉会的，機能的単位であるとみなすわけにはいかない。弁別的特徴という命

名に問題があるにしても，そのようによばれているものが，フォネームの物質的な側面にかかわ

っていることはあきらかである。しかし，だからといってそれがただちに社会的な単位になるこ

とにはならない。また「形態音素」なるものは，ある雷語のなかでの特定の文法的あるいは語彙

的現象にかかわったフォネームとフォネームとのparadigmaticな交替関係にすぎない。われわ
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れは実体としての構成要素どうしのこのような交替の関係を，　「形態音素」なる実体とみなすわ

けにはいかないし，　「深層」における実体をかってにつくりだすことにも反対する。関係は関係

にすぎないQ

　たしかに，たとえぽ豆本語の濾音の音節をつくる無声子音と，それに対応する濁音を構成する

有声子音のぼあいのように，フォネームは相互にそれぞれの雷郡｝のなかで形態音韻論的な関係を

つくりあげる。そして，形態音韻論的な関係をむすんでいるフォネームどうしは，諸言語でおな

じ文字でかかれたり，あるいは鉦1本語における濁音のカナ文字の濁点のように，補助的な記号を

つけてあらわされたりする。このとき形態的音韻論的闘係でむすばれたフォネームは一定の社会

的な価値の区別，たとえば，おなじ単語のことなる文法的な形の区別，あるいは，単語であるか，

複合語であるかの区別などをおこなう任務をさずけられている。そして，そういうフォネームど

うしを区：臥する物質的基礎となっているものは，有声性と無声性，はりとゆるみなどといった調

音，音響，聴覚的な事実，すなわち，構造主義者がこのんでつかう胴語によれば弁別的特徴であ

る。しかし，一方で人類が言語を文字としてかきしるしていったながい歴史のなかで，人類が文

字を絵文字から単語文字へ，単語文字から音節文字へ，音節文字からフォネーム文字へと発展さ

せた事実を考慮してみる必要がある。文字の発展の歴史のなかにはさまざまな言語史の事情と言

語の構造の特殊性とに応じたいろいろな変異がある。しかし，これが，文字の発展の典型的な歴

史であろう。そして，フォネーム文字は，原筆陣には人類の達しえた文字の発達の歴史のなかの

最高の段階のようにおもわれる。人類がフォネーム文字をさらに発展させて，弁別的特徴文字の

なかにフォネーム文字を解消させてしまうことはないだろう。人類がいわゆる弁別的特微をかき

しるしたのは，形態音韻論的事実の発見，認識のぼあいにかぎられているとみなすのは正当だと

おもわれる。そして，そういう必要のあるときだけ，人類は形態音韻論的事実を文字に，あるぼ

あいにはかきわけ，あるばあいにはかきわけないのである。発音のちがいに重点をおくときには，

たとえぽ，「たな」と「ほんだな」の「た」，　「だjのようにことなる文字あるいは補助記号をも

ちい，意味あるいは機能の同一性を強調するばあいには，「棚」と「本棚」あるいはたとえば

nationとnationalのa，　booksとboysのsのように，ことなる発音にたいしておなじ文字を

もちいるQしかし，もし，日本語の古代諮の歴史のなかで清音と濁音の区別が形態音韻論的な関

係でむすぼれることがなかったならば，われわれは濁点符のような補助記号を発見することもな

かっただろうし，平安時代以降の人びとがあきらかに音韻論的にことなった清音と濁音を区別せ

ずにおなじ：文字でかくこともなかっただろう。弁別的特徴なるものは音声の物質的な側禰，とく

に調音的な側面からいうならば，多数の音声器官のシンクロナイズした運動のなかのひとつの調

音運動あるいはいくつかの調音運動のあつまりであって調音運動全体のなかのひとつの構成部分

にすぎない。それら構成部分となる個々の調音器官の運動のすべてがシンクロナイズしたときに，

はじめてフォネーム相互閾の音色の特徴的なちがいがっくりだされるのであって，その構成要素

たる個々の音声器窟の運動あるいは位置は，たとえば，両くちびるの閉鎖，軟口蓋の下降，左右

の声帯の接近などe＃　，それ自身ではなんの音声もつくりだすことができない。したがって，これ

は，音声の特定の音響的特微あるいは聴覚ll白な特微をつくりだすためのひとつの条件にすぎず，そ
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れ自身音声ではない。ある弁溺酌特徴，たとえぽ有声性という弁別的特徴は，いくつかの音声器

官のシンクロナイズされたはたらきである。呼吸に関与する筋肉，喉頭を制御する筋肉，なかん

ずく声帯筋，そして声門よりうえの調音器官を制御する筋肉の活動あるいは非活動によって音声

器官の全体がある種の状態をとったときeこはじめて声帯筋は振動する。そしてその結果，音響的

には，多少とも持続的な，周期性のある音響が，ある種類の空気の分子の伝播的な振動がつくり

あげられる。このときこれらの音声器官の枳互協力は，ある音声を実現するばあいのすべての音

声器官の運動のなかに参加しながら，その部分をなしている。そして，その結果は音響スペクト

ルとその時聞的な持続のなかに一定の特徴，倍音構造をもったスペクトルとそのある種の持続と

いう特徴をつくりあげる。すなわち，いわゆる弁別的特微とは，物質的には，調音的なレベルで

は調音活動に参加しこれを構成するいくつかの音声器官の一定の活動であり，音響のレベルでは

音響スペクトルとその持続と変化のなかにあらわれる一定の特微である。しかしそれは，それだ

けでは調音的にみてある音声をつくりあげるための調音運動の全体ではないし，音響的にみて音

響としての音声そのものではない。それはたしかにフォネームの音声をつくりあげる調音運動の

特徴，音響スペクトルとその持続，変化の特徴ではあるけれども，物質的なレベルにおいても音

声の単位ではない。そして音声の物質的単位でありえないものは，音声の魚期的な言語的な単位

となることはできない。弁別的特徴なるものは最小の言藷的単位としてのフォネームを構成しえ

ても，それ自身では言語的単位ではないのである。

　それならぽフォネームはどうか。諸言語のフォネームのなかには，あきらかにそれが発話のな

かに実現したとき，ある音響的な実体としてあらわれるものが，たとえば母音フォネームや摩擦

音フォネームのように存在していて，これを物質的な音声的な単位としてみたばあい，それらは

弁劉的特徴とはあきらかにレベルをことにした音声の単位である。そして，この音声の単位こそ

が，単語をあらゆる他の単語から，あるいは単語の文法的な形から区別する能力をもちうるので

ある。ある種のフォネーム，たとえぽ，母音にさきだってしかもちいることのないぼあいの破裂

音フォネームがそれ自身の音声的な特徴をそれだけでもつことができず，．音節あるいはフォネー

ムの連続を構成したとき，はじめて音声となりうることがあるにしても，このことはフォネーム

の音韻論的な単位のなかでの独立性を否定する根拠にはならない。きわめておおくの言語におい

て，母音フォネームがそれだけで音節を構成する事実，子音フォネームがある条件のもとで独立

の音響的な聴覚的な特徴をもちうるという事実は否定できない。だからこそ，人聞はながい歴史

のなかで自分の属する社会でおこる発話のなかからフォネームを発見し，認識し，これを文字と

してかきとめることに成功し，そのことによっておおきな利益をえたのである。そして，形態音

韻論的事実を表記するばあいにも，それは，フォネーム文字あるいは日本語のように音節文字と

いう枠のなかでしかおこなわれなかったのである。ある言語のフォネームの体系と形態音韻論的

関係の体系とは，しばしぽ正書法を捌定あるいは改訂するうえでの深刻な相剋をつくりあげるQ

しかし，そのなかでいつも優位にたつのはフォネームであって，フォネームの体系を基礎としな

がら，巧妙にあるいは中途半端に形態音韻論的な体系をそのなかにくりいれていき，フォネ・一・一ム

文字あるいは音節文字を基礎にしながら，それに単語文字あるいは形態素文字としての性格を加
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味するというのが，おおくの需語の正・占：法における実態である。そして，人類は今後もフォネー

ム文字に固執しつづけるだろう。それはフォネームが単語をあらわし，区寓するための最小の書

語的な単位であって，その単位がそれを言語的単位存こならしめている音声の物質的な実体に基礎

をおいているからである。いかなる正書法改革論者もフォネーム文字を排して，それを弁別的特

徴文宇に全面的にあらためることを提案しないだろうQなぜなら，　「弁別的特徴」なる実体は単

語を構成し，その単語を他の単語と区別するものとしてとりだせる最小の単位ではないのだから。

「弁別的特徴」は音声の物質的な実体を構成する要件にすぎず，そのことによってフォネーム相

互を弁別させるのだが，それだけでは言謡的単位ではない。音声はフォネームにおいて，はじめ

て音声的実体となることもでき，そして，そのことによってはじめて言語的な単位となりうるの

である。弁別的特徴なるものが，あるフォネームと他のフォネームとの調音・音響・聴覚的な特

徴の区別をつくりだし，フォネーム相互間の音声学的な体系をつくりだすための物質的な基礎で

あることは事実である。しかしそれにもかかわらず個々の弁別的特徴は調音的なレベルでも音響

的なレベルでも聴覚的レベルでもそれだけで音声として存在するとみなすことはできない。くり

かえせば，それはまさにシンクロナイズされた調音運動のなかにみとめられるひとつの特徴，身

体としてあらわれる音声のスペクトルと，その変化のなかにあらわれるひとつの翠微，人闇の聴

覚機構のなかにあらおれる聴覚生理学的な現象にみられるひとつの特徴であって，それ自身音声

ではない。したがってわれわれは言語的単位としてのフォネームを解体してこれを個々の弁鋼的

特徴に解消してしまうことはできないし，また，フォネームを弁別的特徴なる実体の束，あるい

は単なる集合とみなすこともできない。音韻論における，弁別的特微の理論の発展の歴史のなか

には，たしかに調音的音声学や，またとくに，音響的音声学の長足の進歩が反映している。また，

非常におおくの雷語の音声についての調査の結果が反映している。N．　S．　Trubetzkoy以来，そ

れは世界の諸書語のフォネームの類型学（phonematic　typology）をつくるうえで貢献した。し

かし一方で弁別的特徴の理論は音韻論をうつくしい単純すぎる観念論にかえてしまった。言語活

動として実現される調音運動，音響そしてその認識の活動のかぎりない複雑さは，実際のところ

音声学者をして弁別的特徴の実体としての存在をしばしぼみうしなわせがちである。弁別的特微

の音韻論は弁別的特徴理論の不完全さを余剰的倉主（redundant　feature）や韻律的特徴（prosodic

feature）によっておぎなおうとしているが，にげこみ場所である余剰的特徴がなんであるかを説

明することにはまったく成功していないし，しばしばあいまいな規定しかあたえられていない韻

律的特徴あるいはsuprasegmental　featureといわれるものがsegmentalな音声の実体を基礎に

して成立するものである以上，ここからたすけをもとめることはできない。しかもフォネームと

はなにかという問いに対しては，弁・別的理論の枠のなかにとどまりながらR．Jakobson，　G・Fant，

M．Halle（1951）のように弁別的特徴の数をN．　S．　Trubetzkoyのそれよリへらしたり，また

A．N．　Chomsky，　M．　Halle（1968）のようにふたたび追加したりすることのみによ．ってはこたえ

られないだろう。われわれは，まずある言語の各段階の粛語的な諸単位の規範的な発音を実現す

るのに参加しているとりのぞくことのできないすべてのr特微」をギ弁労ij酌特徴」とギ余剃的特

徴」に二分してしまうことに反対する。たとえば，英語におけるp：b，t：d，　s：zなどのフォネ
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一ムの区別に参加しているもののうちrはり」と「ゆるみ」を弁別的とみなし，　「有声性」と

「無声性」を余剰的とみなすことに反対する。規範的発音におけるこれらの特徴をつくりだして

いる音声器官のすべてのうごきのなかからつくりだされたフォネームb，d，　zの音声が，ときに

調音的必然による理由で有声性がうすまったり欠けたりするぼあいがあっても，有声，無声の区

別をおこなう音声器官の活動を余剰的とみなすなんの根拠もないからである。音声の認識のしか

たは，まず弁別的特徴によって，もしそれがだめなら余剰的特徴によって，などという単純なも

のではありえないからである。規範的発音によって実現された音声（そのいわゆる弁別的特徴も

余剰的特微もふくめて）は，つねにあらゆるsituation，　contextのなかの音声を認識するための

モデルとなっているし，つねにはなし手でありきき手である言語の使用者にとって，ある調音活

動はある音声をうみだすためのモデルとしてはたらき，ある音声はある調音活動を想定するモデ

ルとしてはたらく。さらに大切なことは，音声は意味をとくかぎであると同時に，反対にきわめ

ておおくのぼあい意味は音声をとくかぎなのである。意味がわかるからこそ音声がきこえる，何

という単語や，連語や，慣用句を発したかがわかるのである。しらない言語が耳にきこえてこな

いのは，第1に，きき手が言語的諸単位の規範的な発音のモデルをもたないからであり，第2に

その音声をとくための調音活動のモデルをもたないからであり，第3にその音声の姿をとくため

の意味のかぎをもたないからである。このようにしてみるとき，現代の構造主義の音韻論なかん

ずく弁別的特徴理論がきわめて不完全な理論であることがはっきりする。

　また，このようにしてみるとき，なぜ単語の音声のある種の実現において，それを講成するフ

ォネームが痕跡すらのこさないままにきえてしまうという音声学者にとって日常的な事実，また

言語の歴史のなかでなぜフォネームが脱落したり，となりあうフォネーームとくっついてあたらし

いフォネームに変身したり，2個のフォネームに分裂したりしてもかまわないという事実が正当

に説明しうる。また，ある種の言語においては言語学老すらも正確にはフォネームを認識できな

いという事実，たとえぽ英語の母音フォネームのようにフォネームの認定について多数の意見が

存在する，またあるいはフォネームが言語ごとにあるいは一言語のなかではフォネームごとにそ

の機能のおおきさと独立性にちがいがあるという事実が説明できる。単語のなかでのフォネーム

の連続は電話番号における数字の連続とはまったく性質のことなるものなのであるQかつてR．

∫akobson（1941）はこどもがどのような順序でフォネームを獲得し，失語症患者がどのようにそ

れをうしなうかについて注目すべき事実を発見した。われわれはそれをたかく評価する。しかし，

かれはやはりそのなかで音韻論の基礎となるべき事実の一面しかみなかった。かれがみなかった

あるいはのべなかった一面とは，単語の獲得とフォネームの獲得との相互関係である。こどもは

音韻体系を，そして洋々のフォネームを習得するまえに単語を習得する，すなわち単語のだいた

いの音声的な形とだいたいの意味とを。そして，習得した単語の量が相嶺の数にたっしたとき，

はじめて社会的規範どおりの丁々のフォネームの実現のしかたと音韻体系が完全に獲得されるの

である。満1才をすぎたこどもが町をはしるバスをみつけてip∫］［p∫』といってよろこんだとき，

そのこどもはこの単語を構成するb，a，　s，　uのどのフォネームもまだ習得していない。しかし，

単i語は習得されたのであり，こどもの発音はりっぽにおとなに通じたのである。だから両親はこ
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どもが「バス」といったといってよろこび，音声学をしらない発達心理学者はノートに「バス」

とかきこむかもしれない。しかし，この段階ではフォネームの醤得の，音節の習得の第一の段階

がはじまったばかりである。だが立派に単語は所有されたQその音声と意味の獲得が完全ではな

いにしても。こどもがバスやバスの絵をみるたびに1．p∫：目：pf］といってさわぐ以上は，かれは社

会の恩讐にしたがって物と音の固定的なむすびつきを完成したのである。ゆ∫1あるいはlb51と

いう音はまもなくlb絹となるだろう。ついでlbat∫u尉ba∫uエゴ1などの複雑な経路をたどって最

後にかれが多数の単語を獲得するなかで，そしてそれらの単語を構成する音の枳：互の類似性をま

なんでいったうえでこの単語の単語文としての規範的発音たる［bas］を獲得し，これを文のなか

では［baiSUigalH．basuupi］と発音するだろう。フォネームと単語とはこどもにおいても，おとな

においても雷語の全体の構造とその歴史的変化のなかにあっても，つねに相互依存的なのである。

　機械的な原子論的な，いとも簡単な弁別的特徴を音韻論の最小の単位とみなしている現代の支

配的な音韻論に反対して，音節，あるいはフォネーム，あるいはいわゆる弁別的特徴がいかにし

て，どのような言語的単位でありえ，どのような物質的な基礎をもつかという議論をすすめるた

めには，文，単譜などの単位をふくめたそれらの相互的な関係の議論をふくんだ音韻論のなかで，

いま一一度論じなけれぽ全体的なフォネームの理論を提出することはできない。言語的な単位とし

ての音声の生産と認識に関する理論は，つねに言語的単位としての個々の単位（フォネーム，音

節，文など）の梢互依存関係，そして意味との関係の検討なしにはすすめることができない。そ

して，そのような検討はこれら諸単位の物質的な基礎としての音声と，意味をになった，あるい

はにないうる言語的な単位がいかなる形をとりながら対応しているかの詳細な研究を前提とす

る。

　X線映画資料を主な資料とするこの研究は，音韻論のそのような再検討を最終の難的にしなが

らおこなった。そしてこの一冊において，われわれは母音フォネームを実現するさいのさまざま

なことなった調音運動の検討からはじまって，それを途中でおえたQここでとりあつかったのは

単独で発音された母音の調音運動にすぎない。われわれのつぎの予定としては，子音とくみあわ

さって音節をつくるぼあいの母音，そしてそのばあいの子音，そして音節の全体についての報告

をおこなう予定であり，その検討の作業は属下かなりのところまで進行している。そして，その

さい，雨音の調音についてのいっそう広範な知識がえられるはずである。音韻論全体の検討にと

って，その最小の単位であるフォネームからはじめるのは妥当であり，かつ，vowelという名が

しめすようにフォネームのなかでもっとも物質的にも機能的にも独立性のつよい母音フォネーム

を，しぼしぼ鈴鰍どおりともにひびく音であるconsonantの研究に先行させるのも常識的だろう。

また，その一方では伝達のなかではたす，文の役割，単語の役割とその発話としての実現一形態の

研究がすすまなければならない。フォネームの生成と認識に関する理論が，あいかわらず単純な

機械的な生成音韻論のモデル論に，あるいはHjelmslev．　L（1943），　Saumjan　S．　K（1962）に

みられるような言語を音声からきりはなす空虚な観念論におちいってしまうことは，われわれの

のぞむところではない。ここでのわれわれの出発点は調音運動の事実のなかにある。社会的存在

としてのフォネームを存在させている基礎が，つねにその個々の言語活動における実現としての

J
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フォネームであるという意味で。

2　方法と資料

　うえにのべた臼的にそうために，われわれは以下にのべるいくつかの方法をあわせもちいたけ

れども，そのうちの主要なものは，調音運動のX線映画によるものである。なお，ここではこの

報告であつかう単独の母音の発音にかぎらず，現在までにおこなった，かつ，継続しておこなっ

ている他の種類の音声の調音運動の研究のすべてにもちいた方法についてのべておくことにす

る。

2．1　X線映画

　X線映画的な方法は，調音運動を研究するうえで，いまのところもっともすぐれた方法といっ

てもよいだろう。外部からは直接観察できないおく舌，軟口蓋より奥のうごきをふくめて，それ

ぞれの音声器官がシンクロナイズしながらうこいていくさまを，全体としてとらえることができ

るからである。このような，調音器官の全体の複雑なうごきとその相互関係をしるうえで，X線

映画的方法はまたとない方法である。

　しかし，この方法には重大な制約がある。それは，X線の被爆量の問題である。著老のひとり

上村はほぼ2年間をへだてて2回にわたってみずから調音運動のX線映画の被写体となったが，

その時間は合計すると約15分におよんだ。われわれはさいわいにしてか，不幸にしてか，そのこ

ろ有害な被爆量の限度について知識をもたなかったが，その後，それが許容できる量をはるかに

うわまわっていることをきいて，われわれはさらにおおくのX線映爵資料がほしいという欲望を

おさえなければならなかった。また，そういうわけで，われわれのつくった映画が，実験的なデ

ータをうるための映：画としてはさまざまな不備をもっているにもかかわらず，この種の映：画とし

ては，ほとんど唯一のまとまったものとなってしまった。この映iilを撮影した当初は，われわれ

は，その後おこなったような彪大なトレースや計測の作業をおこなう意志はもっていなかったQ

しかし，映像上にあらわれるもろもろの音声器官のおどろくべき精巧で複雑なうごきを鼠のあた

りにして，この種の資料をもうほかにはうることができないということを考慮して，以後，この

資料の困難ではあるがこまかな分析にとりくむことになった。

　この映画の内容撮影の方法，発話した音声，撮影したフィルムの編集の方法などについては，

巻末にある「X線映画『日本語の発音』について」にくわしい。そこにのべてあるように，撮影

と音声の録音とをシンクロナイズされていない別々の装置でおこなった点，比較的騒音のおおい

環境で撮影しなけれぽならなかった点，発音者の頭蓋が國定されていないためにいろいろな発音

をおこなったぼあいの頭の位置にうごきがある点などはのちのトレース，計測にいろいろと不便
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をあたえた。ことに，X線を遮蔽するために下あごにあてた遮蔽物がしばしば下あごの自然な運

動をさまたげて，その結果，発音者の上あごと頭蓋，そして，頸椎のうごきをひきおこさせたた

めに，発音者はそのときそのことにはほとんど気づかず，まったく自然に発音をおこなったつも

りであったのに，のちの計測とトレースの作業，そして，それらのトレース図，計測値の比較の

さいにおおくの不便が生じた。計測とトレースの結果を検討するさいには，このような実験手つ

づきの不備からおこる結果のひずみについてわれわれは慎重で周到な注意をむけねばならなかっ

た。のちにあげるかさねあわせたトレース図において，頸椎，咽頭後壁，喉頭や咽頭下部の部分

にちいさくないずれがおきているのはこうした事情による。しかしこのような手つづきの上の不

備から生じうるあやまった結論をさける点では，われわれはほぼ成功したようにおもうQしかし，

やはり非常にこまかい音声器宮のうこぎの意味について決定的な結論をひきだすということを，

あるぼあいにはさしひかえなけれぽならなかったことも纂実であるQ

　また，このようなX線映画からえられる資料は音声器官の側面像，とくに，その正中断面のも

のにかぎられていて，音声器官の立体的な姿とそのうごきをとらえるためにはまったく不充分な

ものでしかない。しかも，左右がかならずしも完全にシンメトリックではありえない音声器官の

側繭からの撮影では，あらゆる部分の正中断而像をしることもかならずしも容易とはいえない。

これのトレースと分析を担当した高田は発音にさきだってぬられたバリューム液などによって正

中断面がきわめてはつぎりしているばあい以外は，解剖学的な知識のたすけをかりながら，くり

かえしくりかえし映像一ヒのうごきを目で観察し，かつ個々のフレームをトレースしていくことに

よって，正しい正中断面像をうることに稠熟していったQそして，そのこと自身かなりの期間を

要した。それにもかかわらず，口蓋との接触のためにすぐにバリューム液がちってしまう，そし

て上下の歯のならびとかさなりあってうつる雷先の位置とうごきを観察することには困難がとも

なった。したがってそれについては，動約人工口蓋（ダイナミックパラトグラフ）のデータ，前

面からの直接観察などでこれをおぎなわねばならなかった。ごくうすい組織であり，たえず舌面

との接触がおこる口蓋垂の先端についても，その正確な位澱の測定は困難であった。Fレース図

においてその先端の部分がかきこまれていないのはそのためである。また，Film　Aの大部分の

資料について声帯をふくむ喉頭の重要な部分がおおくのぼあいフレームの外にでてしまったこと

も，声道の全体をとらえるうえでおおきな不便をもたらした。これについては喉頭の全体がよく

うつっているFilm　Bの資料から補足的な情報をえるようにしたが，それでもある種の考察につ

いては決定的な結論をさしひかえなければならないことがおこった。

　このX線映画の資料は，一個人のものであるという制約をもっている。被爆量などの山北があ

って，おおくの人からデータをとることは困難であった。しかし，調音運動のあらゆる細部にわ

たってこまかな考察をくわえるぼあいには，発音者が一個人であるということは逆に有利な条件

としてはたらいているQなぜなら，一個人のある程度のまとまった資料であるからこそさまざま

にことなった発音において調音運動にあらわれるあらゆるこまかなちがいのもつ意味を追及する

ことが可能となるからである。さまざまな個人的な特徴，個人的な癖をもった鷺声学的に訓練さ

れていない複数の被調査者からすこしつつデータをうるよりは，一個入から大量のデータをえた
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ほうが個々の調音器官のこまかなうごき，位置のずれのもつ意味をよみとることがはるかに容易

である。きわめて限定された目的で，多数の人からデータをえて，それらからその平均的なうご

きあるいは個人ごとのばらつきのはばをみることは，それ自身意味があるが，それは特定の音声

器官の特定のうごきについての計測値の算出を目的とした研究には有利であっても，個人の発音

運動のなかでおこりうるさまざまな調音の変異をみて，その意味を追求していくには適していな

い。そのうえ，発音老が十分な音声学的な耳と調音の調練をうけていて，そして規範的，標準的

な発音と，そうでない発音を自覚的に区別しておこないうるという条件があるならぽ，一個人の

発音運動の研究からえられる考察は，不特定多数の条件の一定しない発音者の個人ごとにはわず

かな資料からえられるものよりは，はるかに精度のたかいものになりうる。発音運動は一個人の

発話のなかにあっても，ぼあいに応じてひじょうにことなりうるものである。そのことなりかた

について弾倉的な制御をしえない多数の発音者の発音のデータは，各個人がばらばらな条件で発

音するために，条件を複雑にして個人差をあきらかにしうるどころか，個人差と個人のなかで生

じる発音の変異とのちがいを観察者にみのがさせてしまう◎個人の発音の詳細な観察ののちにこ

そ，はじめて発音器官や発音の習慣にもとつく個人差の問題にたちいることができるだろう。

　なお，発音者がみずからの調音器官のうごきについて，音声学的な知識をもっているぼあいに

は，発音者が個々の音声器官のうごきを意識的に統制しようとつとめる結果，自然さのそこなわ

れた発音がおこなわれる危険があるQ発音者上村は観察の目的にしたがいながら，あるときはで

きるだけ意識的にみずからの音声器官の運動を制御することにつとめ，また，そのほかのときに

は音色の規範性，標準性だけを念頭におきながら，個々の音声器官についてできるだけ意識しな

いように発音した。そのような自然さや規範性をもとうとするぼあいの発音においては，発音老

はなるべく個々の音声器官を意識にのぼせないようにして発音するのであるが，そのぼあい，音

声器官というものは幼時から長年にわたってさまざまな生活のなかで習得された調音運動がごく

自然にでてくるものである。そして，音声学の訓練をうけていて，発音の変異についての耳のす

るどさをもっている音声学者であるならば，ちょうどアナウンサーがそうであるように，発音の

社会的規範からいちじるしくはずれた個人的な癖，たとえば個々のフォネームの不明瞭な発音の

癖などはふつう除去されているものである。

　なお，発音者の両親は熊本出身であるが，上村膚身は東京うまれ東京そだちであって，自身の

音声学的な内雀によっては，両親の熊本：方言の影響を自分の調音の習慣のなかにみいだすことが

できない。また，上村は半弓そだちであっても，ヒとシを混同する一部の東京方言の影響をうけ

ずにそだって野老を区鋼し，また，語中のガ行の子音を鼻音1ηllにする習慣をもっていない。

2．2　内省と外部からの直接の観察

　発音者自身，あるいは，それを分析する研究者自身が，調音音声学的なあるいは解剖学的な知

識にささえられながら，自己の調音運動について内省したり外部から観察しkりすることは，調

音運動の研究にとってひじょうにたいせつなことだと筆者らはかんがえる。ことにX線映：画の方
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法，もしくは実験になんらかの若痛がともなうとか，特殊な設備が必要であるなどの理由で，被

験者あるいは実験時間に制約がある1まあい，筋肉の緊張の感覚や，香などの音声器官の他の器宮

への接触の感覚，そして，そのときの音声についての音声学者としての翻練をうけた耳によるき

きわけなどに依存する内省的な方法，また，閤によるあるいは鏡をもちいた音声器窟の外部から

の観察，指さきによる皮膚の緊張や振動のぐあいの観察などを併用することは，調音運動の観察

をしぼしぼおおきくたすける。ことに，簡単には客観的セこ損莚定しえない喉頭下の気圧のたかまり

とか，筋肉の緊張の度合などを推測するうえで，このような外部からの観察は，音声器官の運動

の実際についてのさまざまな示唆をあたえてくれるQしたがって，われわれも制約された方法と

資料による情報の不足をおぎなうために，これらの方法を積極的にもちいた。

　しかし，このような方法は，つねに錯覚や臆測にもとづいたあやまった結論をみちびきやすい

ものである。そして，実際にそのようにまちがった推測を伝統的な実験音声学以前の音声学はく

りかえしてきた。またのちにのべてあるように，みえない部分の筋肉の感覚はしぼしぽあてにな

らないものである。しかし，こうした方法は，より客観的な調音的音声学の方法，たとえばX線

映画，筋電図，喉頭鏡，動的人工口蓋などによる客観的な観察の結果，また非常な進歩をとげた

音響的音声学の方法による観測結果，たとえぽソナグラフ，周波数スペクトル直視装甲などによ

る観測結果との照合をおこなうことによって，その精度を向上させ主観的な感覚にもとずく錯覚

や，見当ちがいの臆測がおこるのをふせいで，その方法としての妥当性，精度をたかめていくこ

とができる◎そして，実際われわれはそのことを何度となく経験した。もしわれわれが，このよ

うな内省と外部からの直接の観察をあわせもちいなかったならぽ，不充分な実験条件と実験手つ

づきによるX線映薩の計測結果からえられる結論はずっとちいさいものになっただろう。内省や

痘接の外観，そして耳によるぎきわけの訓練および発音の訓練といった伝統的な調音的音声学の

方法は，近年の進歩した調音的および音響的な音声学の方法にとってかわられるべきものではな

くて，反対にこれらの進歩した方法をあわせもちいることによって，逆にその有効性をますこと

ができるのである。H．　SweetやD．　Jones以来の伝統的な音声学の学徒にとって，常識約とな

っていた音声学者のこのような能力をもつことなく，客観的な方法にのみたよることは，研究者

をしてしぼしば番然すぎる重要な調音的な事実，あるいは聴覚的な事実をみおとす危険をおかさ

せる。そして，実際に最近の技術的に進歩した観察方法による実験の結果には，伝統的な音声学

者がとうてい気づきえなかったあたらしい発見がおおくふくまれている一方で，重要な事実のみ

おとしや，観点の欠如がつきまとっていることも事実である。もちろん，内省や外観にもとつく

さまざまの仮説や臆測は，いずれ観測技術の進歩によって客観化されなけれぽならないけれども，

まだ研究の現段階では，こうした伝統的な音声学がおしえてくれる方法と，それにもとつく諸言

語，諸方言の調音的な事実についての知識は，客観的な方法による観測結果の解釈に有効にはた

らくことを否定できない。
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2．3　ダイナミック・パラトグラフィ

　X線映画では観測しにくい舌先の部分，あるいは否酒の正中線以外の部分についての情報をえ

るために，東京大学音声医学研究施設において開発されたダイナミック・パラトグラフィ（動的

人工口蓋法）による観測結果を部分的に参考にすることにした。参考にした資料は宮脇，桐谷，

比企，白井と筆者らとの共同研究（1975）によるもので，このとき上村は実験のための単語の選

定と実際に発音する被験者の役をつとめ，高田はこの実験と結果の分析を補助した。ダイナミッ

ク・パラトグラフィとはうすい（平均0．5mmくらい）人工的な口蓋に63個の電極をうめこみ，そ

の口蓋に否が接触した部分の電極だけ電流が通ずるようにして，その結果をブラウン管上あるい

は電光表示盤上に発音と同時に表示し，また，その記録をとることのできる装置である。この装

ii　Eはその後，東北大学電気通信研究所の比企，株式会社リオン，その他の人々の協力によって聴

覚障書者の発音習得用の補助懇懇として規格化され製晶化されつつあるが，このときもちいたも

のは，それ以前の試作の段階のもので，63個の電極はくわしい情報をうるために第1図のように

口蓋の片面のみにうめこんであった。くわしくは上述の宮脇ほかの文献をみられたい。この人工
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口蓋がいかにうすいとはいえ，いれ爾などをしたぼあいに一時的に発音に多少の困難や異和感が

生じるように，この口蓋のあつみと舌が接触したときの感覚のちがいによって，舌さきや舌面の

調音はふだんとはわずかながらちがってくる。そして，ふだんつくりだしているような音声を発

音するためには，この口蓋になじむためにわずかながら調音の位置そして，その調音にいたる舌

のかまえを修正しなければならない。この口蓋へ適応するには，つまり，この口蓋をつけてふだ

んとほとんどかわらない音色の音声を発音するには，ごく短時間の練翠で充分なようであるが，

この方法による観測の結果をみるぼあいには，このような舌のかまえやうごきの修正による実際

の発話からのわずかのずれを考慮にいれなけれぽならない。

2．4　王6mm高速度映画

　くちびるの前面からみた形と，そのうごきについての資料をうるために，X線映画撮影とは別

の機会に，母音およびくちびるの子音などの発音について，！6mm高速度映画カメラ（Photo－

sonic再製　16　mnユーIP）による撮影をおこない，そのフィルムにもとづいてくちびる々こついての

トレースと計測をおこなった。このときの撮影の速度は毎秒100コマおよび200コマであった。

2．5　サウンドスペクトログラフとスペクトル直視装置

　X線映画資料のフレームごとの声道の5レース図，あるいは計測部位の蒔をおっての計測値の

変化との対応をみいだすために，X線映画撮影と同時に録音した録音テープの音声についてすべ

てサウンドスペクトログラフ（Kay社製，ソナ・グラフ）による記録をとった。また，必要に応

じてX線の撮影をともなわない発話についてもサウンドスペクトログラムをとり，調音運動とそ

の結果としての音響スペクトルの相互関係をしるうえで役だてた。一・fi，発音しながら同時にそ

のスペクトルを颪浮し，音色の亥1々の変化とスペクトルとの対応を実時問にしるために，国語研

究所が所有する音声スペクトル直視装置をもちい，また，必要によってブラウン管上にうつるス

ペクトルをポラPイドカメラで撮影した◎この装概にはヲ6オクターブのバンドパスフィルターが

39個くみこまれていて，このフィルターの出力をあらわす39偶の輝点と，音の全体の強さをあら

わす1個の輝点とがブラウン管上に即時に表示される簡略な音声周波数分析用の覆視装置であっ

て，実際に母音を発音しながら，そのおおよそのスペクトルを目でみることができるという便利

なものである。この装履は声道の形をさまざまにかえてことなる音色の母音を発音しながら，そ

れがどのような音響スペクFルの変化となってあらわれるかを即金寺にしるために，あるいは反対

に，ある形の音響スペクトルにできるだけ変化をあたえずに，すなわち，ほぼおなじ音色の母音

をことなる声道の形の制御によって，どのようにしてつくりだすかということをしるために主と

してやくだてた。なお，この装置は39個のフィルターを低域から高直へと順次，高速度に電気的

にきりかえる，つまり掃引するようになっているが，この39個のフィルターを1回掃引するの

に40msを要するので∫定常的な部分をもつ母音や摩擦音などの観察には便利であるが，その
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　　　　　第2図音声スペクトル直視装置による表示の記録写真の｛列（日本語のaと1）

他の破裂音などの瞬間的な音を観察することはむずかしい。第2図には，1例として，上村の発

音による単独の母音a，iの定常的な部分についてのこの装置によるスペクトログラムの写真を

かかげた。

2．6他の研究者の研究成果の利用

　比較検討のために，他の研究者による調音運動についてのいろいろな観測資料を参考にした。

調音運動のX線写真資料としては，古典的なD．Jones（1950）の基本母音に関するもの，千葉，

梶1⊥i（1941）の瞬本語の母音に関するもの，H－H．　Wangler（1958）および千葉，梶山（1941）の

ドイツ語母音に関するもの，G．　Fant（1960）のPシア語母音に関するものを利用し，　X線映画

資料としては咽頭下部，喉頭に関してN．LZInkin（1958）のもの，比較的あたらしいややまと

16



まったものとしてS．Parkell（1969）のものなどを利用した。また，広戸（1966）の声帯振動の

高速度映画，沢島ら（1968，他）の喉頭鏡による声帯および軟口蓋に関する観測結果，また，基

本母1音の研究に，関してはP．Ladefoged（1967），　B。　Lindblomと」．　Sundberg（1969－A，　B）の

記述，咽頭の側壁に関してはF．D．　Minifieら（1970）の報倍，筋電図的研究に関しては，呼吸

筋についてはP．Ladefoged（ig67），喉頭およびそれより上の音声器官に関しては東京大学の音

声医学研究施設の人々のものなどを参考にした。

2．7　X線映画資料のトレース

　65年にFilm　Bを撮彫したころには，われわれの手元には16mmの映写機すらなかったが，

その後，それを手にいれ，さらに67年にFilm　Aを撮影したあと，69年の春にはじめて解析用の

コマ送り機構とフレームカウンターつきの16mm映写機（Kodak　Analyst）を購入することが

できたので，ようやく分析に便利なようにフィルムを編集しなおすことが可能となった。そして，

トレースなどに便利なようフィルムの編集をおえたのは翌70年の3鍔であった。それ以後，高田

はこの解析用映写機をもちいて多数のフレームのトレース作業をおこない，その間に，映画をくり

かえし上映して映像の細部のうごきの観察に醤熟しながら，トレースあるいは映像のよみとりに

関しての技術的な困難を克服していった。73年の春にいたり，あらたに映像解析システム（NAC

社製）を導入した。このシステムによって，より能率的な計測処理作業ができるようになった。

母音をふくめてさまざまな調音についてトレースしたフレームの数は，現在までにのべ1，　OOO枚

をこえ，そのうち音声二二の刻々の変化をしるR的をもったものについては連続するフレームご

とのトレースをおこなった。

　トレースにさいしては，映像にふくまれている不鮮明な輪郭についてあやまった5レースをお

こなわないように，3段階に焼付けの濃度のことなる映画プリントを作成してトレース作業にあ

たり，また，同一人によってそれをすすめることにより作業者の主観の変化による誤差の介入を

極力おさえた。第3図は発話時における音声器宮のトレース図の1例である。一ドあごの表面にえ

がかれている長方形は実際の長：さをし喬ための物差しとしてはられた50円硬貨で，その直径は25

mmである。　　　　　　　　　　　　tt．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 x
．
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2．8　計　測

　また，こうしてえたフレームごとのトy一ス図および映像解析システムに写された映像をもと

にして・高田はFilm　Aの主要部分の資料についてフレームあたり30ケ所Q計測個所をえらび，

グラフペンをもちいて計測し，その計測値をコンピェーターに入力して計箕処理した。そして，

その結果から各計測部位ごとにフレームごとの音声副官の変化をおう時系列分布図（付属資料1）

を作成した。

　計測個駈には，独立に選定したものと，共通の基準線をもうけて計測位置をきめたものの2通

りがあって，それぞれ以下のようである（第4図参照）。

（1）独立に選定したもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　1．暗くちびるのあいだの最短距離　（A－At）

　　2．上くちびるのあつみ　（B－Bt）

　　　　これは上あごの上端（前鼻棘先端）と上門歯先端遂むすんだ直線と，上くちびるのもつ

　　　とも前にでた部分（kくちびるのあかい部分と人中の境界）との最短距離をとった。

　　3．下くちびるのあつみ　（UrU’）

　　　　これは下門歯の先端と下顎骨彦）下端とのあいだをむすんだ直線と，融くちびるの先端

　　　（下くちびるのあかい部分と下あごとの境界をなすややつきでた部分）との最短距離をと

　　　つたQ

　　4．　口蓋帆と咽頭後壁とのあいだの最短距離　（G－Gt）

　　5．　口蓋帆の上昇度　　（0）

　　　　これは第5図にしめすように，軟口蓋の上昇あるいは下降を，上顎骨の前鼻鯨先端と硬

　　　口蓋の後端の鼻むろ底部の一点bとのあいだをむすぶ直線a－cに対する角度であらわし

　　　た。そのばあい，この直線上の一一点bを中心とする円孤をもうけ，その門孤と軟口蓋の上

　　　面とが交叉する点dと円孤の中心bとをむすぶ直線b－dと，上述の直線a－cとがつく

　　　る角度を測定した。そして，点dが霞線a－cの上側にあればプラスの値，下側にあればマ

　　　イナスの値をあたえ，また，点dが直線a－e上にあれば0度とした。なお，点dは軟口

　　　蓋が上昇したぼあい，もっともおおく直線b－dと軟口蓋の上側の面のえがく曲線との接

　　　点となる個斯をえらんだ。円孤の中心bはX線映像上の上顎骨の後端のほぼま上である。

　　6．喉頭腔の咽頭腔への出口の幅　　（M－M’）

　　　　これは喉頭蓋前庭と，映像上にうつる被裂軟骨をおおう組織の表面との最短距離をはか

　　　つた。

　　7．下門歯先端と舌骨の前上端との距離　（S一Ω）

（2）共通の基準軸をもうけて計測位置をきめたもの

エ9
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図のなかの

記　　号 計測部位
時系列分布図図のなかの　　　　　　　　　　　　計　測　趨　位
の見出し，記　 号

時系列分布図

の見耀し
A－A一 くちびるの ﾐらぎ1 LIP－0 K－Kノ 青根の位：置 TOG－R

A一・ドくちびる蓉らきIULIP・ ｝一J！ 喉頭蓋の位博く1） EPGL　1

・一・・ hくちびを2だ。1・・1・P N一王！ 〃　　（2） 〃　　2

・一i下くちび塩雲だ． LL夏PP 1一工ノ 〃　　（3） 〃　　3

S－W 下あごのひらき JAW－0 R－Q 看骨の位置（1） RYOD　1

D－Dノ 舌さきの位置（1） TOGT　1 Q－Qノ 〃　　（2） 〃　　2

T－Dノ 〃　　（2） 〃　　2 Q－W 〃　　（3） 〃　　3

E一一Eノ まえ舌の位置 TOG－F M－Mノ
喉頭の咽頭腔へ
ﾌ出口のはば LARX　1

F－Fノ
雪の最高点の
@　　　　位：遣（1） TOGH支 L－Mノ

咽頭腔の下都の
ﾍば

〃　　2

P－F！ 〃　　（2） 〃　　2 G－Gノ
口蓋帆と咽頭後壁のあいだの距離

V£LM　1

C－P 〃　　（3） 〃　　3 θ 口蓋帆の上昇度
i第5図参照）

〃　　2

H一壬｛ノ ふかおく香の位置 TOGむ
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　　　　　　　　　　　　　第5図　口蓋帆上昇度の計測法をしめす図

　まず，X線映像上でもっとも安定したみやすいものとして，上門歯先端と発話者の左の第2小

臼歯につめた金属の補填物の映像の下端とを直線でむすび，これをおおくの計測値をうるための

基準線とした（第4－A図参照）Qこれをかりに「上あご基準線」と名づける。この上あご基準線

を基準として，つぎのものを計測した。

　1．上くちびるのひらき　（A－V）

　　　これは上くちびるの下くちびるにもつともちかい点と上あご基準線とのあいだの最短距離

　　であらわした。その点が上あご基準線の上にあれぽプラス，下にあれぽマイナスの値をあた

　　える。

2．下あごのひらき　（S－W）

　　　これは下門歯の先端と上あご基準線との最：短距離であらわした。下門歯先端がこの基準線

　　より下にあれぽプラス，上にあればマイナスの値をあたえる。

　3．舌の最高点の位置　（P－F「），（C－P）

　　　これは，つぎのふたつの数値であらわすことにした。第1には，舌醸上の上あご基準線か

　　らもっともとおい点を舌の最高点とし，この最高点から上あご基準線に垂線をおろし，その

　　交叉する点をPと名づけて，最高点と点Pとの距離をはかる。第2に，この点Pと上門歯先

　　端との距離をはかる。ただし，この計測のぼあい，そり舌音などで舌さきがなか舌やおく舌

　　よりも上あご基準線からはなれても，舌さきを最高点とはしないで舌面に最高点をもとめる。

　4．舌骨のたかさ　（R一Ω）

　　　舌骨の前上端と上あご基準線とのあいだの最短距離であらわす。

　5．喉i頭蓋先端の位置　　（N－1’）

　　　これは上あご基準線と喉頭蓋先端とのあいだの最短距離であらわす。
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（3）　ほかに特別の基準枠をもうけて計測位置をきめたもの

　声道の各部分において，上あご一i1陣項後壁がわの構造物と下あご一舌面がわの構造物との聞の

顕離を測定するための便宜として，さらに測定の基準となる枠を設定した。第4－B図にしめす

ものがそれである。まず，声道をほぼ半円形をえがいてまがった筒とみなして，その半円のほぼ

中心となっている定点0を定める。この定点Oは日本藷のいつつのN音を発音するおおくのばあ

い，盃体のほぼ中心となる点をおおきくははなれない点でもあるQつぎにその定点0を中心にす

る放射状の直線を硬口蓋の中央部から咽頭後壁上部へかけてえがく。さらに硬口蓋の前側と前舌

面については，下あごがひらくばあいの下門歯先端がえがく軌跡とほぼ並行するようセこ等間隔の

並行線をひく。咽頭および養根のさらに下の部分については，声道のこの部分にほぼ鷹角にまじ

わるような等間隔の並行線をひく。このようにしてつくった測定のための枠は，あくまでも声道

を半円にちかい曲線をえがいたものとしてとらえ，その各部分のおおきさおよび声道の全体の形

のうえでの特徴をしるうえでの便宜的なものにすぎない。また，映像上の声道はX線撮影のさい

の痛論的な手つづきの不備によって，上顎骨の構造物と咽頭後壁側の構造物とのあいだの角度に

変化が生じていたり，あるいは，わずかながら頭の左右へのゆれがおきているので，この基準枠

によってえられる計測値は，当然それらの原因からくるゆがみをうけている。さらに，おおきな

うごきをしめす下あごのなかでの雷の能動的なうごきをしるためには半円形の中心を定点として

測定することには不備な点もある。しかしながら，これらの事情を考慮にいれながら注意ぶかく

計測纏の変化についてその意味を求めていくならぽ，計測結果はやはり有効な情報をもたらして

くれるとおもわれる。高il驚1はこのような条件を頭にいれながら，計測点をさだめ計測をおこなう

ことにした。そして声道各部の上あご側と下あご側との距離をはかるためにもうけたこの枠にし

たがって，以下の計測をおこなったQなお，計測にさいして，この枠を効率よくつかうために，

調音時においても不変な上あごの堅い構造物（上門歯，硬口蓋，第2小E噛の金属補填物）とこ

の枠とを，ともにえがいた透明な計測用フaルムシーートをつくり，このフィルムシートの不変の

構造物の輪郭を各トレース図のそれにあわせて計測をおこなった。

1
2
Q
J
4．

5．

6．

7．

舌さきと硬獄蓋との基準線上の距離　（D－D’）

まえ舌面と硬口蓋との基準線上の距離　　（E－Eノ）

さきにのべた舌の最高点と口蓋との距離　（F－Fノ）

これは，中心点0と舌の最高点とをむすぶ葭：線の延長上で測定する。

ふかおく香（舌蕨の咽頭後壁にあい対している部分）と咽頭後壁上部との基準線上の距離

（H－Hi）

喉頭蓋の先端と咽頭後壁とのあいだの距離　　（1－lt）

これは，この付近の基準線に平行な直線をひいてはかる。

喉頭蓋の先端よりやや下と咽頭後壁との距離　　（」一Jノ）

これも，この付近の基準線に平行師1薮線をひいてはかる。

舌根の…番ひくい部分（舌根と喉頭蓋のあいだにできる溝の底）と咽頭後蛎船との顕離

（K一・一1〈t）
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8

9．

　なお，

C，　D，

43mmの距離は一定である。

　さらに，このほかに必要に応じて随時いろいろな資料について，うえとはことなった方法によ

って計測をおこなった。その計測方法については，それぞれの計測結果を利用して記述した個所

でのべてある。

やはり，この付近の基準線に平行な直線をひいてはかる。

喉頭蓋前庭と咽頭後壁下部とのあいだの距離　（L－M’）

おなじく，この付近の基準線に平行な直線をひいてはかる。

前後からみた舌骨の位置　　（Ω一Ωノ）

これは咽頭後壁にむかう線と直角にまじわる中心点0から発する線と舌骨の前上端との最

短距離であらわす。

　ここにもうけた中心点Oおよび計測枠全体は，上あごに対しては固定しているから，

　Eと中心点Oとの距離は不変で，それぞれ0－C＝45mm，　O－D・・44mm，　O－E＝

2．9　砺究の限界

　ここでのわれわれの研究の属的は，母音の発音における調音的な事実の確認である。そして，

あれこれの調音的な事実とその結果としての音響との詳細な対応関係をみいだすことは，この研

究が直接週的とするものではなく，またそのようなことは音響的音声学者ではないわれわれの能

力の範囲をおおくの部分でこえている。したがってわれわれがあきらかにしえた調音的な事実が，

音響的な事実にどのように対応するかはおおくのぼあいおおまかに，あるいは臆測として言及す

るにとどまっている。また，このX線資料そのもの，あるいはその資料についての誹測の方法も，

調音と音響との対応関係の解明ないしそれを前提とした調音モデルの設定のためにはさまざまな

点で不充分であることをことわっておかなけれぽならない。母音のフォルマントの計測を単にソ

ナグラムからのよみとりというたいへん不充分な方法でしかおこなっていないのもこうした理由

による。

24



第2章

母音の調音の生理学的基礎

1　声帯の振動

　諸欝語で，母音とよぼれている，さまざまな音のちがいをつくりだしているものは，第1には，

音源としての声帯の振動の状態であり，第2には，音響管（共鳴室）としての声道の型とおおき

さであり，第3に，そのふたつの時間的な変化であるとおおまかにはいうことができるQ

1．1　声帯の振動の状態

　声帯は，i喉i頭の内側，甲状軟骨の裏偲から，1対の被裂軟骨にかけて，ほぼ水平に，前後には

りわたされた2枚の筋肉であって，その内側の縁，すなわち，息の通過する部分は靭帯でできて

いる。声帯の振動の様式と原理は，これまでの研究によって，かなりよくあきらかにされている

が，諸言語による，その振動様式のこまかなちがい，あるいは個人ごとのくせ，あるいは発話の

晶出にもとづいた振動様式の変化などについては，ふかく研究がすすんでいるとはいえない。

　一般的にいえぽ，相互にちかづけられた声帯は，声帯自身の筋肉の緊張の度舎（弾力性）と声

門の上下の気圧の差の2者が，ある種の均衡状態にあるとき，ベルヌーイ効果としてしられてい

る現象によって，周期的な開閉運動をひきおこす。音声学において，「声」voiceと名づけられて

いる音は，この調期的な開閉運動を音源としてもつ音をいう。そして，人類がひとしく言語につ

かっているこの声は，呼気にもとつくものであるから，このぼあい肺臓の容積の縮小によって，

声門の下の気圧が声門の上の気圧よりもたかくなったばあいの声帯の開閉運動によっているが，

言語にはほとんどもちいられない吸気による声のぼあいには，反対に肺臓の容積の拡大によって，
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声門の下の気圧が声門の上の気圧よりもひくくなることにより，声帯の開閉運動をひきおこすの

である。声帯は呼気による振動をおこすのにてきした形に発達しているので，呼気による振動に

はさまざまな変化がつけられるけれども，吸気によってひきおこされる振動の変化の可能性は，

呼気によるそれにくらべると，はるかにちいさいものとおもわれる。したがって，この振動が言

語の音声として利用されることがほとんどないのである。吸気の発声をこころみてみると，すぐ

わかることであるが，この発声は呼気によるそれとくらべて，はるかにおおくの空気を浪費するQ

しかも，そのときの声帯の開閉運動は，観測データがないので確言できないが，その生ずる音か

らみて，声帯は不完全な開閉運動　もしくは門滑でない周期的な開閉運動をおこなっているので

はないかとおもわれる。

　呼気による声帯の開閉運動によって生ずる声（以下，単に声というときには呼気によるものを

さすことにする）には，声帯の位置の遠駈のちがいにもとつく，すくなくとも2種類が区別され

ている。すなわち，地声（胸声）と裏声（頭声，あるいはfalsetto）である。

　地声の発声においては，筋肉としての声帯全体が振動して開閉運動に参加するのに対して，裏

声では，声帯の縁の靭帯の部分だけがながくひきのぼされて緊張し，その部分のみが振動して開

閉運動をおこなうということがしられている。そして裏声の発声においては，声帯のよりちいさ

い部分だけを振動させるために，わずかな呼気によって声をつくりだすことができるのであるが，

この振動をつくりだすための声帯の位置の制御は，地声のぼあいにくらべて，よりおおくの筋肉

的努力を必要とする。一方，地声の発声に要する声帯の位置の覇御は，わずかな筋肉的努力でな

される。そして，裏声の発声に必要な，比較的uq）ずかな呼気流をつくりだすための，いろいろ

な呼吸筋の制御が，地声のばあいの，一般的には裏声よりもおおめの呼気流をつくりだすための

呼吸筋の制御にくらべて，とくにらくであるとはいえないこと，すなわち，呼気の自然な流出を

ひかえるための呼吸筋の筋肉的努力が，地声にくらべてかえってよりおおきいばあいがおおいと

みられることは，諸言語において一般的に地声のほうが裏声よりも言認音声におおくつかわれる

おもな理由をなしているとみられる。地声は，くつろいだ楽な声であり，それに対して，裏声は

気どったそしてやや緊張をともなう声であると感ぜられるのは，こういうことに関係しているだ

ろう。もちろん，裏声を自然の会話のなかにどのくらいもちいるかは雷語によっておおいに差が

ある。また，地声と裏声の音色の差がおおきい男性と，差がちいさい女性あるいはこどもとでは，

ちがいがあるであろう。あるいは，女性が女性らしさを強調するために，裏声をつかう規準も，

言語によって差があるものと思われるし，おなじ日本人のなかでも，個人によってことなってい

る。お客のまえ，あるいは電話のまえでは気どって裏声をつかい，ふだんは地声をつかう女性を

われわれはままみかける。質問文などにおけるしり上りのイントネーションの末尾の部分を裏声

にする現象も，蘭語や方言によって，あるいは表現性のちがいによって，あるいは個人のくせに

よって，ちがうようにおも；われる。

　成人の男子の声帯筋のながさは約2cmといわれ，女性やこどもの声帯はそれよりもずっとみ

じかい。女性とこどもの声のピッチが成人男子のそれにくらべて，一般にたかいのは，主とし

て，声帯のこのながさのちがいにもとづいている。したがって，このぼあい声帯のながさは声の
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たかさと重要な関係をもっているといえる。そして，人關は，声帯の位置を鋼御する筋肉のはた

らきによって，声帯のながさをある程度変化させることができ，そのことによって声のたかさを

調節できるものとおもわれる。しかし，これと同時に，声帯の緊張度がピッチにおおきく関与し

ている。当然ながら，声帯が緊張していれば，弦楽器の弦のぼあいと同様に，周波数がおおくな

って声はたかくなるQしたがって声のたかさの調節には，声帯のながさの綱御と緊張の制御との，

どちらか一方，あるいはその両方を使うことが理論的に可能であり，したがって，そのどちらに

よりおおくの比重をあたえるかによって，ピッチの制御方法にはおおくの変異が生じることとな

る。また，一般的にたかい声をだすときには，喉頭をいくらか上昇させるという傾向がみとめら

れるが，しかしつねにそうであるとはかぎらないQそれは意識的に喉頭を下降させながらピッチ

をあげていくことが可能だからであるQこうして声のピッチの変化のさせかたには，そのやりか

たのうえでの相巌な個人差があるが，その詳叙はかならずしもあきらか1こなっていない。

　声帯の位置の制御および声帯の緊張の状態を一定にたもち，かつ，声道の形やおおきさを変化

させないという条件のもとでは，声門下の呼気圧をたかめれば，声帯はよりはげしい振動をひき

おこして（声帯の振動の振幅がまして）声のきこえがおおきくなるという結果をもたらす。反対

に呼気圧をよわめると声帯の振動はちいさくなり，それにしたがって声のきこえもちいさくなる。

さらに呼気圧をよわめると声帯は，わずかなすきまをのこしたまま振動することができなくなっ

て声はやんでしまう。声帯および声道の状態をおなじにたもったまま，唾気圧をある程度以上つ

よめると，声帯は規期的に1屋i動ずることができなくなって，しわがれ声といわれるような，声門

および喉頭，さらに，あるいは咽頭下部，そして，声道の形によっては軟口蓋その他で摩擦音が

生じる。しかしそれにもかかわらず声のきこえはおおきくならず，むしろ減少する。

　声道の形をおなじにたもちながら，声帯をなるべく緊張させないで発する声とおなじおおきさ，

たかさの声を，声帯の緊張の度合をいろいろ変化させながら発することができる。そのぼあい，

そのためには声帯の緊張の度合にあわせながら，声門下の気圧を適当に変化さ9ることが必要に

なる。そして，その結果発せられる声は音色がわずかに変化して，声帯が緊張しているばあい

rかたい」感じの声になるのであるが，このことは声帯の開閉運動の様式に変化がおこって，音源

としての声帯で発せられる声そのものの周波数特性に変化が生じるものとみられる。さらに声帯

の緊張をつよめながら声門下の気圧をあげていくと，おなじおおきさのきこえの声を発すること

が不可能になって，ヌ駐はしわがれ声あるいはかすれ声になり，さらにはとぎれとぎれの声になっ

て，その問に声門のあいだでするどい摩擦音がきかれるようになる。そして，ついには摩擦音だ

けが発せられて，一一　Xgi！のささやき声が生ずることになるQ

　声をつくるぼあい，呼気流をつくりだす呼吸筋の制御をほぼ一定にしながら，たがいにへだた

った声帯をちかづけながら，声帯を振動状態にもちこむことができる。また，あらかじめ声帯を

たがいにちかづけておいてから，呼吸筋の｛擁｛1によって喉頭下の気圧をたかめ声帯を振動の状態

にもちこむこともできるQさらにまた，おなじように声帯をあらかじめちかづけておいて，声帯

の振動がおこらないほど声門下の気圧をたかめ（このぼあい，声門で一種のささやき声の摩擦音

が生じる），声門下の呼気圧を声粥；が振動しうる程度に呼吸筋の制彿によってひきさげて，声帯
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を振動の状態にみちびいて声を発することもできる。このみっつの声たてのばあい，声帯が振動

しうる状態にいたるために声帯を急にちかづければ，あるいは急に声門下の気圧をかえれぽ，声

帯はすみやかにあるたかさときこえのおおきさをともなった周期的な振動状態にみちびかれるは

ずであり，すなわち声は急速にたちあがり，反対に声帯をゆるやかにちかづけるか，あるいは声

門下の気圧をゆるやかに調節していけば，たちあがる声はあるたかさ，あるおおきさに達するの

に時問がかかって，たちあがりはゆるやかになるはずである。また，声帯をたがいに密着させて

呼気のながれを完全に遮断しておいたのち（つまり，声門をいったん閉鎖して），呼吸筋の制御

によって喉頭下の気圧をたかめて，その気圧の力を利用しながら声門をおしひらき（破裂させ），

ひきつづいて声帯を振動の状態にもちこむこともできる。そして，そのばあい声門閉鎖のつよさ

とそれにともなう声門下の気圧の調御とは，いろいろに程度をかえることができる。また，声門

の破裂（声帯の左右への開放）ははげしいせきのぼあいのように，もっぱら声門下の気圧のはげ

しい急な上昇を利用しておこなうこともできるし，そのようなはげしい気駈の上昇なしに，主と

して声帯の位置の制御に関する筋の筋肉的努力によっておこなうこともできる。また，いろいろ

に程度をかえながら，この両者をくみあわせることもできる。

　こういう声門閉鎖をともなう声においては，声のたちあがりは，一般にはかなり急峻であるこ

とが観測によってしられているが，呼気をたかめたはげしい声門破裂が先だつぼあいにはかなら

ずしもそうではないから，声門閉鎖をともなう声のたちあがりがつねに急峻であるとは断言でき

ない。このようにして，　「声たて」すなわち声帯を振．動状態にもちこむやり方はきわめて多様で

ありうる。同様にr声どめ」すなわち声帯を振動の状態から，振動しない状態へみちびく方法も

多様であるはずである。筆者らは以前，久留米大学において広戸（1966）の撮影による声帯の高

速度撮影の映画を見学したことがあるが，そのときの正常な人の声帯の振動はきわめて規則的で，

声帯の縁の部分から声帯が波うつようにうごきだし，それが何回かのサイクルののち規SJj的なう

つくしい醗閉運動へとすすんだ。このときの発声は，筆者らの所見によれば声帯をあらかじめち

かづけておいてゆるやかに呼気圧をたかめていくぼあいのそれのようであった。この正常な発声

の声帯の開閉運動のほかに，同時に，声帯に疾患のある数人の患者（そのおおくは声帯のどこか

一方にポリープのあるものであったが）の声帯の振動の映画もみることができた。これらのぼあ

いには声帯が部分的に開閉運動をおこなって，一部分がひらいたままになっているか，あるいは

ポリープにじゃまされて完全にとじる局面があらわれないか，開閉運動に不規則なうごきがあら

われるかなどであったが，このいずれのぼあいにも，声はいわゆるしわがれ声（慶声）といわれ

るものであった。これらの例からおして，いわゆる声をつぶした人の発声，あるいはかぜで声帯

またはその付近に炎症をおこした人のばあいにおいては，声帯の振動様式にさまざまな変異がお

きているものと察せられる。

　軟骨声門をひらきながら声帯声門を振動させて声を発声すれば，息まじりの声になることがし

られている。しかしわれわれの言語で，個人的にも，あるいは言語的習慣としても多用される息

まじりの声の作り方にどれだけの変種があるかはあきらかになっていないようである。注意すべ

きことは，おおくの言語において，そしておおくのぼあいに，あるおおきさのきこえをもった声
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をつくりだすのに必要とされる以上の，呼気流をもちいて声がつくられているということである。

そしてその必要以上につよい呼気流は，かならずしもきこえのおおきさの増大をもたらさずにし

ばしぼ声の質を息まじりにかえるQ単語のつよさアクセントあるいは文における強勢の実現が，

英語その他の諸言語でかならずしも音のきこえの増大として実現されずに，呼気流の力強さの表

現として実現されるのは，このようなこととむすびついている。そして，われわれ言語のはなし

手は，つねにきぎ手であると同時にはなし手であるという事実にもとついて，つよい呼気流によ

ってうみだされるかならずしもきこえのおおきくない，ときには反対にきこえのちいさい息まじ

りの声から，単語のつよさアクセントあるいは文の強勢をききとることになれている。こうして

音韻論的な諸単位のなかで，音の聴覚的なきこえのおおきさと，生理的な呼気流のつよさに対す

るはなし手の心理的な陰；覚とは，相互に別個の現象でありながら複雑にむすびついているものと

みなけれ，ばならない。

　音韻論的単位としてのたかさアクセントあるいは音調（tone）における声のたかさと，きこえ

のおおきさとの関係についても問題にしなければならない。なぜならば声帯の緊張の緩和あるい

は声門下の気圧の下降は，すぐに声のたかさときこえのおおきさの同時的な低下をひきおこすか

らである。しかもわれわれには声のたかさをかえずにおおきさをかえることもできるし，その反

対もできる。したがっていわゆるたかさアクセントあるいは声調が，声のたかさぽかりでなくき

こえのおおきさと諸言語で密接にむすびついていて，しかも諸喬語，諸方言ごとにこまかな変異

をもちながら実現されるのは生理学的には嶺然のことである。アクセントや声調の研究において，

ピッチ周波数だけを問題にする研究が不完全でしかないのはこのためである。

　たとえば，語頭のhaの音を，ふつうに発音するぼあい，沢島（！968）の喉頭鏡の撮影から推

定すると，声門はhのときに呼吸の状態よりせばまっているが，振動する状態よりはひろい状態

にあって，その声門のせぽめにおいて摩擦音が生じているものとおもわれる。この摩擦音が生じ

るためには，喉頭下で後続する母音aよりもつよい呼気流を呼吸筋の制御によっておこさなけれ

ばならない。そして，つぎの母音の段階では声帯が振動状態にはいるように，声門がややせぽめ

られると岡三にaの母音の振動に必要な程度に呼気流はよわめられる。hとつぎのaとのあいだ

の声門より上の呼気流のいちじるしいちがいはf：1・eL手をあててみるだけで充分わかる。もし，こ

のhをつぎの母音aにおけるとおなじ呼気のつよさで発音するならば，摩擦音ilh］はほとんど聞

きとれないほどよわまってしまい，日本語の語頭のhaの規範的な発音を実現することができな

くなってしまう。しかし，このhがahaのように語中にくるときは聖賢がちがう。摩擦音をまおも

に，前後のaにくらべてとくに語中のhにおいて声門がわずかにひらくことによって，結果とし

てわずかながら生じるもののようであり，このとき外転した声帯の縁が沢島が観察したケースの

ようにふるえていれば，これはいわゆる有声のi：fi］になるであろう。標準語の規範的な発音にお

けるhをかいした声立てにおいても，語頭と語中においてこのようなちがいがみられるが，語頭

のhの摩擦音をどのくらいひびかせるか，すなわち声門をどのくらいちかづけて呼吸筋によって

どの程度の呼気流をおこすかは，諸焼野s諸方言によっておなじではない。筆者らの観察によれ

ぽ，英語の語頭のhは，日本語の標準語のそれにくらべて摩擦音がよわいように観察されるが，
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これは，このような声門のせばめ方と関達した呼吸筋による呼気流のひきおこし方の二二的，方

言的なちがいにもとづいているであろう。また証言諮，諸：方言のhにおけるこういう変種の存在

は，語頭あるいは語中のhが音韻変化によって脱落しやすいという言語史上の事実を容易に説明

してくれるであろう。

　以上でみたように声帯の振動の状態は，開放されたさまたげのない声道を一定の状態にたもっ

たぼあいにおいて，声帯の位置の鯛御および声帯自身の声帯筋の制御と，声門の下の気圧とかか

わる呼吸筋の状態の三二とのくみあわせによってきまる。こうして，これらのみっつの要因のく

みあわせばほぼ無限にあるといってさしつかえないから，話し手個人個人をとってみれぽ，発話

あるいは歌における発声のさまざまな変異，じょうず，へたが存在するわけであり，ひとつの言

語をとってみれば，その音韻論的な諸単位（各フォネームとそのくみあわせ，音節とそのくみあ

わせ，単語のアクセントリズム的構造，文の強勢とイントネ・・一丁ションなど），文の表現的な特徴の

実現にあたって，これらみっつの要函がさまざまなくみあわせをうけて実現されることになる。

　さらに諸雷語，諸：方言を比較すれば，言語，方言ごとの声帯の振動のあり方の特徴がみいださ

れることになるQたとえば臼本語と英語を比較したぼあい，あきらかに英語は呼吸筋のよりおお

い活用にもとづいた呼気流の強弱の変化にとんでいるし，日本語は呼気流のつよさの変化の程度

を母音の発音においてちいさめにする傾向がいちじるしいとみられる。その閥にあって，日本語

のアクセントの型を実現するための声帯の緊張の程度の変化は，単語アクセントの型の区別をも

つ日本語において相対的に重要な役割をはたしているのであろう。

L2　呼吸筋の制御との関係

　ところで，声帯の位置の欄御と緊張状態の変化に密接にかかわりながら，必要な声門下の気圧

と声道への呼気のながれをつくりだす呼吸筋はどのようにしてはたらいているのだろうか。以前

の古典的な音声学の段階では，肺臓は調音に必要な呼気をおくりだす簡単なポンプのようなもの

とかんがえ．られていて，その音声器官としての重要さはさして考慮されなかった。しかし現代で

は，調音のさいの呼気のおくりだし方およびそのためのいろいろな呼吸筋のはたらきかたが非常

に複雑であって，かつ，きわめて重要であることがあきらかになっている。そして，さまざまな

発話における，また，ことなる三三，方言におけるその詳細はあきらかでないのであるが，一般

論のレベルにおいては，P．　Ladefoged（1967）の研究が大変示唆にとんでいる。かれによれぽ肺

臓に充分な呼気をたくわえてから発話をおこなうばあい，主として横隔膜の弛緩によって生じる

ところの呼気の慮然な流出を，発話のはじめの段階では他の呼吸筋（かれによれぽ，外肋間筋

external　intercostals）の151縮による胸郭の拡大によって，発話に必要以上の呼気流の発生をふせ

いでいる。次の段階でe＃　，発話に必要な呼気流のつよさが横隔膜の弛緩によって生ずるそれとほ

ぼひとしい局面が出現し，さらにそのつぎの段階では，横隔膜および外肋間筋の弛緩によって生

じる呼気流のつよさでは，発話に必要なそれには不足する局面があらわれる。この局面では内肋

閥筋（internal　intercostals）が収縮して，胸郭の容積を縮小させて必要な呼気流のつよさを維持
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し，さらに最後の段階では呼気流の維持に腹筋の収縮までがくわわって，内臓および横隔膜を受

動的におしあげながらll乎気流の不足1をおぎなうのである。さらに，　P．　Ladefogedのいくつかの

指摘および筆者らの内省にもとつくと，規範的な発音においても音韻論的な諸単位（個々のフォ

ネーム，アクセント，強調など）を実現するためには，呼気流と声門下の気圧，あるいは声道に

おけるせばめ，あるいは閉鎖のおこる内側の声道の気圧は微妙に調整されていなければならない。

たとえぽ日本語のsaにおけるフォネームsとraにおけるフォネームrを比較したぼあい，　s

の摩擦音をえるのに必要な呼気流は，rのそれにくらべてはるかにつよくなければならな1．・し，

そのためにはそれに必要な収縮が肺臓の全体あるいは一部でおこって，必要な呼気流がおこらな

けれぽならない。またsaにおけるsとaをくらべても，とくにおお声で発音するばあい以外は，

aにくらべてsによりつよい呼気のながれが必要である。また，あとでのべるように口論語のa

とiをくらべると，iの方が声門下の気圧がたかいはずであり，こうして呼気流のおこし手とし

ての肺臓は，おお声ではなすご声ではなすといった発話の環的にあわせた気流の調節ばかりでな

く，ほぼ一定のおおきさで話をつづけるぼあいでも，フォネームごとに，そして音節ごとにこま

かな呼気流の調整をおこなっているとみざるをえない。そして，この調整は岡一のフォネームで

あってもアロフォンによってことなりうるし，言語をことにすれば，たとえぽ英語のs，pとH

木語のフォネームs，pとは岡一であるはずはない。そして，その調整のために内肋間筋が関与

することはたしかなようであるけれども，それ以外の筋肉にもその役割があるのか，内肋間筋が

つねにこれに重要な役割をはたしているのかは充分たしかではない。N．1．　Zinkin（1968）は気

管支，気管支枝の平滑筋の痙攣的な収縮が，この役割をになっていると臨床的な実験例からのべ

ているけれども，その後，この実験的事実が追試されたかどうか筆者はしらない。いずれにせよ

ふつうの呼吸において呼気の局癒で最大の役割を演じている横隔膜の弛緩は，音節ごと，フォネ

ームごとのこまかな呼気圧の調整を分記する筋肉としては不適切なことは，N．1．　Zinkinが指摘

しているとおりである。

工3　声道の状態との関係

　最後に，声帯の振動状態は声帯の上の声道の状態によっても規定される。すなわち声帯の位置

および声帯の緊張状態，そして呼吸筋のはたらきによる声門下の気圧の3者がおなじであっても，

声道の状態がことなれば声帯の振動状態はことなったものとなる。たとえぽ両唇がとじられて，

声道に呼気がとじこめられている状態であれば，声門をとおる呼気の，気管から声道への乱吟1に

よって，すぐに声門下の気圧と声道内の気圧の差がちじまり，さらにつぎに爾者の気圧がひとし

くなり，その結果，声帯の振動はよわまって，つぎをこはやんでしまう。［ab］という発音におい

て，最初ひらいた［a］の声道の状態で振動していた声帯は，両唇の閉鎖によって，その振動を

いちじるしくよわめられ，つぎの瞬閥に振動をやめてしまう。［ababababa］という発音において，

［b］における両属の閉鎖区闘乱，そのはじめの段階では声帯が振動して，いわゆるソナグラム上

のbuzz　barがみられるが，後半で，しぼしぼ，それがみえなくなるのは，そのためである。ま
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た，［b：］という発音において，声帯をできるだけながく振動させるためには，声門上と声門下

の両方の気圧の差を比較的ながい時間たもっために，呼吸筋を異常に緊張させて，声門下の気圧

の上昇をたもっと同時に，声道のほうは口蓋帆を上昇させ，あるいは頬をふくらませ，また，咽

頭の下部をふくらませ，さらにまた，喉頭を下降させることによって，声門上の気圧の上昇をふ

せぐのである。このことは，両唇をかたくとじたまま［b］を力づよく発音すれぼすぐにたしか

められる。よわい母音［e］をよわく発音しながらすこしつつくちびるをとじていくと，くちび

るが完全にとじる’寸前の両唇のあいだがらフーという気流がおこってくる時点で声帯の振動はや

んでしまう。このぼあいには，声道は完全にはとざされていないのであるが，声門の上下の気圧

の差の縮小が声帯の振動をやめてしまうのである。　（ただし，このばあい，P蓋帆と咽頭後壁と

のあいだにすこしでもすきまがのこっていて，すこしでも鼻むろへ呼気が流出していれぽ，すな

わち，よわ母音が鼻音化していれぽ，当然のことながら，このことはおこらない）。

　つぎに［b］と［b］と［m］，あるいは［d］と［d〕と［n］の口むろ側の声道が閉鎖されている

区間における声帯の振動についてのべてみよう。まったく鼻音化されていない［b］と［d］にお

いては口蓋帆はたかくもちあがって忌むろへの通路をとざすので，声門の上下の気圧差は短時間

のうちになくなってしまって，声帯の振動はたちまちよわまりやんでしまう。ところが，鼻音化

された［b〕，［d］においては，わずかに口蓋帆と咽頭後壁のあいだにすきまがのこされているた

めに，声帯の振動は［b］や［d］におけるよりもながくつづくことができる。しかしそれでも温

むろへの通路がせまいために，口腔内の気圧はゆっくりとあがっていき，まもなく声帯の振動はや

む。この過程を確認するためには2本の指さきで鼻の穴をかるくふさぎながら［b］，［d］を発音

してみるとよい。口むろの中の気圧の上昇は［b］のばあいであれぽ頬の内側に感じる空気の圧

力でしることができるし，指で出口をふさがれた鼻むろの気圧の上昇は，小鼻がふくらむことに

よって感じることができる。もし，その状態から急にくちびるをひらいて［a］を発音すれば，ふ

つうの［b］とややことなる［b］の破裂の音がきこえる。もし，くちびるをとじたまま鼻から指

さきを急にはなすならば，そのときうまれる音はいわば有声の鼻孔破裂音である。いっぽう［b］，

Ld］および［b〕，［d〕とくらぺて［m］，［n］はたいへんちがっている。［m］と［n］においては，

鼻むろへの空気の通路が充分ひらいているので，口むうにおける気圧の上昇はおこらずに，した

がって［m］と［n］とは，かぜでもひいて鼻をつまらせていないかぎり，息のつづくかぎりなが

く発音する（声帯が振動しつづける）ことができる。

　つぎに閉鎖期間中の［b］，［d］，［9］相互，および〔b］，［d］，［9］椙互を比較してみよう。と

ざされた口むろの容積は［b］において最大であり，［d］がそれにつぎ［9］は最小となる。した

がって，声帯の欄御および声門下の気圧の制御がおなじであれぽ，とざされた声道という条件に

おいて，声帯が振動しうる時間は［b］がもっともながく，［g］がもっともみじかいということ

になる。［b］の声道は，それだけ口むろのなかの気圧の上昇をおくらせる余裕がおおきいが，［g］

はちいさいからである。このことは［b］を［b］，［m］と区別して発音することはやさしいが，

［g］を［g］および勧］と区別して発音することが，それよりむつかしいことと関係している。

また，秋田市などおおくの東北方言においてb：b：m，d：d＝n　という音韻的対立がみいださ
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れるのに対して，おく舌音においては　g：η　という対立しかないという事情も，　これらの音の

発音のこういう生理学的な基礎とかかわっている。

　声門の状態と声道の状態との関連について，さらに重要な事実をあげておこう。それはきこえ

のおおきさに関するものである。こころみに日本語のいつつの母音をなが母音にして，録音機な

どについているVUメーターをながめながら，マイクにむかって発音してみよう。すると，音

のつよさはひろ母音aにおいて最大であり，半ひろ，半せま母音e，oがこれにつぎ，せま母音

i，uはaにくらべるとかなりよわいことがすぐにたしかめられる。ひろ母音は音のつよさがつ

よく，せま母音がよわいということは，日本語ぽかりでなく諸雷語にとって一般的な傾向である。

そして，このことは共鳴室の形と出口のおおきさとにふかくむすびついているようである。音の

物理的なつよさときこえの聴覚上のおおきさのあいだには，完全に平行的な関係がみられるわけ

ではなく，人聞の聴覚器官の特性にもとづいて，特定の周波数帯の音に関して人問の耳はもっと

も敏感であるのだが，母音の音色のききわけに重要な周波数帯にかぎっていえぽ，音の物理的な

つよさときこえの聴覚的なおおきさとは，それほどおおきくくいちがわないから，母音の音のつ

よさを声の聴覚的なおおきさにおきかえてかんがえることは，ある一定の範囲内ではゆるされて

いいであろうQしかし，たとえぽH本語において，aiueoの5個のフォネームがおなじ価値

をもった需品的な単位：として存在しているという事実が，この5個の母音があたかもおなじ程度

のきこえを感じさせるようにはたらくのではないかとみられる。こういう聴覚的な印象としては，

われわれはaがとくにおおきくi，Uがちいさいというふうには，あまり感じていないQしかし，

いろいろな人々のsound　symbolismの実験にもとづけば，　aはおおきいという意味をあらわすの

にふさわしく，i，　uそしてとくにiはちいさいという意味をあらわすのにふさわしいという実験

的な結果が歴i然としてあらわれる。上村（1965）が以前におこなった実験の結果のいくつかをし

めすと，たとえぼつぎのとおりであり，その傾向のいちじるしさにおどろかされる◎

（1）ランダムな順序で実験者によって発音されたつぎの各3単語1組の音声を，爾太平洋のどこ

　かの島の君語と仮定させ，　「おおきい」という意味をあらわすのにもつともふさわしいものを

　ひとつえらばせる。字母はほぼ国際音声字母の音価にしたがってよまれた。’はつよさアクセ

　ントをおいた部分をしめす。被験者はH；本人成人男女王04名。カッコのなかの数字はその音声

　をえらんだ被験表の全被験者に対する百分比。

鵬
　

10

幽
㎞
顧
烈
㎏
。
－

P
k
　g
　
V
　
S
　
P

①
②
③
④
⑤
⑥

（86）　：　pdlem

（55）　：　klot

（78）　：　get610

（73）　：　vul

（62）　：　s｝og

（44）　：　tol

（13）　：　pilem

（38）　：　k｝it

（19）　：　gitilo

（25）　．v呈1

（34）　：　slig

（31）　：　kol

（　1）

（　7）

（　3）

（　2）

（　4）

（25）

②　おなじ条件で「ちいさい」という意味にもっともふさわしいものをひとつえらばせる。

　　（D　lim　（94）　：lom　（3）　：lam　（3）

　　C2．）　pis　（83）　：　pus　（16）　：　pas　（　1）
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　　＠　rimp　（87）　：　rump　（10）　：　romp　（3）

　　④mitus　（88）二metus　（！G）：matus　（2）

　　（S）　kit　（76）　：　kut　（19）　：　lcat　（5）

　　＠　pol　（45）　：tol　（32）　：kol　（23）

（3）他はおなじ条件で，つぎのおのおのひとくみの音声をfし，かくい」にあらわすのにふさわし

　いものと，　「まるい」をあらわすのにふさわしいのにわけさせるQ　（）はその音声を「しか

　くい」をあらわすのにふさわしいとした被験者の全被験者に対する百分比。

S
　
　
　
　
　
l
K
　
f

a
　
Q
　
　
　
a
　
，
三

t
　
玉
　
　
　
l
　V

　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
し

，
－
　
’
a
　
i
　
6
　
　
a
　
i

雪
K
　
t
　
S
　
S
　
t
　
S

①
②
③
④
⑤
⑥

（95）　：

（87）

（9！）

（83）

（73）

（72）

（4）他は（3）とおなじ条件で，

limas　（　5）

n盗！o　　　　　　（13）

nol　（9）
61am　（！7）

avi　（27）

sip　（28）

「あかるいj　rくらい」にふさわしいものにわけさせる。　（　）は

　その音声を「あかるい」をあらわすのにふさわしいとした被験者の全被験者に対昌する百分比。

　　O　ter　（87）　：　tur　（13）

　　＠　m61kes　（60）　：　m61kos　（40）

　　＠　aslar　（87）　：　es16r　（13）

　　＠　1〈tifta　（85）　：　gUfta　（15）

　このような実験結果があらわれるのは，それぞれの母音フォネームが言語において等価である

ばあいにおいても，ひろ母音がおおきなきこえをもち，せま母音がちいさなきこえももつ（この

ぼあい，おおきなとかちいさなとかいう形容詞自，身にもたせる意味も，比喩的ないし象微的な用

法にしたがっているのだが）ことにもとづいていると筆港はみるのである。しかしながら，ひろ

母音aとせま母音iを代表としてとりあげれば，これらは声道の形の制御のちがいを別として，

他の条件がおなじばあい，おなじ喉頭の制御のしかた，おなじ呼吸筋の鯛御のしかたによってつ

くりだされるのであろうか。筆者の観察によれば，N．　L　Zinkinがすでに指摘しているように，

そのこたえは「否」である。

　たとえぽ一定のきこえのおおきさをたもつようにして，母音aをながく発音しつづけながら，

声道の形だけをまえ舌をもちあげてiの形にかえてみよう。すると，そのときうまれるiのきこ

えは，aのそれにくらべてバランスを失するほどちいさくなる。そして，もし，　aと心理的セこバ

ランスのとれた（心理的におなじくらいにきこえる）おおきさをつくりだそうとするならぽ，

喉頭の緊張の状態と呼吸筋の制御をかえて，すなわち，喉頭をやや緊張させ，呼吸筋の筋肉的努

力をまさなけれぽならない。このことは，心理的にほぼ等価（心理的におなじくらいのきこえ）の

母音をえようとするぼあい，aとiでは呼気および呼吸筋の制御をちがえなけれぽならないこと

を意味する。そして，なぜこのようなことが必要なのかといえぽ，第1には，共鳴蜜あるいは増

幅器としてのiの声道がその形，aのそれにくらべて出口がちいさいことなどによって不利であ
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るからであり，第2には1における前舌瀟と硬灘蓋のあいだでっくられるせぽめの存在が，iに

おけるせぽめのうしろの部分の口むろの気圧の上昇をまねきやすく，そのために声門の下の気圧

との差がちじまりやすいからである。この第1と第2の理由のどちらがより’重要であるかは，わ

れわれは実験的なデータをもたないのでここでは断言はできない。しかし，一般的にi，aの発

音において，iのほうが喉頭のよりおおくの緊張と呼吸筋のよりおおくの努力，そして，口から

はきだされるよりつよい気流を必要とすることはあきらかであるQこれに関連してもうひとつ興

味ぶかい事実をかきくわえておこう。みぞおちのあたりを指でつよくおさえながら，ややおおき

めな声でaとiを別々に発音してみると，iを発音するときのほうが，指さきにaのぼあいより

もつよい圧力を感じる。このことはiの発音においてはaにおけるよりも声門下の気圧がたかま

っていて，その結果，横隔膜がわずかに下におされているためと解釈されるQはり母音［i］とゆ

るみ緯音［τ］とのあいだでもおなじことが観察され，前者のばあいの方が指につよい力を感ずる。

呼気流の量，声門の上下の気圧，喉頭の諸筋肉の緊張状態，横隔膜をふくむ諸種の呼吸筋の緊張

の程度などを実験的に測定することにはおおくの囲難がともなうのであるが，このような実験を

しないぼあいにも，こうして，せま母音とひろ母音のあいだで喉頭の緊張と呼吸筋の制御のし方

とがおなじでないことがこうして確認される。さらに，この事実はおおくの書語において，せま

母音において，はり母音とゆるみ母音との音韻的対立がよりあらわれやすく，ひろ母音において

は，そうではないという墓実と関係しているだろう。こうして，はり母音とゆるみ母音の対立は，

Jakobson，　Halie（196i）らにすでに指摘されているように，唇，否など声道の音声器官の位置の

舗御とかかわりあうぽかりでなく，喉頭，呼吸筋の制御ともかかわっている。そして，さらに重

要なことに舌や謄の位置と緊張状態を全くおなじにしておいてはり燈音とゆるみ母音を発音して

みても，喉頭の緊張，呼吸筋の綱御さえかえれば，はり母音の音色（たとえば，発音記号［iコ，

［u］であらわされる母音の音色）とゆるみ母音の音色（同じく発音記号国，［u］であらわされ

る母音の音色）がえられるのである。このことは，音のつよさがあるレベル以上に達しないと，

フォルマントが母音の音色を粗互に聴覚的にはっきり区別させるほどにきわだってこないという

音響的，聴覚的な事実ともむすびついている。ちなみに1ヨ本諮の5個の母音を，適当な音量で規

範的な発音をおこなうばあいのように，はっきりと声道の形をかえながら，しかも喉頭を弛緩さ

せて非常によわい気流で声帯をわずかに振動させながら，非常にきこえのちいさい声で発音して

みよう。そうするとそのときにうまれる5個の母音の音色は相互に区朋できないほどあいまいな

音色になる。こうして，英語のようなstressの晶出においてあらわれるよわ母音というものは，

声道における調音器官の怠漫によって民話があいまいになるばかりではなく，それとおなじに，

いや，それよりもむしろ呼気流がよわく，声帯の振動がよわよわしいことによって音色があいま

いになっているのである。あいまい母音は，単に舌を中春化させてつくられるわけではない。ま

た，こうして，せま母音は実際にはひろ母音よりちいさいきこえをもっているにもかかわらず，

そのちいさいきこえをつくりだすためにひろ母音よりもおおきな音声器官の努力を必要としてい

るといえるのである。なお，もしi，uをaとおなじほどの物理的なつよさをもたせて発音する

と，aにくらべてバランスを失したおおきな音にきこえる。このことはVUメーターなどで簡単
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にためすことができる。

　以上のことと関連しながら，偲音のよわまりと無声化の現象についてすこしのべておこうQ標

準語の規範的な発音においては，無声の子音フォネームP，t，　k，　c，　s，　h，　q（つまる音）にはさ

まれたせま母音i，uは，原品として無声化される。これはなぜおこっているのであろうか。

　せま母音は，一般に，他の条件がおなじならぼ，それよりもひろい母音にくらべてみじかめに

なる傾向をもっているQこれはずっと以前にアメリカ英語についても報告（服部1954による）が

あるが，アメリカ英語と音節構造のまったくちがったβ本語においても確認されている（たとえ

ば，比企ほか（1965））。そして，そうなる理由は，上にのべたように，せま母音においては他の条

件がおなじならぼ，よりつよい喉頭の緊張と呼吸筋の緊張を必要とするために，母音のたちあがり

すなわち声道の振動の開始が時間的におくれ，また声帯の弛緩，呼吸筋の弛緩に応じて，いちはや

く声帯の振動がやむからである。標準語の無声子音にはさまれたi，Uの無声音化の現象を日本語

の歴史的な音韻変化の結果としてながめたばあいに，これは歴史的な同化作用（assimilation）の

結果として理解できる。すなわち，前後の無声の子音においては，声門はせぽまりはするがある

程度ひらいており，せま母音i，uの発＝音のためには，声門がせぽまり声帯が緊張すると同蒔に，

それよりもひろい母音にくらべてよりたかい声門下の気圧をつくるために，みじかい時間のあい

だに声門と呼吸筋の筋肉的努力が集中せねぽならない。この努力が，声帯の振動を実現するた

めに必要な量にみじかい時間のうちに達しなけれぽ，結果として母音呈，Uは無声化してしまう

わけである。したがって，a，　e，　oが無声化せずに，　i，　uが無声化するのは理解できるものであ

る。しかしながら，沢島ら（1971）のファイバースコープによる喉頭鏡をつかった観察の結果に

よれぽ，現代の標準語において無声化はこのような原因によっておこっているのではない。観察

の結果，この無声母音の持続部において，声門は前後の無声子音におけると同様にひらいたまま

になっているのである。このことはつぎのことを意味するであろう。すなわちいったん標準語に

おいて，無声子音にはさまれたせま母音が無声のままで発音されるという社会的な規範が成立し

たのちは，声帯や呼吸筋ははじめから声帯を振動させる努力をおこたっているということである。

すなわち，たとえぽ高知方言におけるように，これらのせま母音を無声子音のあいだで有声音と

して発音するということがたやすく可能であるにもかかわらず，標準語の発音の規範性がはなし

手に声帯を振動させる努力を積極的に放棄させているのである。　（ます，です，などにおける末

尾の［UI］の消失においても，このことはあてはまるであろう。）こうして標準語における無声子

音間のせま母音の無声化の現象は，歴史的には同化的な音韻変化の結果とみることができても，

共時的な，そして生理学的なレベルでの同化と単にみなすことはできないのである。しかし，

［k響tstu∫lta］における［tsui］，［uitsegku∫lkmte］におけるふたつの［kua］などにおける前後を無

声化された母音にはさまれたせま母音は，ふつうセこは有声音として発音されるが，この母音もと

きにはよわまるし，また，ぼあいによっては無声音となることもある。おそらくこのようなばあ

いには，そのよわまりや無声化は共時的な生理的なレベルでの同化現象（すなわち，無声音には

さまれたためにおこる声帯の緊張と呼吸筋の努力の不足）として説明できるのではないかとおも

われる。また，標準語の規範的な発音において［katanna］，［takadarkato3，［hakana・iコのような
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単語の第1音節における，アクセントにおいてひくく，しかも無声の子音にはさまれたひろ母音

の［a］はよわまるし，しぼしぽ無声音化する。そして，このばあいのよわまり，ないし無声音化

の現象は半せま偲音e，oなどより，むしろひろ母音aにおいてあらわれることを特徴とするよ

うであって，せま母音i，uの無声化現象とは質をことにしている。この現象は，喉頭鏡による

観察によってたしかめなけれぽならないにしても，iとUとは反対に，｝ヨ本語の母音のうちでも

っともよわい呼気流で発音することのできる母音aがつよさにおいてよわく，たかさにおいてひ

くく実現されなけれぽならないアクセン｝・型のなかで無声子音にはさまれて実現するばあいの，

呼気流の不足によって生じる共時的な同化作用によるよわまりないし無声化と筆者にはおもえる。

ただし，ひろ母音aの無声化現象も，これがいったん社会的な規範として成立するにいたれば，

これはもはや声帯の緊張の不足，あるいは呼気流の不足によってのみ生ずるとはいえなくなるで

あろう。沖縄の宮古方今における同様な条件下にあらわれるaの無声化現象，あるいは八重山方

言にあらわれたPのあとの，無声化し，かつ，鼻音化した母音aの発音などにおいては，筆者の

観察によれぽ，これらの母音を無声化させることがこれら諸方言においてすでに規範として成立

していて，この母音の部分で積極的に無声の［a］を息によってひびかせることが特徴となってい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
るようである。

　このようにして声帯の振動の状態，あるいは声帯が振動しない状態というものは，声帯自身の

舗御にもとづいて規定されるぽかりでなく，声門の下の気圧をつくりだす呼吸筋の制御のあり方，

声門の上の気圧の状態を規定する声道の状態によって規定されるし，さらに，そのうえに1すで

にのべたような音のきこえのおおきさを一定にたもとうとする雷語の機能上からの要求によって

も規定されるきわめて複雑なものとみなけれぽならないのである。そして，日本語の，あるいは

興言諾のさまざまな音韻論的な単位，あるいは表現的な特徴の実現のために，これらの要因は言

語ごとにちがった，そして，また，伝達の目的によってちがった，あるいは個人的な差異をふく

んだものとしてあらわれるにちがいない。これらについての詳細は現代の音声学においては，ま

だ，ほとんどあきらかにされていないといった方がただしいだろう。このことは，第1に，喉頭

および喉頭より下の音声野州の運動を観察することに困難があること，第2に，音響的な音声学

が声道の形と音声スペクトルとの相互関係の研究に主たる関心を集中させてきたこと，第3に，

轡語学の音韻論におけるこまかな調音的な事実の観察にもとつかない観念的な傾向に関係してい

るとおもわれる。しかし，実際の音の規範的な実現にとって，声道の形の制御のほかeこ喉頭と息

の制御がいかに大切であるか，また，その規範的な音声の実現に聴覚によるフィードバックがど

れほどふかい意味をもっているかは，聾児に規範的な音声をおしえることが困難な事情によって，

また，声道の音響スペクトルあるいは音響的なパラメーターを資料としてつくられる合成音声に

おいて，発話の自然さをそえることがいかにむずかしいかということによってしられる。
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2　声道のかたちづくり

2．1　人類の声道の構造的な特色

　他のあらゆる動物とちがって，言語を瞬有するにいたった人類の音声器官にとって，きわめて

特微的なこととして，微妙に調節される発声器官としての喉頭の発達とともに，ことなる音色を

巧妙につくりだすのに適した声道の発達をあげなくてはならない。おおくの哺乳動物の声道の形

態は人類の言語音声をつくりだすのにはまったく適していない。人間が火を発見して，食物をや

わらかい消化しやすい形にかえてたべることができるようになったということが，幽幽のための

寸感としての下あごと上あごの縮小をまねいたとかんがえられる。その結果，咽頭腔（以下，単

にのどむうという）と口腔（以下，単に口むうという）をひとつのまとまった音響管にかえて，

数おおくの種類の母音の音色の区別を可能にしたのである。類人猿をはじめとするおおくの高等

な哺乳動物の声道は，応唱のために非常に発達した下あごおよび上あごをもっていて，そのため

に前につきだしており，かつ，比較的ながいm峡部によって，のどむうとくちむろのふたつの都

島に分割されている。それに対して人類の声道は，下あごが強力な眠囎のはたらきから開放され

たために，口峡部によってふたつに分割されずに，ひとつの音響管としてはたらくことができる

ようになり，その結果，くちびる，舌，下あごなどくちむろの形の変化にたずさわる音声器官の

はたらきが，音響管としての声道全体の音色をつくりだす能力のうえで，非常に有効になったの

である。動物園にいってチンパンジーの単調ななき声をきいた人はおおいだろう。チンパンジー

は音声言語を習得する能力をかいているが，これはチンパンジーの大脳の発達の程度に規定され

ているばかりでなく，チンパンジーの声道の形状と機能にも規定されているとみるべきである。

おおくの哺乳動物の胞酵にとって，おおきな機能をもっているのは，モルガー二黒あるいはそれ

をふくめた喉頭腔と咽頭腔である。これらが砲酵のさいのはげしい呼気流を吸収してふくらむの

を，いろいろな動物についてわれわれは観察することができる。そして，下あごの開閉運動ある

いは舌の位置は動物の気障の音色のちがいに関与してはいるものの，その関与のしかたは人類の

言語音声におけるそれよりもあきらかにちいさい。われわれも，たとえぽ真にせまった音色で犬

のほえ声をまねしてみると，そのとき，のどむろをふくらませることが大変だいじであるのに，

たとえぽまえ舌面をもちあげることが，さしてだいじではないということに気づくであろう。た

とえぽD．Jonesの8個の基本母音でしられているような，相互にたいへんちがう音色の母音の

つくりだしには，のどむうとくちむうがひとつの連続した共鳴室となって，舌や下あごやくちび

るのはたきらがその音響管の特性をおおきくかえてくれなけれぽこまるのである。こうして，古

生人類学の研究があきらかにしつつある人開の頭蓋と下顎の発達と変化が，大脳の発達と平行し

ながら，人類に言語の母音の，そしてそれらの母音に子音をむすびつけてつくる音節の多様性を

保証する結果をうんだとみられる。
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2．2　声道を構成する各種音声器官の機能

　つぎに，声道を形づくり，その声道の形を変化させる，いくつかの音声器宜の機能と，その相

互関係に，ついて，いくらかのべておこう。

（1）上あごと上の歯および上の歯ぐき

　上顎骨（maxilla）と上の歯および上の歯ぐきは，声道を構成する音声器官のなかでほとんど

唯一のうこかない部分である。これらは頭蓋に固定されている。これらがうごくのは頭蓋のうご

きと一一緒であって，もし，頭蓋をうごかしてあおむきあるいはうつむきになれば，当然，声道の

形はかわって，たとえぽaという母音の音色がいくらか変化するけれども，このような音色の変

化が言語の質倉の区：別に利胴されることはないとおもわれる（なおp．56以下を参照）。これら上

あご，上の随，上の歯ぐきの音声器官としての機能は，うこかない部分として声道の内壁の一一・部

を構成していることのほかには，舌およびくちびるの特定の位置，特定の状態，特定の運動をお

こなわせるためのささえとなっている点であるQたとえぽ，母音［i］の発音において，硬口蓋お

よび上の臼歯の内側と，その歯ぐきとは，もちあがったまえ舌面，なか舌面の爾脇の部分（以下，

単にわき雷という）をささえて，まえ舌爾となか線画が硬口蓋のあいだに［i］の母音の音色に必

要なせまいすきまをつくりだすのをたすける。また，たとえぽ子音の［1］の発音においては，門

歯の内側，あるいはその上の歯ぐきの正中線付近の部分が，つきだされた否さきのためのささえ

となる。あるいは子音［s］の発音においては，臼歯からほぼ犬歯までの歯の内側と歯ぐきおよび

硬口蓋の一部が，全体としてもちあげられた否と密着して，もちあげる舌の筋肉の力と拮抗する

ささえとなり，そのあいだに，否さきのへりの部分が正中線の付近で歯ぐきとのあいだにほそい

すきまをつくるのであるQ子音［t］［d］［n］の発音においては，わき舌および舌べり（blade　of

tongue）が上の歯および，あるいは上の歯ぐきと密着して，声道はこの部分で完全に閉鎖される。

子音［f］の発音にあっては，門歯の先端はかるくおしあてられた下くちびるをおさえる。、・また，く

ちびるを横にひきながらはりくち，あるいはひきくちにしてiを発音するぼあい，前歯の外側と

その歯ぐきとは，尚脇にひつばられて，おしつけられた上くちびるの内側をささえて，上くちび

る全体のあつみがうすくなり，したがって，声道全体のながさおよび舌爾のもちあがりによって

くぎられた声道の煎部分のながさを縮小させることをたすける。幻日蓋のドーム状のくぼみ，お

よび硬【コ蓋のへりをふちどっている歯ぐきのわずかなもちあがりは，もちろん，膏の相手役どし

て共鳴室としての声道の微妙な形づくりにふかく関与する。そして，硬口蓋がドーム状にくぼん

でいるということが，たとえぽ諸吉語におけるくちむろのなかでっくられる子音の非連続性，た

とえばフォネームt，d，　nとk，　g，ηとのあいだの非連続性と対立を保証しており，他方では，

前よりに発音された［k］や［幻の音が［t∫］と［d3］へと音韻変化するのを容易にしているQ

（2）下あごと下の歯および下の歯ぐき
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　音声器官としての下あご，あるいは下顎骨（mandible）の々またらきは，伝統的な音声学，たと

えぽD．Jonesのそれでは軽視されてきたが，最近ではその重要性が認識されつつあり，筆者ら

の研究（1972）によってもこれは非常に重要であるとみなさざるをえない。この音声器官として

のはたらきは，第1に，声道の可動的な部分を形成して，声道の形の変化におおきく参与する点

である。そして，重要なことは下あごの開閉運動にしたがって舌が受動的にうごき，その結果声

道の形がおおきく変化することである。また，このうごきによってくちびるが受動的にうごくと

いうことをわすれてはならない。伝統的な音声学では，しぼしぽこの下あごのうごきを無視しな

がら，舌のうごきとくちびるのうごきだけを記述したが，これは下あごのうごきやひらきぐあい

が，舌やくちびるの形と位置をおおきく条件づけているという璽要な事実を無視するものである。

もちろん番語によって，あるいは，その言語に属するフォネームの種類によって，下あごが調音

運動に参与する重要度はちがっているし，また，ある程度下あごのうごきを，舌およびくちびる

自身のうごきが代償することができる。しかし，きわめて容易なわずかな筋肉的努力で，すみや

かに上下運動をすることのできるこの下あごのうごきは，ほとんどすべての子音・母音の調音運

動において，しばしぼ補助的ではあってもきわめて重要である。このことは個々のフォネームの

調音のさいにのべる。

　第2に，馬蹄形あるいはつりがね型にならんだ下の歯の列の内側は，声道内壁の一部となって

いると同時に看の格納庫でもあるQそして，ことに下前歯とその歯ぐきとは，舌面をもちあげる

ときの大事なささえとなってはたらいている。たとえぽ，母音iを発音するとき，舌さきと舌べ

りとは，下の前歯につよくおしつけられていて，まえ舌面，なか舌面がまんじゅうのようにまる

くもちあがるためのささえとなっている。ただし，舌さきが下門歯の裏につよくおしつけられず

に，したがって下門歯が舌の形の形成のためのささえとしてはたらかないiの発音も実際にはあ

るQまた，下門歯の外側は，上の門歯の上くちびるに対する関係と同様に，ひきくちにしたぼあ

いなどの下くちびるのたいじなささえである。

（3）上下のくちびると頗

　くちびるとそれにつらなっている頬の内側とは，声道の内壁の部分を構成している。そして，

くちびるの状態は声道の出Pのあり方をきめる。くちびるの形をきめるものは，くちびるおよび

それをとりまく筋肉のはたらきによるくちびる自身の能動的なうごきと，下あごのうごきにとも

なったくちびるの受動的なうごきとである。くちびるの形をきめる筋肉は，くちびるを輪のよう

にしてとりまいている括約筋（口輪筋orbicularis　oris　m．）と，その外側に放射状にひろがってい

る三組かの筋肉である。そして，これらの筋肉が緊張していなけれぽ下あごのうごきにしたがっ

て，くちびるは受動的に下あごのうごきにひきづられて，しかも下あごのうごきよりはいくらか

ちいさめにうごく。くちびるの形を維持しようとする筋肉のはたらきがあれぽ，くちびるは下あ

ごのうごきに対抗した，たとえば，くちびるをとじたままあごを開閉運動させるなどのうごきを

しめす。一方，下あごのうごきとほぼ連動させながら，下あごのうごきとほぼ平行的にくちびる

を開閉させることもできる。これらのはたらきによるくちびるの形の変化によって声道の開口部
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の面積が自由にかえられると同時に，くちびるをつきだしたり，横にひいたり，いわゆるおちよ

ぼ口にしたりすることによって，くちびるはあつみをかなりおおきく変化させて，それによって

声道全体のながさ，および声道のと出コ付近の状態を変化させる。くちびるをつきだしたぼあいに

は，つきだされた先端は個人差はあるだろうが，門歯の外側から上下とも最大2cmあまりはな

れるし，くちびるをうすくしたぼあいには，その距離は5mm内外までにちじまるQすなわち，

くちびるの状態によって声道のながさは最大1．5cm程度変化して声道の音響管としての特性を

かえる。一般に，くちびるを横にひいてひきくちにしたばあいには，くちびるはうすくなって声

道のながさはちぢまる。丸くちといわれる状態には2種類あって，くちびるのあつみをまして声

道のながさをますというおく舌の丸くち母音をつくるのに適した型と，くちびるをうすくしなが

らまるめていわゆるおちよぼ口をつくる，つまりむしろ声道をみじかめにする型のまえ青の丸く

ち愚音をつくるのに適した型とがあり，また，この両者の中間の型もある。かなり開口部をおお

きくしておいて，くちびるを外にめくりだすよう々こ，俗にいう豚の口のようにすれぽ摩擦音［∫］の

ための共振にもちいられる有効な，かなり容積のおおきい共鳴室を前歯と上下のくちびるのあい

だ（くちびるむろ）で用意することもできる。［s］［∫］［t∫］などのような摩擦音をつくるばあいの，

このくちびるむろの利用法は諸山語によってかなりちがっていて，たとえぽ，英語のcheeseに

おけるフォネームt∫i：連続のくちびるは，フォネーム1：のためにくちびるがわずかに横にひか

れると同時に，フォネーム可のためにごくわずかに上下のくちびるがっきだされるから，それ

はちsうどほほえみの表情にちかくなるが，日本語の借用語チーズのt∫i：の発音においてはi：

のためにくちびるがひかれることもなく，また［t∫］のためにくちびるがっきだされることもな

いから，写真にうつるとき日本語でチーズといってもむだである。くちびるの状態にどのくらい

変化をもたせるか，そして，とくにくちびるの形を制御する筋肉をどのくらい使用するかは言語

により非常に差があり，その差は擁教育における読唇術の難易さ，可能性の程度におおきく影響

するとみざるをえない。一般にまえ否の丸くち母音のフォネームをおおくもちいる，したがって

山鼠フォネーームのおおい言語，たとえぽフランス語，ドイツ語，スエーデン語などでは筋肉によ

るくちびるのうこぎがひじょうに活発であるが，El本語のようにまえ舌の丸くち母音がなく，母

音の数がすくなく，そのうえ［tu］がくちびるのまるめをともなわない雷語では，くちびるのう

ごきは非活発で，その意味で日本語はくちびるにおいて怠惰な言語であるということができる。

　くちびるをとじたぼあい，くちびるの内側をふくむ頬の内側は，両三破裂音［P］［b］を発音

するぼあい，とくにその気音のつよい発音において，気圧の上昇によってふくらんで，1：1むろの

なかにふえつづける呼気を吸収する。もし，反対に吸気によって［p］を発音すれぽ，持続部にお

いて頬は口むろの気圧に呼応してすぼまる。

（4）　口蓋帆（軟口蓋，おくうわあご）と口蓋垂

　；コ蓋帆と，その末端にたれさがった部分である口蓋飛は，いうまでもなく鼻むろへの通路を闘

閉する弁としてはたらいて，その下鰍ま声道の三道である口むろ側の内壁を構成し，上倶1は声道

の支道としての鼻むろおよびのどむろの上部の内壁を構成しているQこの可動的なやわらかい緯
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織は2対の筋肉（levator　veli　palatini　m．，　tensor　veli　palatini　m．）セこよって上につりあげられ

るようにしてもちあがり，鼻むろへの通路をせばめ，あるいはとざす。口蓋帆はそのうごきがけ

っして迅速ではないにしても，調音活動において非常に活発にはたらく音声器官であり，その活

発なうごきぶりはX線映画でみると印象的である。X線映画の側面からの観察では，臨むろへの

通路がとざされるぽあいの閉鎖の状態を立体的にしることはできないが，それは京都大学におけ

る高嬌ほかの観察（1962），および東京大学の牛島ほか（1972）の喉頭鏡の観察などによって補

足的にしることができる。また，X線映画の観察によっても口蓋帆ばかりでなく，咽頭後壁の上

部のふくらんだ個所（Passavant’s　padといわれる部分）がわずかであるがうこいているごとが

たしかめられる。

　口蓋帆の運動は，その活発さにもかかわらず，訓練をうけた音声学表以外にはたいへん意識し

にくいもののひとつである。しかもX線映画などのたすけをかりなければ，外部から観察するこ

とがむずかしい。この活動が意識しにくいのは，外から観察できないぽかりでなく，たとえば，

赤ん坊が呼吸をしながら乳房をしゃぶって乳をすうときにもはたらかねぽならないといった，後

天的に学習する行動としてではなく，きわめて本能的な行動において，すでに立派に機能してい

るといったことと関係しているだろう。乳房をしゃぶったまま呼吸をするためには口蓋帆はさが

って鼻むろへの通路はひらいていなけれぽならず，乳をのみこむためには，口蓋帆は喉頭蓋の運

動による喉頭の閉鎖に先だってもちあがり，鼻むろへのミルクの逆流をふせがなけれぽならない

のである。赤ん坊が哺語の段階のはやい時期にnasal　plosionつまり口蓋帆と咽頭後壁とのあい

だの急な開放によって［91jgngη9η……］あるいは［kgkBkDkB……］というリズミカルな発音を

することができることも充分二日してよい。日本の発達心理学者がカタカナで「オックソ」，rオ

ンゴソ」などとしるしているのは，このnasal　plosionの非音声学的な表記である。

　われわれはふだんの鼻からの呼吸のときには口蓋帆をおろしているが，たとえぽ，aというぼ

あいには声帯の振動に一瞬さきんじて口蓋帆をもちあげねぽならない。しかし，この行為はまっ

たくわれわれの意識の外にあるといってよいであろう。のちにくわしくのべることになるが，発

話におけるおおきな休止がくるごとに口蓋帆はさがり，発話に一瞬（約0．1秒）先だってふたた

びもちあがる。また，ちいさな休止のぼあいには，口蓋帆はほぼもちあがったままの姿勢をとっ

ている。

　休止状態と鼻音フォネーム，そしてその他のフォネームの発音では，口蓋帆のうごきはもちろ

んちがっているが，さらにフォネームごとにそのうごきに微妙なちがいがあらわれる。また，X

線映蘭の側面からの観測のみによっては正確にはしりえないのであるが，つとにHeffner（1952）

などが指摘しているとおり，さまざまな音の発音において口蓋帆と咽頭後壁のあいだは完全には

閉鎖せず，音によって，また，おそらくはかなりの程度個人のくせあるいは言語，方言の湯島の

ちがいにもとづいて，種々の音がいろいろな程度に鼻音化しているのである。その鼻音化がそれ

ぞれの音の音色にどの程度の影響をあたえるかは，ぼあいによってちがっているが，口蓋帆と咽

頭後壁とのあいだのすきまがわずかなばあいには，しばしば，できあがる音の音色にめだった影

響をあたえない。そしてわずかなすきまをのこすということが，口むろの内圧をたかめないため
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の積極的な手段としてつかわれているばあいもみいだされる。たとえぽN本語の語頭のrのぼあ

いにそれがみうけられる。口蓋帆と咽頭後壁とのあいだのおなじ程度の通路のひらきが，ことな

る豫に対してはことなる程度の鼻音化の効果をもたらすことは，たとえば鼻音化された母音［i］

と［瓠のあいだでみいだされる。声帯と呼吸筋の綱御の状態をおなじにしながら，a，　iを鼻音化

させて発音したばあい，口蓋帆の状態がおなじであれば，玉の方がよりおおきく鼻音化されたと

いう聴覚的な印象をあたえる。そして，のちにのべるように，フォネ・・’iムごとの口蓋帆の上昇の

程度の微妙なちがいは，あきらかに有意味なもので，そのフォネームの音色の規範性の完成にか

かわるものである。

　また，蒲蓋垂の先端は諸言語において口蓋垂摩擦音［z］，［U］や，口蓋面のふるえ音［R］の

発音に利用されるが，あとでのべるように，この口蓋丞のたれさがりが，下あごの退化と口峡部

の縮小によって分割されないひとつの音響管としてはたらくようになった人類の声道を，途中が

くぼんで分割されたふたつの共鳴室として使用するぼあいの重要な声道内のでっぱりとなってお

り，このことは，この口蓋面の機能として無視しえないものである。つまり，口蓋垂の存在によ

って声道は，おく舌をわずかにもちあげただけでも，容易にまんなかがくぼんだひょうたん型に

なるのである。

（5）舌

　翔むろのなかでたべ物をこねまわし，その味をあじわい，これをのどむろをとおして食道へお

くりこむ役割をしている消化器官としての舌を人類はもっとも大切な音声器官としてたくみに利

用するにいたった。活発，かつ，柔軟に運動するやわらかい弾力的な組織である舌こそe＃　，個々

のフォネームとその連続をつくりあげていくうえで，最大の役割をはたしている音声器宮である。

だからこそしぼしぼ英語tongue，ラテン語iinguaのように舌をあらわす単語が君語をあらわす

のであり，舌の音声器官としての重要性は昔から人々に認識されていたといえる。事実，あるひ

とつの話語のフォネーム全体のうちの，おそらく世界のあらゆる言語において，その言語のもつ

フォネームの総量のうちの圧倒酌な大部分が，主として舌による調音にもとづいて別々のフォネ

ームとして実現されるのであるQ臼木語においてもくちびるの調音によるp，b，　m，　w，声門の

調音によるh以外のすべてのフォネームは，舌が主たる調音器官となってつくりあげられる。成

人男子の舌のながさは国友によると平均7．3cmとあるが，上村のぼあいの休止状態における雷

さきから舌根の下端までのながさをはかると10　cm内外となる。この部分は音響管としての声

道の下側の大部分をしめていて，この音響管の形の変化に非常におおきく関与するQまた声道の

反対側とのあいだに閉鎖やせばめをつくることによって，気流に変化を生じさせてノイズの音源

をつくる。舌はそれ肖身が筋肉からなっていて，第1に，舌それ自身を構成する筋肉（内舌筋）

によって能動的に運動する。内舌筋セこは，まず下顎骨のおとがいの裏側から発して舌に放射状に

分布して舌全体を前方向によせるのに役だっている筋肉があり（genioglossus　m．），さらに上下

二段にわかれて舌を前後の方向にながくはしっている筋肉（lingualis　superior　m．，　lingualis　in－

ferior　m，），左右に舌を横断している筋肉　（lingua｝is　traRsversus　m．），香を霊直方向にはしつ
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ている筋肉（lingualis　verticalis　m．）があって，これらは舌をほそながくしたり，ひらたくみじ

かくしたり，舌さきをとがらぜたり，上にそらせたりするのに役だっている。これら内舌筋のは

たらきは舌さきの調音，まえ舌面の調音などにふかく関与していて，これらの調音をふくむ発話

においてはこれらの筋肉がすばやく活発にはたらくものとみられる。

　第2に舌は，舌を周囲のいくつかの骨にむすびつけている筋肉のはたらきによって形と位置を

変化させる。まず舌と舌骨をむすびつけている筋肉（glossohyoideus　m．）があり，これはとく

に舌面をひきさげることに役だっている。また舌を両脇からつりあげるようにして口蓋にむす

びつけ，脇からかかえあげるように舌面を上にひきあげることに役だっている筋肉（palato－

glossus　m．），舌とうしろ上の頭蓋の突起とをむすんで，舌を両脇からこの方向へひつぼるはたら

きをする筋肉（styloglOSSUS　m．），舌と咽頭の後壁，側壁とをむすびつけて，舌をうしろにひっ

ぱるはたらきをする筋肉（glossopharyngeus　m．）がある。

　第3に，舌は舌骨とむすばれていることによって，舌骨自身の二三の変化，姿勢の変化によっ

てもその位官や形に影響をうける。

　舌骨は甲状軟骨の上，舌のつけ根の部分に位置して，鹿の角の形の刀かけをおもわせるような

ちいさい骨で，ほかの骨とは関節によってむすぼれてはおらず，以下のいくつかの筋肉によって

はなれた骨，軟骨とむすびついており，したがって，あたかもこれら筋肉によって雷隔りにされ

たかっこうになっている。まず，舌骨と下顎骨のおとがいの裏側とのあいだをむすんでいる筋肉

（geniohyoideus　m．）があり，この筋肉が収縮すれぽ香骨が前にひきよせられ，この活動は舌全

体を前よりにうつし，舌面をもりあげ，舌と咽頭後壁とのあいだの距離をひきはなすことに役

だっているものとおもわれる。つぎに舌骨と頭蓋下部の突起とをむすびつけている筋肉（sty10－

hyoideus　m。）があって，これによって舌骨，したがって舌のつけ根の部分は，その方向にひつぽ

りあげられる。さらに舌骨は甲状軟骨および喉頭とは靭帯によってむすびつけられているために，

喉頭および喉頭蓋のうごきに連動しやすく，その連動によって舌全体も若干の影響をうける。舌

骨は甲状軟骨とのあいだをthyreohyoideus　m．によってむすぼれ，胸骨，肩謂骨とのあいだに

も筋肉（sternohyoideus　m．，　omohyoideus　m．）でむすばれている。これらの筋肉の活動によっ

て舌骨は下にひつばられ，したがって舌全体および翁面も下へひつばられる。あるいは反対に，

甲状軟骨，したがって喉頭が上にひつばられるQ

　このようにして舌骨の位鐙と姿勢は，舌骨とむすんでいるこれらの筋肉の緊張の相互関係のあ

り方によってきまり，それにもとづいて舌もその影響をうけるわけである。

　第4に，舌は下あごの運動によって受動的に位置と形をかえる。下あごの運動は両耳のすこし

前にある関節を軸にして，主として上下に上あごとのあいだで開閉運動をするのであるが，この

関節の特性にもとづいて多少とも前後，左右にうごくことができる。こうして下顎骨を運動させ

るためにはたらく諸筋肉の活動によって舌は受動的に位置と形をかえるが，舌の全体あるいはそ

の特定の部分が下あごのうごきにどの程度追従してうごくかは，これまでにあげた舌の鋼御に関

与するいろいろな筋肉の緊張のしかたいかんによってきまる。たとえぽ［1〕の発音をするぼあい

のように舌さきを上の歯ぐきにおしあてておいて，つぎに下あごをひらいたぼあい，舌内筋の活

44



動のしかたいかんによって，舌さきは上の歯ぐきからはなれることもあるし，ついたままでいる

こともできる。あるいは［la］という発音において［1コから［a］に移行するばあい，これを下あ

ごをひらく運動によってのみ実現することもできるし，下あごを圃漉したまま舌内筋を主とする

舌を制御する筋肉のうごきのみによっても，さらにまた，その両方の手段をむすびつけても実現

することができる。［k］におけるおく舌面と軟口蓋の閉鎖から開放にうつる過程においてもほぼ

同様のことがいえる。このようにして舌の位羅と形の制御の方法はかなり複雑であり，個々の言

語における個々のフォネームおよびそのむすびつきの実現のために，否および下あごの運動に関

与するどの筋肉がどの程度活動しているのか，あるいは粗雑な発音と誇張した発音，はやい発音

とゆるやかな発音などのばあいに諸筋肉の関与のしかたがどうことなっているかなど，くわしい

ことはまだしられていない。

　以下の説明においては，舌の先端の部分を「齋さき」，舌の先端付近のくちびるに面した上のへ

りの部分を「延べり」，裏側の部分を「舌うら」，‘休止の状態において硬口蓋に爾している此分を

Fまえ舌」，軟口蓋に醸している部分をヂおく舌」，まえ舌とおく舌の中間付近で口蓋の天井に面

している部分を「なか舌」，休止状態において臼歯とその内側の歯茎および口蓋の斜面に面して

いる両脇の部分を「わき舌」，咽頭後壁に面している部分を「ふかおく舌」，分界溝によって区切

られ主として喉頭蓋の前がわの面に相対している部分をF舌根」とよびわけることにするが，こ

れらは舌根以外は解荊学【｛白な名まえではなく，音声学の便宜のための命名である。

　われわれは舌なめずりと称して，舌でくちびるの外側をなめまわすこともできるし，否を口の

外にながくつきだすことも，全面をU字形におりまげることも，あるいは，舌さきで上くちびる

と上のまえ歯のあいだ，下くちびると下のまえ歯と歯ぐきのあいだにはさまったたべ物を掃除す

ることもできる。あるいは香さきを下の歯ぐきの内側にふかくつっこんだり，上下の火臼歯を掃

除したり，あるいは舌さきをそらして舌うらで軟口蓋のかなりひろい部分をなぜまわすこともで

きる。このように舌のうごきうる範囲はかなりひろいのであるが，言語の音声を発するばあいの

雷のうごきは，筋肉的努力からみれぽ活発ですみやかなものであっても，もっと簡単なかぎられ

た面懸のものである。しかし諸言語のはなし手はそれぞれの君語に固有な音声を耳でききながら，

その音声をつくるのにまさにふさわしい舌のうごきを学駕しなけれぽならない◎これはなにも舌

にかぎったことではなく，すべての音声器官の運動の学糟についてあてはまるが，その学習は母

国語についてはおさないときからながい年月をかけておこなわれて，ついにまったく無意識のう

ちに母国語の音声についてはすみやかな運動がなされるようになるけれども，あたらしい外国語

の音声を成人後に習得するようなばあいには学習は困難をともなう。この困難は舌がうこかない

のではなくて，その言語の音声をつくりだすのにふさわしい舌のうこかし方がわからず，母国語

による香のうこかし方の閲慣にとらわれることからきている。外国語の音声を母国語の音韻的区

別にしたがってききとってしまう，すなわち，母国語にとって大切な音の区別にとって敏感で，

そうでない音の区別には鈍感な，言語音をきくうえでの習慣からなかなか寒寒になれないことに

もよっている。外国語の発音を不得意とする人のいいわけとして「わたしは耳がわるいから」，

「舌がまわらないから」などということがいわれるのは，もちろん，こういうことをさしていて，
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その人の聴覚の機能，養の運動を捌御する機能には別条がない。しかし，一方で音声学的知識に

ささえられた発音の訓練やききとりの早期が，あたらしい音の習得に一般に非常に有効であるこ

とも事実であるし，また，他人の声のまね，外国語の音声のまね，動物のなき声のまねなどにた

いへんすぐれた才能を発揮する人と，そうでない人がいることも事実である。

（6）　咽頭の後壁と側壁および喉頭蓋

　音声器官としての咽頭の後壁と側壁のおもな機能は，呼気の通路としての，また音響管として

の声道の内壁の部分を構成していることである。この部分は首を左右にふることによって，ある

いはあおむいたり，うつむいたりすることによって受動的にその位置と形をかえるが，そのうご

きは言語の音声の意味の区別に役だてられてはいない。咽頭後壁の上の方，口蓋帆の上昇によっ

て接触が生じる部分は，X線映爾の観察によればわずかではあるが口i箆帆の上昇に呼応して，凹

むろへの通路への閉鎖あるいはせぽめをたすけるような前下むきの運動がみられる。側壁の部分

がそのとき左右からうこいているかどうかは，X線映画ではしることはできないが，鼻むろへの

通路の閉鎖には口蓋帆の上昇とともにこの部分の咽頭の側壁の収縮がおこっている。

　口むろへの通路および深おく舌，喉頭蓋に相対する咽頭後壁は比較的不活発な部分で，そのあ

つみ，すなわち脊椎骨と内壁表面とのあいだのあつみは，われわれのX線映爾による観測のかぎ

りでは1～2mm以一ドのわずかな変化しかしめさない。側壁についてはX線映爾からはわからな

いが，glossopharyngeusの筋肉，　stylohyoideusの筋肉の収縮が両側而の多少の距離の接近をま

ねくことは当然ありうる。咽頭の下部はこれにくらべてややうごきのおおきい部分であると塗せ

られる。アラビア語の咽頭摩擦音といわれる音において，咽頭の後壁や側壁にどのような運動が

みられるかは筆考らはしらない。嘱頭後壁の下部は喉頭の上下動にしたがってそのあつみ（骨と

内壁とのあいだの距離）に変化が生じ，喉頭があがるとそのあつみがますのがX線映画から観察

される。

　喉頭蓋は舌根のうしろ，喉頭の上にあってほぼ直立し，咽頭の後壁と梢対して声道の内壁を構

成している。喉頭蓋はのみこみの運動のときに，すばやい下むきのうごきをしめし，喉頭への通

路をとざすけれども，音声器官としては，鶴本語のわれわれの観測例においては能動的なはたら

きをしめさないようであり，観察されるそのうごきは受動的なもののようである。しかしその受

動的なうごきによって咽頭後壁との距離はかなり変化するから，音響管としての声道の形の変化

に参加しているとみなければならない。一般的にいえぽ，まえ舌的な発音においては，舌および

舌骨が前上方に移動するために，その結果，舌根と喉頭蓋の内側とのすきまがひろがると同時に，

喉頭蓋の外側，すなわち咽頭後壁に対している壁と咽頭後壁とのあいだも距離がひろがる。反対

におく舌性のa，oなどの母音を発音するばあいセこは，舌および舌骨はわずかにうしろにひかれ，

舌根と喉頭蓋とのあいだのすきまもきわめてわずかになり，かつ，咽頭後壁と喉頭蓋とのあいだ

の距離もちぢまる。また喉頭の位：置の下降は喉頭蓋金型の位置をひきさげる。

　声道としての閣頭の下部の容積は，第1に，つぎにのべる喉頭の下降とそれにひきずられた雷骨，

喉頭蓋，雷の下降によって変化するし，また反対に喉頭の上昇によっても変化する。第2に，声
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門より上の呼気圧の上昇によってふくらんで容積をます。このふったの変化は比較的明瞭に観察

できるが，このふたつのうごきにより咽頭下部の容積が拡大するばあい，その拡大が声門から上

のとじられた声道における空気のためこみのためのはたらきをになっていることは明瞭である。

たとえぽ両くちびるをとじて［b］をできるだけながく発音しようとすれば，喉頭は下降し，咽頭

の下部の内壁はすくなくとも前方および左右の方向にうこいてこの部分の容積が拡大されること

がたしかめられる。喉頭蓋のある部分と咽頭後壁，側壁とのあいだのせぽめ，あるいは閉鎖の形

成，あるいは喉頭蓋自身の運動による喉頭への通路の閉鎖，さらにまた仮声帯の閉鎖などは，音

声器官として摩擦音・破裂音の音源として利用できる可能性が充分あるが，lil本語の発音におい

ては，これらの方法はほとんど利用されていないとみてよいとおもう。

　ll因頭下部の前方および側方に対するふくらみ方，あるいは縮小のしかたはつぎにのべる喉頭の

上下運動のぼあいのように，音響管としての声道の特挫にある程度の変化をもたらしうるであろ

う。口蓋帆がもちあがって咽頭後壁とのあいだに閉鎖を形づくったとき，口蓋錘のうしろ側と咽

頭後壁のあいだに声道金体からみたときに多少のくぼみができる。このくぼみは，口蓋帆のもち

あがり方の程度によって，多少，位禮と形がかわりうる。また，否根の一番下の部分と喉頭蓋と

のあいだにもくぼみがあって，このくぼみの容積は舌全体が前にひきよせられたばあいにはおお

きくなるし，反対に舌全体がうしろによったときにちいさくなる。これらふたつのくぼみが音響

管としての声道の特性にどの程度影響を与えるか筆者らにはわからない。さらに咽頭の澗側壁の

一番下の部分と，喉頭蓋の下部と被裂軟骨のあいだをおおっているひだ（plica　aryepiglottica鍵

裂喉頭蓋ヒダ）とのあいだにも1対のくぼみ（recessus　piriformis昏夢こ陥陞1）があり，このくぼ

みは筆蒋らのX線爆睡フィルムにははっきりうつらないが，このくぼみは喉頭そのものの位羅

あるいは喉頭のkの気麗などの条件に応じて，ある程度そのおおきさがかわるのではないかと推

察される。G．　Fant（1960）は，声道の音響管としての特性を考慮するばあいに，このくぼみを

考慮しているけれども，この容積の変化については考慮していない。さらにこのくぼみの周辺を

ふくめて額頭の下都と喉頭腔とは喉頭の位概，舌および舌骨の状態とかかわった喉頭蓋のずれと

傾斜のしかた，声帯の回忌とその緊張のしかた，声門の上の気圧の条件によっ｝ζかなりその形と

状態を変化させて，音響管としての声道の特性に彫響をおよぼしているのではないかとおもわれ

る。

（7）喉　　　頭

　喉頭はその位践を主として上下方向にかなりおおきく変化させることから，音響管としての声

道をながめたりみじかめだりするという点で，声道の音響管としての特性に無視しえない影響を

あたえる。喉頭がその位麗をもっとも上昇させるのはのみこみ運動のさいにもちあがって（第6

図），うしろにおおきくかたむいてきた喉頭蓋とあわさるときとみられるが，音声をつくりだす

ぼあいにもこの位置にちかく喉頭をあげたままで発音することができる。そのばあいの最大の上

昇の程度は筆者らのX線による観察では，休止状態における位澱よりも2　cma程度である。また

喉頭が最大限に下降するぼあいには，その下降の程度は休正状態の位羅から3cm強程度であ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　休止のときの声帯の位：趾

第6図　のみこみ運動のときの声道（資料番号3－18－617）　（8，1／10）

v／’

第7図　喉頭をおおきくひきさげたときの声道（資料番号4－15－36）（7．1／10）
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る（第7図）。したがって，喉頭がどこに位置するかによって声道のながさは，約5cm以上のお

おきなちがいが生じるということになる。さきにくちびるの項でのべたように，くちびるのあり

方によって，声道のながさは1。5cm内外ちがうから，これをくわえれば声道は6．5cmもその

ながさをかえて，音響管としての特性におおきな影響をあたえるものとみなけれぽならない。さ

らに頭全体を上むきかげんにして首をちじめるような姿勢で発声をおこなったばあい声道のなが

さはもっともちじまる。男のラジオの声優が子供の声をつくるときに，このような姿勢で発声す

るのをみることができる。これらの方法による声道の伸張と短縮は，会話および歌においていろ

いろに利用されているが，それぞれの民族の伝統的な歌心法におけるこうした声道の特徴的なつ

かい方を研究するのは興味ある課題であろう。

　また，一一i般に喉頭が緊張しないよわい呼気で発するあいまいな音色の試論のばあいには，喉頭

は休止状態にちかい位澱にあり，よりはつきりした音色をもった，きこえのおおきい母音を発音

するばあいセこは，母音によって一様でないがそれより上昇することがおおい。さらにまえ舌母音

を発音するぼあいには，この上昇がおく舌母音よりもおおきめになるという傾向がある。一方，

おなじ母音をひくいピッチで発音するぼあいよりも，たかいピッチで発音するばあいに喉頭を上

昇させる傾向をもつ人がおおいことがしられている。しかしながら故意に喉頭をさげながらまえ

舌母音をふくむさまざまな母音を発音したり，たかいピッチの母音を発音することも事実上可能

であって，喉頭の意識的なあげさげによって母音の音色を意識的にかえることが可能である。喉

頭の上下運動が，日常的な書語において表現的な特徴をつくりだすためばかりでなく，フォネー

ムの音韻的な特徴をきわだたせるために，諸言語によってどのくらいもちいられているかはあま

りあきらかにされていないが，これには言語によるちがいが介在しているであろう。これについ

てはのちにさらに観察する。

　さらに1甲状軟骨はその下側の両端の突起が輪状軟骨の外側に関節的に接合している関係で，輪

状軟骨に対する角度を変化させることができる。一般に裏声を発するぼあいには甲状軟骨は前に

かたむくQそのとき結果としてモルが一二室と，その上の空間は容積をおおきくすると考えられ

る。裏声を発するぼあいには，声帯を長くひきのばしてその靭帯の部分を振動させるという必要

から，このような甲状軟骨の前傾姿勢がとられるのであるが，一方，このような前傾姿勢をとっ

たまま地声をだすことも可能である。このときの地声はふつうのぼあいの地声とはあきらかに音

色がちがっていて，いわゆる中声といわれているものはこの発声法をさすものかもしれない。な

お，これらの3者はささやき声で発音したぼあいにもはっきりと音色をことにする。これらの発

声法のちがいをあきらかにするには，さらに喉頭鏡その他によって観察する必要があるであろう。

さらにまた，千葉，梶1⊥iのいうsoft　voiceとsharp　voiceにおける喉頭の制御，はり母音とゆる

み燈油における喉頭の制御についてはのちにのべることにする。

2．3　休止状態にある声道

　ここでいう休止状態とは発話の活動をしておらず，また，その準備段階にもはいっていないぼ
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あいの，人かKをさましていて，しかも，またたべ物やのみ物をとることもなく，ふつうに呼吸

している時の状態をさす。このとき，一般にくちびるはかるくとじあわされていて上下の前歯は

かみあわされておらず，両前歯の先端はわずかにかさなりあうか，あるいはわずかにはなれている。

舌は緊張しておらず下の歯列の内側にしずかにおさまっており，舌さきはかすかに門歯の裏側に

ふれていて，病むうにむかった舌面はなだらかなスロープをえがいて，口蓋垂がたれさがったあ

たりのやや前の部分がなだらかな山の頂上となる。舌全体がこのような形をしているのはくちび

るをとじ，下あごを積極的にひらいていないばあいの緊張していない舌の自然の姿である。

　かぜなどで鼻がつまっている人のぼあいとか，鼻になにかの障害があって補助的に口を通じて

呼吸する必要のある人のばあいには，下あごはわずかにひらきぎみになるとともに，両くちびる

もゆるんだまま，あわされていない。いわゆるそっ歯やでっ歯の人のぼあいにも，くちびるをと

じあわせることがそうでない人とくらべてくちびるに筋肉的努力を要するから，しぼしばくちび

るは完全にはあわされずに，外から前歯がみえている。休IL状態にあるとき，ことに人まえでく

ちびるをとじているべきか，あるいはくちびるをあけていてもかまわないかは，民族によって，

あるいは都会と地方によって，社会的な規範に差があるかもしれないQ喉頭は，喉頭のたかさの

制御に関与する筋肉も緊張しておらず，喉頭はその上下運動が可能な上限の位置と下限の位置の

ほぼ中心ちかくに位置している。声門は比較的おおきくひらいていて，声帯は緊張していない。

主として横隔膜の収縮と弛緩にもとつく正常な呼吸活動がおこなわれていて，空気はひらいた声

門のあいだを移動するが，そのとき，ふつうにはききとれるほどの摩擦音は生じていない。　「ポ

カンと口をあける」ということぽがあるように，いわゆる放心状態のときには目がどこをみると

もなくみひらいていると同時に，下あごをかみあわせる筋肉はさらにゆるんでいて，そのために

下あごのひらきがややおおきくなるとともに，混くちびるも受動的にひらいている。　「口もとが

ひきしまっている」とか，　F口を真一文字にむすぶ」とかいう表現があるように，なにかに真剣

にとりくもうとしているぼあいには，一般にくちびるは多少緊張してややつよくとじあわされ，

厨もいわゆる真剣な潔つぎになる。呼吸の状態にも微妙な変化がおき，一一瞬，呼気の流出をおさ

えるような状態があらわれたりする。こういうときには舌面はわずかにもちあがるようにおもわ

れる。人によっては舌なめずりしたり，拳をにぎりしめたり，たちあがってあるきまわったり，

どこかをにらみつけたりするだろう。このような休止状態においては，たとえぽ第8図でみられ

るように，ロ蓋帆が最大限に下擁していて，環蓋垂はおく舌面上にのっており，咽頭後壁と口蓋帆

の裏側のあいだはひろくあいている。一方，くちむろはのどむうに対して，とざされたあるいは

わずかなすきまをもった袋小路のようになっている。舌根と咽頭後壁とのあいだもかなりあいて

いるが，休止の状態にある喉頭蓋かうしろにかたむいていて，正中線上では咽頭後壁とのあいだ

でこの部分でせまくなっている。喉頭腔は喉頭のおおくの筋肉が弛緩していることによって，ま

た，声門が上昇していないためにわりあいひろい。休止状態の声道についてとくに注意すべきこ

とは，この状態がたとえば日本語のmaを発するときのmの持続部における声道などとはかな

りちがった状態であることである。声道をこのような休止状態にしたまま緊張させず，よわい呼

気で［m］’を発音することもできるが，このときの［m〕の音色，そしてそのときの声道の状態は
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第8図　休止状態にある声道（資料番号1－1一・（一108））　（9・0／10）

第9図　なが母音a：にさぎだっmの持続部における声道（資料番号i－8－65）　（9、3／10）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5エ



くちびるのとじ方においても，舌の位置においても，軟口蓋のさがり方においても，喉頭のもち

あがり方においても，声帯の緊張度においても，呼吸筋の制御においても規範的に発音された臼

本語のマ行のmのどのアロフォンのどれともちがっている（第9図参照）。

2．4　発話の準備の状態にある声道

　発話をおこなおうとするとき，音声器官は全体として準備の状態にはいる。この姿勢はいつで

も発話が可能であるという態勢をととのえるぼあいのもので，まず喉頭がわずかに上昇して声帯

はいくらか緊張し，すぐに声帯を適当な音量とピッチで振動させられるような準備がおこなおれ

ているQ喉頭鏡による観察でたしかめてみる必要があるが，このときの喉頭および声帯のかまえ

は内省によれぽあきらかに正常な呼吸のときのそれとちがっている。同時にしぼしば舌面はやや

もちあがり種々の母音，子音の調音が可能であるような位置に位置を修正される。このとき休止

状態でかるくとじられていた両くちびるが，やや緊張してわずかにひらかれることもあるが，こ

れもくちびるの調音にそなえてのくちびるの準備体制であろうQ呼吸筋の状態もちがってくる。

さしあたりの発話に必要な空気が肺臓に用意されていないぼあいには，急速な肺臓への空気のと

りいれがおこなわれるが，このばあいには，筆者らの推測ではふつう外肋間筋の収縮がおこるの

ではないかとおもわれる。そして呼吸時におけるような呼気の自然の流出は抑圧されて，呼吸は

一瞬停止したかのような様絹を呈する。そして最後に発話のはじめにくるいくつかのフォネーム

のための調音器官の位置の擬御がはじまるのだが，この段階で，口蓋帆はつりあげられて鼻むろ

への通路はとざされていく。鼻むろへの通路がどの程度とざされるか，ある程度のすきまがたも

たれるかは発話の最初の単語の最：初のフォネームによってほぼきまる。

　ひとつづきの発話の途中にごくみじかい休止がくるぼあい1こは，声道は全体としてこの発話の

ための準備の状態にあって，口蓋帆はあがったままでたもたれるが，つぎの発話までにわずかで

も時間の余裕があれば，口蓋帆は休止状態のときのように下降してしまう◎もっとながい休止が

くるばあいには，さらに，そこですみやかな息つぎがおこなわれるし，さらに，一息いれるとい

ったようなながい休止であれぽ，音声器宮全体はいったん前にのべたような休止状態にもどる。

2．5　調音的な観点からみた申立的な母音の露道

　休止状態にもっともちかい状態の声道によって発音された母音で，かつ，母音としての音色の

特性にもっともとぼしいとみられる母音を，ここで「調音的に中立的な母音」と名づけよう。そ

の母音は国際音声記号では〔e］でしるされる種類の母音であるが，ここでのその母音はもっとも

すくない調音的な努力によって発することができる母音でなけれぽならない。休止状態では，く

ちびるがとじられていれぽ鼻音は発音できても母音は発音できないから，くちびるはわずかでも

ひらいていなけれぽこの母音を発音することができない。しかも最小の努力によって発音できる

母音は，くちびる，舌などの制御にかかわる筋肉をできるだけ緊張させることなくつくられねば
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ならない。調音的に中立的なこのような声道をつくるための最小の努力の第1は休止状態におけ

る下あごを上あごにちかづけて，くちびるをとじている努力を放棄することである。下あごをひ

きあげておくための筋肉の緊張をとくことによって，この努力を放棄する結果，われわれはポカ

ソと口をあけることになる。しかし，そのときの下あごのひらきおよびくちびるのひらきはそう

おおきくはない。このときの状態を「弛緩したくちびるおよび下あごの状態」と名づけよう。努

力の第2は鼻音あるいは鼻音化した母音ではなく，母音を発音するために口蓋帆を上昇させるこ

とである。口蓋帆の上昇の程度を意識することはむずかしいが，弛緩した下あごおよびくちびる

の状態で，よわく［e］を発音しながら指先でふたつの鼻孔をふさいだりはなしたりしてみるとよ

い。このときの音色の変化がいちじるしければ，まだ鼻音化した［O］を発音しているわけである

が，このときの音色にほとんど差がなくきわめてわずかな差をみとめる程度であれば，口蓋帆はか

なり上昇しているとみてよい。そしてこのぼあい鼻音化を完全にふせぐ必要はない。というのは

このように他の音声器官全体を弛緩した状態におきながら，鼻むろへの通路を完全にふさぐ筋肉

的努力をおこなって，鼻音化を完全にふせぐことには困難をともなうからである。つぎはこのよ

うな状態の声道によって母音をつくりだすための，喉頭および呼吸筋の最小の努力による制御を

おこなわなけれぽならない。喉頭を上昇させたり下降させたりしないで，呼吸時におけるよりも

おおめに息をすいこんで，これを横隔膜を主とする呼吸筋の呼吸時におけるとおなじ弛緩によっ

て生じる呼気のみを使用して，声帯筋を緊張させることなく，できるだけ楽に声帯を振動させる。

このとき，息をおおめにすいこむのは，自然の呼吸時における呼気だけでは，このような弛緩

した声帯をあまりにもみじかい時間（1，2秒程度），しかも，よわくしか振動させえないからであ

る。このようにしてうまれる声はきこえもおおきくはなく，ピッチも自然の会話におけるよりも

ずっとひくい。そして，空気が肺臓にかなりためられているあいだは，呼気流が声帯を振動させ

るにはややつよいので，声は息まじりになり，つぎに正常な振動の状態がつづき，空気の流出に

よって呼気圧がよわくなると，声帯の振動はよわまってついですぐにやんでしまう。やんだあと

ささやき声ににたかすかな摩擦音がきこえてくる。このような方法によりながら，もし声帯筋を

わずかでも緊張させると，きこえがややおおきくなり声が発せられる三三がややながくなる。喉

頭のこのような状態による発声法は以前に千葉・梶山（1941）がsoft　voicingと名づけたもので

あり，そのうちでももっとも喉頭の緊張のすくないものである。このようにして発せられた母音

はr最小の調音的な努力による中立的な母音」と名づけてよいであろう。筆者らの発声ではこの

ときのピッチ周波数は100　Hz程度かそれ以下である。こういう声は，ひとりごととして発せら

れることがあるし，睡眠中かるくうなされて発するぼあいもある。このような状態で発せられる

母音は［e］の変種に属するといえるが，下あごのひらきがおおきくないばあいは，［e］としては

いくらか「せまく，くらい」音色となり，もし，くちびるをとじ，口蓋帆を下降させたままこう

いう発声をおこなえば，それは「最：小の調音的な努力による鼻音」といえる。このような喉頭が

弛緩した状態で発話がおこなわれることは実際上ほとんどない。ピッチがひくすぎるし，声がち

いさすぎるからである。これをふつうの会話における声にちかづけるためには，喉頭および呼吸

筋の制御のしかたが土語によってことなっているけれども，これを実際の言語のときにおけるよ
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うに修正せねぽならない。そのためには声道の状態はさきの記述のままにしておいて，第！に，

呼気の流出を自然の呼気のさいにおけるような呼吸筋の弛緩にまかせることなく，これをコント

P一一ルすること，第2に，会諏こ適当なピッチと音：量をえるために，声帯筋を適度に緊張させる

ことである。この声帯筋の緊張のために，喉頭の位置および声門の位置はふつうわずかに上昇す

る。もし甲状軟骨の突起（のどぼとけ）のやや上に指をあててこのように声を発声してみると，

喉頭のわずかな上昇を指で感じとることができる。X線映画でみると，声門の上昇と同時に喉頭

蓋のっけねの三三軟骨の先端に枳対する部分が後退して，あたかも，うしろにかたむいた円錐形

のようにうつっている喉頭腔がその円錐の上の方の部分を中心にして，容積が縮小するという特

徴的なうごきが観察される。このうごきとそれにもとつく喉頭腔の縮小は，よわまっていないお

おくの母音を適当な音量で規範的に発音するときにみられるもので，この運動にもとづいた声道

のこの部分の変化は重要なものであるとみられる。このときの喉頭の状態はのちにくわしく観察

するが，休止状態にあるときの喉頭，　「最小の調音的な努力による中立的な母音」のさいの喉頭

腔のひろがった状態とはかなりいちじるしくちがっている。喉頭腔の縮小の程度は，はり母音と

ゆるみ母音においてもあきらかにちがう。そして，はり母音のばあいの喉頭腔の制御法は，千葉

・梶山のordinary　voicingないしsharp　voicingに相当する。このようにして発せられた母音

は「調音的な観点からみて中立的な雷語的な母音」と名づけてよいであろう。この母音も「最小

の調音的な努力による中立的な母音」と同様に［e］で，あるいはときに［A］であらわされる母

音の一変種とみてよいだろう。ただし，このような母音を発音するばあいには，調音器官全体の

緊張をぬこうとすると，口蓋帆も下降して鼻母音［9］となることがおおい。しかし，［5］と［e］

は音色のうえで区別することができるものの，その音色のちがいはわずかであるQ実際，諸斎語

に［O］があらわれるぼあいには，その母音はいろいろな程度に鼻むろへの通路が開いたまま発音

されているであろう。

　調音的な観点からみて中立的な書語的な母音［e］の声道の形の特徴は，音響管としてみるとか

なり複雑な形をしている。第1に，旧くちびると上下の前歯のあいだで形づくっているせばめが

あり，そのうしろには口蓋のドームと舌面のあいだでできている天井のややたかいむうがあり，

さらにそのうしろに，わずかにもりあがったおく舌面とP蓋垂の下のへりとのあいだ，すなわち

口峡部でできているせばめがあり，そのうしろにふかおく舌と咽頭後壁のあいだでできているm

むろの空間よりせまいひろがりがある。さらに，その下に休止状態におけるよりも，下あごのわ

ずかなひらきによって受動的にわずかに後退した喉頭蓋と咽頭後壁のあいだに第3のせばめがで

きている。そしてこれらみっつのせぽめの幅は，下あごのひらきかたによって受動的に多少かわ

るし，第2のせばめは口蓋帆の上昇の程度によって変化する。この母音はsharp　voicingによっ

て充分おおきなきこえをもたせて発音したばあいには［e］としるすのは慣用に反するけれども，

大体において［e］でしるされうる音色をもっている。そして下あご，そしてそれに追従している

くちびるのひらきがちいさければ，やや「せまく，くらい」音色になり，くちびる，舌などを緊

張させないで，そのうごきを下あごのうごきに追従させながら，下あごのひらくひらきをわずか

つつおおきくすると，それなりに声道の形は変化して音色がすこしつつ変化していく。
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　また，喉頭をやや上昇させて緊張させて発したばあいの方が，喉頭の緊張をのぞいて発するぼ

あいより，下あごの開閉の度合に応じた音色の変化がおおきく感じられる。われわれがもってい

るX線映画資料のなかには，このように，くちびると舌の緊張をほぼ完全にとりのぞいて，下あ

ごの開放のみによって母音を発音したばあいのものは残念ながらふくまれていないので，そうい

うトレース図をあげることができない。しかし，このX線映爾資料のなかから，その状態により

ちかいものをしいてさがせぽ，この映画の第4部に収録されている資料番号駈11（声道をneutral

にちかい位羅，姿勢からあおむき，ついでうつむき，つぎにneutralな位置へもどったのち，頭を

水平方向に180度圓転させ，最後に頭をもとのneutralな位概，姿勢にもどす運動）のはじめの

準備状態から数十フレーム経過するまでの区闘をあげることができよう。このえらんだ区問では，

ほぼ閉じた状態にあった下あごがある程度のおおきさまでゆるやかにひらいていくが，この数十

フレームのなかから下あごのひらきの差がほぼ等間隔になるように数個のフレームをえらびトレ

ースし，上あごの部分を基準としてかさねあわせたものが第10図である。この図のなかのヱのト

レース図の資料番陽がマイナスになっているが，これはすべてのフレームにとおし番号をつける

ために発話の直前に用意した起点フレームからその数だけ逆方向に位置していることをしめして

いる。このひとつのフレームでは声が発せられていないが，この図の他のものはここにのべたよ

うな「調音的な観点からみて中立的な言語的な母音」［e］をよわく発しているばあいのトレース

図であり，この発音においては喉頭はわずかしか緊張しておらず，その発声法は千葉・梶山の用

語でいうsoft　voicingである。
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2．6　頭の位置と声道

　二本足でたってあるくにいたった人閥にとって，直立したぼあいの，発達した大脳をふくむ頭

全体をもみとも楽にささえる方法は，頭を前後にも左右にもかたむけることもなく，あるいは首

を左右にまげることなく，まっすぐだもっことである。しかし，このような姿勢を人類がとるに

いたったことによって音声器官としての声道は，四本足であるき，首を前につきだしている動物

などにくらべおおきく湾曲した形をとることになった。したがって「最小の調音的な努力による

中立的な母音」のための声道，あるいは「調音的にみた中立的な転語的な母音の声道」は，頭蓋

がそのような位置をとっているぽあいをかんがえるのが当然である。そこでこれをかりに「自然

な頭の位置」と名づけておこう。またこれまでの伝統的な音声学においても，調音器官の位置や

運動の説明，母音を発するときの舌の「最高点」の説明などにおいて，やはりこのことは当然の

前提とされていた。しかし，いったいこのように「自然な頭の位置」にしたぼあいの声道が音響

管としての声道として母音を発するぼあいにもつとも適したものであろうか。あるいは頭の姿勢

をかえることによって，声道の音響管としての特微に変化がおこるのであろうか。頭だけをうご

かしておおきくあおむいたり，うつむいたり，右をむいたり，左をむいたり，あるいは左右に首

をかたむけたりしながら，いろいろな母音を発音してみると音色がかなりの変化することがわか

る。そしてややくわしく観察すると，その音色の変化のしかたは母音によってことなっていると

いうことがわかってくる。たとえぽ，資本語のaを発音しながら，おおきくあおむいたり，うつ

むいたりすると，音色がかわるばかりでなくひびきがわるくなる。すなわち声がややちいさくな

るとともにこの母音の音色の感覚に感ずるうつくしさがそこなわれるのだか，上村がピッチ周波

数1ユ5Hz程度のたかさで，濤本語の母音を発音したとき，わずかにあおむきかげんに首をうし

ろにかたむけたばあいは，かえってひびきがよくなりきこえが増大するとともに，この母音の音

色はいくらかおく舌的な色あいをおびてくる◎ところが反対に母音eのばあいにはこの位置では

ひびきがわるくなり，反対tcわずかにうつむきかげんにしたばあいに，わずかな音色の変化とと

もにひびきがおおきくなることが観察される。一方母音iのぼあいには，わずかにあおむいても，

わずかにうつむいてもひびきがわるくなってしまう。母音Uのぼあいにも，わずかにうつむきか

げんのときの方がeとおなじく声を増大させるQ母音。のばあいには，aとおなじく，わずかに

あおむきかげんのときにいくらかきこえをおおきくする。このような音色の変化は，頭のむきの

変化が声道の湾曲の程度を変化させながら，声道の形，おそらくは声道全体のながさとせぽめの

位置との相互関係に変化をあたえるためと考えられると同時に，あおむきかげんにしたときは喉

頭が受動的にひきあげられ，声道の咽頭の下部と喉頭腔付近の形が変化すること，あるいは声帯

自身の制御に影響があって，その振動様式になにかの変化がくわわるかもしれないことも考慮に

いれなけれぽならないであろう。そして，また上村のぼあい，わずかにあおむき，あるいはう

つむきにして，きこえのおおきな「すんだ」音色を，自然の頭の位’置におけるとおなじようにだ

そうとするならぽ，それぞれの母音に固有な舌によってつくられるせばめの位置をわずかに前後
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にずらせれば，このEl的は達成される。このような頭の位1置の変化によって生ずる音色の変化は，

聴覚的には無視しえないものであるけれども，言語的にはさほど有意味なものとはおもわれない。

しかし発話の壌的に応じた声道の使用という観点からみれぽ，あるいは表現的な特徴の実現とい

う観点からみれば無視しえないものをふくんでいる。われわれはとおくの人にむかって大声でよ

びかけるときに，ややあおむきかげんに頭を位難させて声のきこえのおおきさを増大させる。歌

をうたうぼあいには，このことはもっと大切になる。オペラ歌手が舞台でわずかにあおむきかげ

んの姿勢でうたうのを私達はみる。このぼあい，歌手はみずからの頭の姿勢に応じて，ひびきの

よい愚音をうるために，舌によるせぽめの位羅を修正しているものと考えられる。あるいは，歌

謡曲の歌手が首を前後または左右にふりながらうたうとき，これによって生じる声道あるいは喉

頭の変化が音色にリズムカルな変化をあたえるという効果が計算されている。

　胴体と頭との関係をかえないで，上半身を前後あるいは左右にかたむけて母音を発声したぼあ

いには，上にのべたような音色の微妙な変化はおこらない。ただし，あおむけあるいはうつぶせ

にねて発話をおこなうぼあいセこは，軟口蓋や舌にはたらく重力の方向が変化して，声道にわずか

ながら変化をあたえるのではないかとおもわれるが，母音の音色には首をかたむけたばあいほど

のちがいはあらわれないQ

2．7音響的な観点からみた中立的な母音の声道

　消化器官と呼吸器官とを音声器官として利用し，発展させた人類の進化の特殊性にもとづいて，

人闘の声道はきわめて特殊な形をもつにいたったといえる。したがって上にみたように．「調音的

観点からみた中立的な母音の声道」というものは，いくつものせぽめがあったりくぼみをもった

りするなど，特殊な複雑な形をもっていて，音響管としてみたばあいけっして単純な形であると

はいえない。しかも，その声道の形を変化させるさまざまな手段が用意されていて，その組あわ

せは多岐にわたっているが，一方では，その形，おおきさの制御は声道内壁を構成する音声器富

のそれぞれの特殊性に依存して，きわめてかぎられた範囲でしかおこなうことができない。した

がって「調音的観点からみた中立的な傍音の声道」というものは，人閥の音声器官の生理学的，

解割学的な特性にもとってい規定されるものであって音響学的に規定されるものではない。ここ

では「音響約な観点からみた中立的な母音の声道」というものを，音響管としてもっとも単純な

形をした声道というように規定しよう。声道のもっとも単純な模型としてかんがえられるものは，

一・一一一 F方がとじて一方がひらいた円筒であるQこのような音響管は円筒とおなじながさの波長をもつ

音および振動数がその奇数倍の倍音に共振する特微をもつ。そして，かりにその音響管のなが

さが人聞の声道のながさとほぼひとしい17．O　cmであれぽ，この音響管は500　Hz，1500　Hz，

2500Hz，3500　Hz……の周波数に共振するという特徴をもつことになる。人間の声道はこのよ

うなまっすぐなものではなく，湾晒していてしかもあっちこっちにふさぐことのできないくぼみ

をもつのであるが，この声道を自然な頭の位1綬によってできる湾曲をいたしかたのないものとし

て，声道の各部分の断面積ができるだけひとしくなるように，できるかぎり制御するとすれば，
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そうしてできあがったものが「音響約にみてもっとも中立的な人間の声道」ということになるで

あろう。このような声道は前にのべた「調音的観点からみた中立的な母音の声道」とは相当にこ

となるものであって，こういう形に人間の声道を近似させようとすれぽ，くちびる，下あご，毒

4　KHz
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第ll図　音響的にもっとも中：立的とおもわれる声道によって発者されたi：oeト1の音声スペ

　　　クトル直視装置による記録写真およびソナグラム
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などの特殊な制御を必要とする。すなわち，のどむうと口むろの断獄積がほぼおなじになるよう

に，また，休止状態にあっては，せばめを形づくっていた泣くちびると上下の前歯のあいだ，お

よび口蓋垂と奥雷とのあいだの断面積を，他の部分とおなじようにひろげなけれぽならない。こ

のためには軟口蓋をもちあげ，下あごをかなりひらくとともに舌全体をやや前にうつし，かつ，口

蓋のえがくドーム状のくぼみにあたかも平行するように，舌のまえ舌面，なか舌面をたかめてや

らなければならない。そして，そのような結果としてえられる母音はしばしば説明されるような

睡］であるよりはむしろ［oe卜］（Fは舌がわずかに冷しろよりになる意）と国際音声記号でかきあ

らわされる音色の母音である。［呵の声道では声道の出Uのくちびるの部分が上下の歯のつくる

せばめよりもひろくなるために，声道の出口の部分がひろがって円筒形ではなくなるし，そのス

ペクトルもことなったものになる。この声道についてもわれわれは残念ながらX線映薩資料をも

たない。第1エ図は基音の波長を音響管のながさの4倍にして，すなわち基音の周波数を125Hz

にして，できるだけ第1，第2，第3，第4フォルマントが上にあげた数値にちかづくように発

音したぼあいの，国語研究所が所有するサウンドスペクトル直視装概による記録図であるQこの

ような母音は諸言語の母音の体系からいえば，むしろ特殊な母音といえるものであり，かつ，こ

の母音のために制御された声道の形は，諸言語におけるさまざまな母音のための声道のさまざま

な制御のしかたを記述し分類する基礎，あるいは母音の分類そのものの基準に適するものではな

い。このようなR的にそうものは，むしろ，前にのべた「休止状態における声道」，「準備状態に

おける声道」あるいは「調音的観点からみた中立的な母音」のなかからえらぶべきである。

2。8　声のピッチ周波数と声道

　おおきな胴をもった管楽器が，低音の演奏に適するように，原則的にはひろくてながい声道は

ひくめの音をよりょく共振させるし，せまくてみじかい声道はその反対となる。

　男，女，子供のそれぞれの音色のちがい，さらに体格による声のちがいは梅田，寺西らの研究

（1966）であきらかなように，声帯の発達と声道の発達の2者の組合せの結果である。おなじ個

人におけるくちびる，喉頭などの棚御にもとつく声道のながさの制御によって，個人は声道の音響

管としての特性，したがって母音の音色に変化をあたえうる。と同時に，特定のおおきさ，特定

の形の声道は特定のピッチ周波数，したがって特定の倍音構造の音に対して，より効果的な共鳴

の特性を発揮する。原期的にいえぽ，ピッチ周波数がひくく，したがって倍音の数がおおい音の

方が，ピッチ周波数がたかく，したがって倍音の数がすくない音よりも声道の形のこまかな変化

に対して追従するといえる。これはソプラノ歌手の非常にたかい声の発声において，償音の数が

極端にへることから雄図の音色の区別が不明瞭になることによってあきらかである。ピッチ周波

数が燈音の相互の識牙llにもつとも重要な第！および第2フォルマントのうち，第1フォルマント

のそれをもこえたばあいにこのことがおこる。このときの［o］，［u］は出然［a］と識別しにく

くなる。第2フォルマントの周波数が人境の発しうる最高のピッチ周波数をうわまわっているま

え舌母音〔e］［i］などは，非常にたかい声の発声においても［a］と比較的区別しやすいのだが，
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それでもβ常の会話の音声におけるそれらの母音の音声スペクトルとは相当にことなる音に変形

されているといわなけれぽならない。また，ピッチを急速にかえながらおなじ母音を上昇調ある

いは下降調に発音したぼあい，きこえのおおきさと音色とをおなじにたもつことが困難で，こま

かなむらができるのは声帯筋の制御，呼吸筋の制御だけに原因があるのではなくて，声道の音響

管的特性と基音および倍音の位置とのこまかな一致不一致をおこすことにも原践がもとめられ

るだろう。したがってまた，こうしたことから，一般的には，しずかな環境のもとではピッチの

ひくい男の声の方が，ピッチのたかい女の声よりも惰報量がゆたかであり，反対に，一般的には

おおくのひくい成分を主とする騒音の環境下では，その騒音からうきたっために女の声の方が騒

音から識別しやすいといえるだろうか。

　しかしながら言語的な諸単位を構成する男女の，そして個々人のそのときそのときの発話の音

声が音声的にたがいに非常にことなっているにもかかわらず，それが音韻論的におなじものと知

覚されているという事実がなぜおこるかということについては，ちがったレベルでの解釈を必要

とする。Boudouin　de　Courtenay以来，音韻論が，書語的単位を構成する音声の単位が音声の生

理学的，音響学的，聴覚心理学的な分類単位とはかならずしも一致しないという事実の発見を契

機に成立した以上，このことは当然である。これについては別に考察しなけれぽならない。

　なお，ながい母音をつづけて発したぼあい，心臓の鼓動が声にわずかな変化をあたえてたかさ

とおおきさが変化することが観察される。この変化は，声帯筋の緊張の程度がよわいきこえのち

いさいぼあいによく観察され，声は鼓動のリズムに同期して変化する。摩擦音の［s］あるいは口

箔のばあいにもこの変化がみられることから，心臓の鼓動が肺臓の容積したがって呼気流に変化

をあたえるためにおこるものだと推測される。喉顕と咽頭の下部のちかくをはしる頸動脈の脈動

が，声帯の状態もしくは喉頭腔，咽頭下部になんらかのわずかな影響をあたえて，この声の変化

のいまひとつの原因をつくっているかどうか，いまのところわからない。
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第3章

声道による母音の調音の可能性
一D．Jonesの基本母音についての検討

1　D．Jonesの基本母音の実用性とその問題点

　伝統的な音声学において，母音はくちびるの形と舌の最高点とにもとづいて分類されてきた。

そしてこの分類は，雷語の教育，書語学者による欝語，方雷の研究音声学の教室における発音

の訓練などにおいてひろく利用されてきたし，現代でも利用されている。そしてこの否定できな

い事実はこの分類法がたかい実用性をもつと同時に，かなりの程度に真実性をもっているという

ことの反映としてうけとらざるをえない。そしてこのことを裏書きするものが，いわゆる看の最

高点にもとつく母音多角形と，母音の第1フォルマント，第2フォルマントの相互関係にもとづ

いてえがかれる母音多角形とのいちじるしい類似である。たとえばG．Fant（1960）は1・シア語

の母音について，X線写真による舌の最高点のえがく母音多角形と，第1，第2フォルマントの

それとを比較した國（第12図）をかかげている。上村の発音によるそれぞれ単独で規範的に発音

された日本語のいつつの母音について，おなじような多角形をかいてみると第13図のようになる。

　またD．Jonesが自身で発音した基本舟音［i］，［a］，［a］，［u］の4個口愚音のX線写真から

四角形をつくり，かつ，かれの8個の基本母音のレコードの音声から，第1，第2フォルマント

の相互関係にもとつく多角形をつくってくらべると第14，15図のとおりである。

　これらの図の比較からみて，自然な頭の位：麗における舌の最高点にもとつく分類が，ある種の

合理性と実用性をもつことがあきらかである。しかしながら一方で，舌の最高点による指示がい

ろいろな点で不充分なあるいはあやまったものをふくむという事実も，以下でのべるように否定

できない。そこで筆着は現代の国際音声記号の使用法の基礎となっているD，jonesの母音の分

類と記述とがどの程度ただしく，どの点で修正を要するものであるかを検討することとする。こ
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第15図D．Jonesの発音による基本母音［i］，　［a］，

　　　llGL　IIu］（リンガフォンvコードによる）に

　　　もとつく　F1－F2図

のような検討は応用的な音声学，たとえば母隼町や外国語の発音の指導，韓児の発音の指導，需

語学者による方響や外国語の音声の記述などにおいて，調音的な事実の確認がなによりも大切で

あり，かつ，そのようなぼあいにX線写真あるいはX線映画などによる観察，または音声の音響

学的な分析が事実上おこないがたいものである以上，どうしても必要である。事実，言語の教育

者あるいは言語の研究者はいちいちの音声を人工口蓋をつくったり，X線写真をとったり，音声

スペクトログラフ（ソナグラフ）にかけたりすることなく，その発音の方法を生徒におしえたり，

インフォーマントから発音をならってこれを発音記号にかいたりせねばならない。音響的音声学

あるいは調音的音声学の観測技術がいくら長足の進歩をとげても，雷譲の教育や研究の現場にお

いてもっとも大切なのは，人聞の耳による音のききとりと，霞や筋肉の感覚にもとつく調音事実

の発見，そしてききとりと発音の習熟にあることは，実際の概観の研究者，教育者にとってあま

ねくしれわたった事実なのだから。それならばD．Jonesの基本母音の記述および，それと類似

した諸羅語の言語学者の母音の分類の方法は，調音的観点からみてはたしてどの程度ただしいで

あろうか。これについてはすでにいくつかの部分的な研究があるが，その成果を加味したうえで，

以下この問題を検討することにしよう。

　この検討にあたってとくに重要なのはつぎの諸点である。

（1）D．Jonesは，かれの基本愚音［i］，［a］，［α］，［u］における舌の最高点をむすぶことによって，

　第16図のような形ができあがるとしているが，これは事実であるか。なお，かれがAn　outline

　of　Engiish　phonetics（1960，　9版），　The　pronunciation　of　English（1950，3版）にかかげて

　いるX線写真から，筆著らが［i］，［a］，［a］，［u］のそれぞれの舌の最高点をむすぶ四角形を

　つくってみると，第14図のようになるが，かれ肉身のつくった図（第16図）から同様な四角形

　をつくってみると第17図のようになって，両者はくいちがいをみせる。その原因はなぜである

　か筆者らにはわかりかねる。またD．Jonesは，より正確な母音図の形としてあげた形よりも，

　実際的な教育の厨的には第18図のような四角形が適しているとしているが，そのぼあい筆者ら

　の作図（第14図）およびD．∫onesのうえの作図（第16図）におけるよりも，［i］［u］のあいだ

　のへだたりを［a］〔a］のそれにくらべてひろげているGD．　Jonesがなんの理由でこのようなこ

　とをおこなったかもはっきりしない。
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（2）D．JoneSは発音されるすべての母音における香の最高点は，第16図の曲線のなかに位置する

　としているがそれは事実であるか。

（3）H．Sweet（1906）以来，舌の最高点の数だけちがった音色の母音が存在するといわれてきた

　が，これは事実であるか。このことはすでにG．Fant（1960）らによって否定されているとい

　える。すなわち，おなじ音色の母音がことなる音響管によってつくりだされる。

（4）D．Jonesは8個の基本母音を設定するにさいして，まず1番目の母音［i］を，母音として

　つくりうる範囲のなかで舌のもちあがりができるだけたかく，かつ，前である母音とし，第5番

　属の母音［G］をその反対の母音，つまりつくりうる範囲のなかでできるだけ舌がひくめられ，

　かっ，うしろへさがった母音としているQそしてそのあいだの1～4番鷹の［i］，［e］，［ε］，［a］

　をひとしい聴覚的な矩離にある母音で，かつ舌の最高点のへだたりの程度も等間隔であるとみ

　なしている。これらのことは事実であるか。また5，6，7，8番Nの母lli　［a］，［っ］，［o］，［u］に

　ついても同様な記述をおこなっているが，これも事実であるか。このことについては，D．　Jones

　のいうacoustic　distance（このぼあい，聴覚的なへだたりと訳した方が適切）と舌のもちあが

　りの程度とが一致しないということはすでに確認されている。P．　Ladefogedの著書（1967）に，

　つぎのようなSJones（1929）による観測データ（第19図）が引用されていて，その観測結果

　によれぽ，［i］と［e］の舌のたかさの差は，［e］と［ε］の差，［ε］と［a］の差よりもずっとち

　いさい。また［o］と［o］の舌のたかさには差がなく，［o］，［o］と［u］とのあいだにはおお

　きなたかさの差がある。また［a］と［a］のあいだにもD．Jonesの記述に反して，かなりの

　差がみいだされる。また，この点に関していえぽ，1）．　Jonesが基本母音の設定において，聴覚

　的観点をこういう形で混入させているという事実が，むしろ国際音声記号の母音の分類の実用

　性をたかめ，調音的にもみかけ上の本当らしさの印象をつくりだす結果となったといえる。

⑤　とくに以上のような点に留意しつつ，調音的観点からみたぼあいの，より真実を反映した，

　かつ，実用性のたかい母音の分類もしくは記述の：方法をもうけるには，どのようにすれぽよ

　いか。

　筆者らは，このことをあきらかにするために，みずからの基本母音の発音についてのX線映藤
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第19図　S．Jonesの計測による8個の基本群音の舌のたか

　　　さの網互関係（Ladefogedによる）

を分析した。

2　筆者の発音による基本母音における舌の最高点と

　　それについての考察

　発話者上村は，X線映画のデータをうるためにD．　Jonesの基本母帝をつぎの2種類の方法に

よって発音し，同時に録音をおこなった。

　（1）　8個の母音を1から8の順番に，個別に下降調のイントネーションによって発音する。

　②　8個の母音がすべて途中にふくまれるように，1から8の順序に，そしてもとの位概へも

　　どるように，すなわち［i，e，ε，　a，　a，　o，　o，　u，　i］の順番で，わずかつつ音色がかわるよ

　　うに発音する。

　そして，この2種類の発音をほぼ2年へだてて2回おこなったQこの発音をおこなうにあたっ

ては，発音者はD．Jonesのえがいた第18図の舌の最：高点の形をまねるのではなしに，D．　Jonesの

他の記述になるべく忠実にそうように配慮した。すなわち［i］の発音においては舌面の最高点が

できるだけたかく，かつ，前よりであるように，［a］の発音においては舌面の最高点ができるだ

けひくく，かつ，できるだけうしろよりであるようにし，かつ他の母音については，レコードで

きくことのできる発音者が記憶しているD．Jonesの音色に忠実なように，［i，　e，ε，　a］につい

ては充分にそのいわゆる「まえ舌的な」音色がもっともよくあらわれるように，［a，o，　o，　u］

に．ついてはその「おぐ舌的な」音色がもっともよくあらわれるようにした。そして，そのさい岡
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時に言語の母音の発音として，発音のしかたがあまりにも不自然に，あるいは困難にならないよ

う，たとえぽ舌さきや沼べりを下の前歯の外側にだすような発音はしないなど，舌の位置のさせ

方，くちびる，下あごのひらき方などに配慮をした。

　この発音をおこなってからかなりあとになって，コマ送りの可能な分析用の映写機を入手した

ので，そのおかげで音声器官の個々のうごきをトレースしたり，比較したりすることができるよ

うになった。筆者らはこのような発音における音声器官の本当のうごき，そしてD．Jonesの記

述がどの程度真実をつたえているかについて以前からふかい興味をもっていたが，こうしてえら

れた観測の結果は筆者らにとってはおどろくべきものであり，筆者らは観測の結果からたくさん

の事実をよみとった。また発音者にとってなによりも貴重だったことは，自身の筋肉感覚とX線

像にあらわれた実際の音声三富の位置などを比較することにより，それまでにもつていた筋肉感

覚のあやまりを修正し，その正確さをますことができたという点であった。この観測の結果，は

っきりさせることができた事実は以下のとおりである。

2．1　舌の最高点のえがく曲線について

　舌の最高点がえがく藤線は第20図のようであった。なおこの図の下側にかかげてある第1剛ヨ，

第2回目の個別の発音における8個の基本母音の声道トレース図は第20－A図，第20－B図のとお

りである。

　これらよっつの曲線は形全体をみたぼあいほぼ同一であるが，D．　Jonesのそれとくらべるとお

く舌の［α］，［O］などの最高点が，まえ舌の［a］にくらべていちじるしくひくいという点で，

D．Jo鷺esのそれとはひじょうにちがっている。このことはわれわれをおどろかさずにはおかなか

った。なぜこのようなことがおこったか。

　こたえはあきらかであるQ発音者はD．Jonesの基本母音の記述に忠実にしたがって，［q］の

発音において，できるだけ困難かつネ膚然でない程度に舌面全体がひくくなるようにしたのであ

るが，そのばあいその手段として喉頭をひきさげてこれをおこなった。これに対して，われわれ

の推測ではD．Jonesはこれをおこなっていないのである。喉頭のひきさげは，まえにのべたよ

うに，声道をかなりながくのぼすということによって，母音の音色に変化をあたえうるし，われ

われのかんがえではこの手段は諸言語の母音の発音においてもちいられているものとおもわれる。

そして，喉頭のひきさげはそれと筋肉的にむすばれている舌骨および舌全体のひきさげにとって

有効な手段である。

2．2　おく舌母音における舌の最高点とそれについての検討

　［o］の最高点の位置のつぎに注目すべきD．Jonesの記述と上村の発音におけるいちじるしい

ちがいは，おく舌母音［o］，［o］，［u］の最高点のちがいである。すなわち，Jonesでは［α］，

［っ］，［o］，［u］の順に舌の最高点が，ほぼ等回忌にもちあがっていくとしているのに対して，上
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村の発音においては，［っ］，［o］さらに［u］においても舌の最高点はさしてもちあがっていない

のである。さらに注1ヨすべき重要な事実は，連続的な発音において，おく舌面がかなりたかく軟

口蓋にむけてもちあがったところで，舌の最高点がはるかにひくいところで発音された［U〕と

きわめて音色のにかよった母音［U］が発音されているという事実である。これらの事実はなに

を意味するか。また，さきにあげたS．Jonesの計測結果においては，［o］と［っ］のばあいに舌

の最高点において差がなく，［U］のみは舌がたかくもちあげられているという結果があらわれて

いる。これらの事実について以下に検討をくわえることにする。

　これについては，上村が学生時代にうけた音声学の授業のなかでの体験をしるしておきたい。

上村の音声学の師は服部四郎であったが，このおもいでの部分は私的な体験であるので，師に関

して服部先生とよぽせていただくことにする。上村は大学1年のときに服部：先生から音声学の授
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　　　　　　　　　　　　　　　　　第20－B図　筆者（上村）の発音による8翻の第一次基本母音お

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よび第工次基本母音〔i〕の声道（その2　一一Film　B）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．　9／le）

業をうけたQそのころたいして言語学に興味をもつことができず，不熱心な学生であった簗者も，

音声学にだけは多少興味をそそられた。基本母音についての説明と先生の発音のあとで，ひとり

ひとりの学生が訓練のために8個の三音を発音するようにいわれた。そして上村の発音について，

先生はだいたいの形はできていてよろしいが，［U］の音色が中養的である，もっとおく雪をたか

めて発音するようにというむねのことをいわれた。上村は自分のもっている東：京方雷のくちびる

を丸めない［ur］の発音とはちがって，充分にくちびるを丸め，かつ，おく雪もたかめたつもりで

発音したのであるが，自分の発音の音色が先生のそれとはちがって「なか舌的」であることは自

分でもわかった。そしてこのことはながく記憶にのこり，もっと「おく舌的」な音色の発音がで

きるようにこころがけたQはるかにのちにX線映爾を分析しながらわかったことであるが，」：：村

がそのときの授業でおく雪の［U］の音色を実現できなかったのは，おく舌のもちあげ方がわるい
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のではなくて，原因はほかにあった。おく舌を軟口蓋にもちあげ，かつ，くちびるをちいさくす

ぼめて基本母音の音色［U］を実現するためには，上村が母語としている東京方言の［U弓におけ

る下あごのひらき方とまえ舌の位置のさせ方では不可能なのである。筆者の東京方言［呵の発

音では，下前歯の先端が上前歯の先端とわずかにかさなる程度しか，すなわちきわめてわずかし

か下あごがひらいていないのだが，このようなやり方ではくちびるを丸めておく舌面をたかめた

だけでは，Pむろの空発がちいさすぎて基本母音の［U］の音色がつくれないのである。ところが

下あごのひらきを［i］におけるとおなじぐらいにややひらきぎみにして，かつ，舌さきが下前歯

の裏にさわらずに，下前歯の歯ぐきにふれる程度にまえ舌面をひくめると，すなわちmむろの前

部にでぎる共鳴室の容積をこうしておおきめにすると，基本母音［U］の音色は容易につくること

ができるのである。しかし，上村はそれには気づかずに，舌のもっとできるだけおくの方をたか

めるというつもりの努力をした。そして，基本母音［U］の音色とおもわれる音色をつくりだして，

先生から指摘された自分の発音の欠陥をどうにか克服したつもりになっていた。しかし，そのば

あいおく舌をたかめたつもりでいるものの，舌のどのあたりが口蓋のどのあたりにむかってたか

まっているのか，それについて上村は確信がもてなかった。

　X線の観測結果は上村にとって大変おどろきであった。おく舌はたかまっていなかったのであ

る。そうではなくておく舌のもっとおく，咽頭後壁に対するここでいう深おく舌の部分を咽頭後

壁に対してちかづけて，そこでせぽめをつくることによって上村は［U］を発音していたのである。

このとき，上村は事実に直面して，自分の筋肉感覚の不正確なことにいささかがっかりした。し

かし，このとき自分の筋肉感覚のふたしかさを修正すると同時に，「おく舌的な母音」［o］，［o］，

［U］の発音のしかたにすくなくともふたとおりありうるという事実を禽分で発見することができ

た。いわゆるおく舌母音［o］，［o］，［u］を深おく舌を咽頭後壁にちかづけてする発音のしかたに

おいては，喉頭をいくらか下降させた：方が発音しやすいので，声道全体のながさが単にくちびる

を丸めたぼあいよりもながくなって，そのためおく舌面を軟口蓋にもちあげてする発音における

［o］，［o］，［u〕とはわずかな音色のちがいがうまれる。しかし，この爾系列の発音をおこなうば

あい，下あごのひらき方とまえ舌面の位置，そしてとくにくちびるのすぼめ方を修正することに

よって，この両系列のふたつの［O］，ふたつの［O］，ふたつの［U］は，たがいに音色を区別でき

ないほどにたものとなってしまい，両者のちがいは個人個人の声道をながさのちがいなどを考慮

にいれれぽ，ほとんど無意味なものになるであろう。一般的には，おく舌面を軟口蓋にちかづけ

て発音する［O］，［0］，［U］の方がくちびるのすぼめ方がすくなくてすむ。すなわち，声道の開口

部の断面積がいくらかおおきめになるようであり，このことと関連して筋肉的な努力の程度から

いえぽ〔O］のぼあいは深おく舌を咽頭後壁にちかづけるやり方の方が楽であり，［U］のぼあいに

は逆にくちびるでごくちいさなすぼめをつくる深おく舌咽頭後壁的な発音よりも，その努力のち

いさくてすむおく舌軟口蓋的な発音の方が楽であるようにおもえる。また，ほぼ基本母音の音色

をもった［a］をおく舌をかなりたかめて軟口蓋の下部にちかづけながら発音することも可能であ

るが，そのばあいは言語の母音としては不自然なほど下あごをひらかねばならず，実際の言語の

母音の発音としては不向きである。［o］についてはどちらの方法の発音もかなり楽であるし，音
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色を岡一にするためのくちびるのすぼめ方の調整をほとんど要しない。

　こうして，上村はこれまでの体験的な嘉実とX線映画の観測とをもとにして，これらのおく舌

母音に関して，ことなる舌の位置とことなるくちびると下あごのひらき方の調整によって，でき

るだけ音色のひとしい緯音を発音することをまなんだQそして，このことからいろいろな書語の

あいだで，ある同一の音色をもったおく否の母音が，同一の舌のたかさと下あごのひらき，くち

びるのすぼめ方によって発せられるとはかぎらないという結論をみちびきださざるをえなくなっ

た。こうして，D．　jonesの基本母音にきわめてちかい音色をもったおく舌母音［a］，［o］，［o］，

［u］はいずれも深おく舌咽頭後壁約にも，奥否軟口蓋的にも発音することができる。

　ただし，［a］のおく香軟口蓋的な発音はすでにのべたように，発音のしかたの点では下あごの

ひらき方がおおきすぎる点から，言語の母音の発音としては不自然さがともなう。それならぽ，

これらの墓本母音を口峡部で，すなわち，おく舌と深おく舌の中闇の部分を軟口蓋の下端，たれ

さがったP蓋垂にちかづけて発音できるであろうか。これにはやや困難がともなう。すなわち口

峡のこの部分はうすい口蓋垂の膜が天井からたれさがっていて，この部分でおく舌と軟口蓋のあ

いだ，あるいは深おく舌と咽頭後壁とのあいだにおけるとおなじように，ある程度のながさをも

ったせぽめをつくることに困難があるからであるQ人闘の声道は住むうとのどむうとがひとつに

逃続することによって，母音を発音するのに非常に有利な形をもつにいたったのであるが，この

部分における口蓋垂のたれさがりが依然としてこのふたつのむろをふたつに分割させる要素とし

てはたらいている。しかも口蓋帆はそのもちあがり：方のいかんによって，口蓋丞と舌顧との距離

がちがってくるQ香容がすこしもちあがりすぎると，あるいは，口蓋帆の上昇のしかたがすこし

不充分であると，薫衝と口蓋垂とのあいだで，摩擦音や口蓋垂のふるえ音が生じる結果となる。

そして，下にしめす略図（第21図）であきらかなように，この部分では舌面を丸くもちあげて，

あるいはひいて，せぽめをつくるための心匠の丸味をつくることが困難なのである。したがって

この部分にせぽめをつくりながら，D．∫onesの基本母音におけるような音色のおく舌母音をつく

ろうとすると，盃面，1コ蓋垂，くちびる，下あごのひらきなどの調整が，深おく舌咽頭後壁的あ

るいは，おく舌忌日蓋的な発音よりも困難になるQしたがって，億音の音色はよりなか舌的なも

第21図　U蓋垂とおく舌母音の関係をしめす略図
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のになりやすいのである。しかし，この部分においてもわずかになか舌的な音色をふくんだおく

香母音であれぽ，とくに［つ］，［o］，［u］の3者はわりあいにたやすくだすことができるQそして，

そのぼあい舌面はおく看軟口蓋的な発音や，深おく舌ll溝隠後壁的な発音にくらべて，ふくらみが

すくなくゆるやかなカーブをもち，［e］における舌面や，ややなか舌よりの［e］の発音にちかづ

く。こうして，このような調音位置で発音した〔o〕は，歴史的な音韻変化の過程で容易になか舌

母音［e］や，そのくちびるを丸めた変種［6］に変化するであろう。

　こうして，いわゆるおく舌母音［a］，［o］，［o］，［u］はわずかに音色がD．JOnesの基本母音

よりも「なか舌的」になることをゆるせぽ，深おく舌咽頭後壁的な方法によっても，おく舌軟E：

蓋的な方法によっても，その中間型（口峡型）によっても発音することができる。そしてさらに

この3者の中像型がある。D．　Jonesのしるした基本母音［a］，［つ］，［o］，［u］の発音のしかたは，

これらの可能なおく舌母音の発音のうちのひとつをしめしたにすぎないとみなさなければなら

ない。ちなみにH－H．Wangler（1958）のドイツ語の母音のX線写真をみると，かれはドイツ語

のながい［o：］も，みじかい［o］も，みじかい［u］も深おく舌咽頭後壁的な発音で発音してい

る。一方，ながい［u：］はおく舌軟口蓋的な方法で発音している。SPerke1｝（1969）のX線映画

の被験者となったK．Stevensは［he「tu〕という無意味語の発音において［u］を中間型（口

峡型）で発音している。おそらく，基本母音［U］の音色からかなりとおい英語のせま母音フォ

ネームuもこのような中間型であろうかと推測される。G．　Fant（1970）がかれの有名な著書

Acoust圭。　theory　of　speech　productionであげているロシア人のPシア語の母音のX線写真は，

被験者がかなりいちじるしいあおむきの姿勢で発音していることから，舌および口蓋垂の先端に

対する引力の影響をふくむ声道の変形とその喉頭への影響，そしてその結果としての通常の姿勢

による発音からの母音の音色の変化，あるいは発音者の無意識的な調音位遣の修正を考慮しなけ

れぽならないにしても，いま，これを無視するならぽ，そのトレース図でみるかぎり，［q］は深

おく舌咽頭後壁的であり，［o］および［u］は，舌の最高点は軟口蓋に対して［α］よりももちあが

っているものの，両者ともどちらかといえば深おく舌晒頭後壁的である。また，Pシア語の母音

。は，とくに硬子音のあとの。は，しぼしぼ二重母音的に発音されるが，筆者らの推定によれぽ，

これは喉頭の下降をともなう香面の下降，そして，それとともにおきる深おく香と咽頭後壁との

あいだで形成されるせぽめの位置の下降，および，声道全体のながさのながまりによって，主と

してひきおこされているとおもわれるQそして，硬子音と軟子音とが対立するロシア語において

は，硬子音のあとでのおく香の母音をこのような方法で発音することは，その母音に先行する硬

軟両子音の識別にとって有利であるとおもわれる。さらにまた，いわゆるdark　1の発音におい

ても，このようなおく舌母音の発音と岡引な変種が諸言語のあいだでみいだされるであろう。

　こうして，おく舌母音に関するD・Jonesの記述も，また，　S・Jonesの測定結果も，また，2

回の発音においてことなる結果をみた上村の発音についてのわれわれのX線計測の結果も，そ

れぞれありうるおく舌母音の調音のひとつのやり方をしるしたにすぎないとみなすべきであ

る。

　ここでおもいだされるのは，伝統的な音声学がその発展の歴史の過程のなかで，おく香母音の
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第22図　Wheatstoneによる母膏の分類をしめす図（Ladefogedによる）

発音のしかたについての記述になかなか成功しなかったということである。（そして，実はこれ

は今｝ヨでも完全に成功していない。）われわれはここでP．Ladefoged（1967）に糸召介されていた

D．Jonesのはるか以前のWheatstone（1837）による母音の分類の方法をおもいださざるをえな

かった（第22図）。かれはまえ舌燈音の系列についてはD．　Jonesにほぼちかい記述をしめしてい

るものの，おく舌母音は舌の位置，香のたかさを無視しつつ，くちびるのまるめのみによってこ

れを分類しているQところが，おく舌母音に関するこの分析は，すくなくとも事実の～・半を反映

しているのである。たしかに深おく舌咽頭後壁的なせぽめを形成させて，おく舌を一定の位置に

たもちながら，くちびるおよび下あごの調整のみによっておく青母音［u，o，つ，α〕を発音でき

るのだから。また，いっぽうで，われわれは，D．　Jonesおよびそれとにかよったおく舌爾のたか

まりとくちびるのすぼめとを組合わせたおく舌母音の分類の正妻緬性をもみとめなければならない。

そのような発音も事実可能であり，ここからひきだされるわれわれの土砂ま，諸雷語ごとの，そ

してことなる音韻的環境におかれた緑音の，あるいは表現的な特徴をおびた発話ごとの，おく舌

母音の発音のしかたのちがいをあきらかにすることであり，さらに，これら伝統的な音声学にお

けるおく養母音の調音的観点からの分類の方法の欠陥を克服したあたらしい分類方法をみいだす

ことである。

　おく舌母音［q，つ，0，U］の発音の調音的な可能性にこのようなかなりの幅が存在するとして

も，特定の雷語における特定のおく舌母音の発音のしかたが，その可能性の幅のなかで自由にゆ

れうごくものであるとはかんがえられない。おそらく特定な音韻的な環境のなかでは，規範的な

発音においてはそのゆれの幅はちいさいであろうQそして，そのおく舌母音が可能なうちのど

のような方法で発音されるかは，まず，その言語のそのフォネームのsyntagmaticおよび

paradigmaticな環境条件に規定されるだろう。すなわち，その母音が他の偲音フォネームとどの

ようなparadigmaticな関係にあって，全体としてその言語がどのような母音体系をもっている

かということ，また，その母音フォネー一．ムがどのようなsyntagmaticな関係を他の子音フォネー

ムとむすびながら，つまり，どのような調音の子音フォネームがこれに先行し，また後続するか，

その母音フォネームが単語のどのようなアクセン5一リズム的構造のなかにあらわれるか，文の

イントネーション的構造のなかにあらわれるかなどによるだろう。そして，さらに，重要なこと

としては，第2に，その母音フォネームをふくむその需語の母音体系が，歴史上のいかなる母音
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推移の過程のなかに位置しているか，あるいは，さらにその言語の音韻体系全体がうける音韻変

化のなかで，どのような位置を獲得しているかに依存しているだろう。これらの研究は個別雷語

学に属する音韻論的研究の課題である。たとえば，きわめてちかい調音方法と音色とをもった母

音フォネー…ムがある言語に存在しているとき，そのようなフォネームの存在の理由をとく鍵は，

問題のフォネームをふくむその母語全体の音韻変化の歴史である。そのような歴史の過程では，

諸言語において非安定的な母音フォネームの体系がしぼしぼみいだされる。たとえば，8世紀の

奈良のH本語の母音体系においても，あるいは，現代のスエーデン語の母音体系においても。

　しかし，一般音声学的な立場からみたぼあいにも，個々のおく舌母音が可能な調音方法のうち

のどのような調音方法によって発音されやすいかという，一般的な傾向性が存在するだろう。こ

れは，単にその母音が単独で発音されやすいということぽかりでなく，これとむすびつく子音と

の結合のなかで発音されやすいか，ということもふくまなければならない。ここでは，この点は

ひとまず考慮しないでおくこととし，おおまかに［a］，［o］，［o］，［u］としてしるされうる，D．

Jonesの基本母音の音色にちかい音色をもち，かつ，諸言語にごくふつうにあらわれる母音につ

いてこれをかんがえてみることにする。

　よわ母音，およびゆるみ増築，鄭母音をのぞいたすべての母音に共通することとしての，軟口

蓋の上昇と，喉頭の千葉・梶山（1941）のいわゆるsharpな音色をだすための調節をのぞいて考

慮すると，まず，［α］にとってもっとも楽な発音のしかたは，くちびるに緊張をもたせずに下あ

ごを中程度にひらいて，かつ，深おく舌を咽頭後壁にむけてかるくひいてつくる深おく舌咽頭後

壁的な調音である。これを口峡的な調音にかえると，下あごのひらきをさらにおおきくして，か

つ，まえ三面を舌さきが下の歯茎に稲対するほどにひきさげなけれぽならないし，さらに［◎］を

おく舌軟口蓋的な方法で発音しようとすれぽ，下あごのひらき，まえ舌面のひきさげの程度をさ

らにつよめたり，緊張していないくちびるが声道の開口部でせぽめとならないように，下くちび

るを緊張させて下あごにひきつけるようにしなければならない。こうして，筋肉の制御にとって

もっとも楽な［a］の調音は深おく舌咽頭後壁的ないし舌根喉頭蓋咽頭後壁的なそれであるとみら

れる。［名の調音も同様であろう。こうした［a］の調音にくわえて，わずかにくちびるを両わき

および下側からすぼめることによって，声道の開口部は［α］よりちいさくなり，かつ，わずかに

声道全体のながさがのびて［3］の音色を実現することができる。これらの［α］，［O］の調音にお

いて，休止状態における舌の形から深おく舌あるいは舌根と喉頭蓋の部分を咽頭後壁にちかづけ

る筋肉的努力はおおきいものではない。この努力によって深おく舌ないし舌根が咽頭後壁にちか

づくだけではなくて，おく舌面のたかさがひきさげられる。もうひとつの比較的やさしい［o〕の

発音は，下あご，くちびるの制御は深おく舌咽頭後壁的な［っ］とおなじにしておいて，休止状態

の舌の姿勢からまえ舌面をやや下うしろにひきさげると同時に，おく舌面を口峡部にむかってか

るくもちあげるものであり，この口峡的な［っ］の発音も深おく舌咽頭後壁的な［O］と同様に，た

いへんありふれたものとおもわれる。おく舌軟口蓋的な［O］は口むうがわのおおきさをたもった

めに，下あごのひらきおよびまえ舌面のひきさげをおおきくしなければならない点で，前2者の

〔っ］よりも筋肉的な努力の量はおおきFくなる。深おく舌咽頭後壁的な［O］も口峡的な［0］もその
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a　（回米斗番母　3－13－144）

つ　（　　　〃　　　　3－13～王73）

o　（　ii　3－13－2el）

u（　ii　3－13－235）

第23図　下あごを基準とした筆者（上村）の発音による［a］，［っ］，［o］，［u］の

　　　舌の位置と形　（ll．8／10）

発音は容易である。深おく刮陣項後壁的な［o］においては，舌の制御のしかたは深おく養咽頭後

壁的な［a］，［3］とおなじでよく，下あごのひらきは［a］，［o］よりもちいさいから，これに要

する筋肉的努力もちいさい。この比較的せまい下あごのひらきの状態でおこなうくちびるの丸め

に要する筋肉的努力もちいさい。両者の［o］では，せぽめの位置の関係で口むうがわの共鳴室の

容積に差ができるが，この差によって生じる音色のちがいはくちびるのすぼめ方によって是正で

きる◎深おく舌咽頭後壁的な［o］のばあいが，わずかにくちびるのすぼめ方をちいさくして開口

部をちいさくする必要がある。おく舌軟目蓋的な［o〕も，おく舌軟口蓋的な［a］，［つ］とくらべ

ると楽に発音できる。なぜなら，この［o〕は口むうがわの共鳴室のおおきさが［α］，［つ］にくら

べてちいさくてすむから，その必要なおおきさをたもっための下あごのひらき，およびおく舌面

のもちあがりと連動したまえ舌面の下およびうしろへのひきさげを，わずかな努力で達成できる

からである。しかし，どちらかといえばおそらく単独で発音するぼあいでは，臼峡的な［o］がも

っとも楽であろう。なお，一般的にいえることであるがある調音が楽であるかどうかは，もちろ

ん先行するあるいは後続するフォネームの種類によってちがってくる。たとえば，［ko］という

調音においては，おく舌が⊂k］における閉鎖の状態から［o］における開放の状態に移行するば

あいの移行の距離は，おく舌軟口蓋的発音においてもっともちいさく，深おく舌咽頭後壁的な発

音においてもっともおおきい。したがって，この燈音［o］がみじか母音である必要があれぽ，当

然のことながら，おく雷軟口蓋的な発音が楽だといえる。［U］の深おく舌咽頭後壁的な発音を実
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現するためには，その基本母音にちかい音色をたもっためにはくちびるのすぼめを非常にちいさ

くして，正確に開口部の断面積のおおきさを調整するとともに，このせまいくちびるで摩擦音が

生じないように，かつ，きこえがちいさくなりすぎないように，喉頭と呼気流とを制御しなけれ

ばならない。したがって，くちびるをそれほどすぼめなくてすむ口峡的な，あるいはおく舌的な

発音の方が一般的に楽であろう。なお，これらのおく舌母音をおく舌軟口蓋的に発音するばあい，

喉頭全体を下降させれぽ，それに応じて舌面全体とくにおく舌面のたかさがひくくなり，声道全

体のながさもながまることによって，おく舌系の母音がもつ「くらさ」が強調され，まえ舌母音

がもつ音色との対比を鮮明にできる。こq］，［っ］のぼあいその努力をゆるめれば＝音色はわずかで

はあるが「なか舌的」になる。筆者にはD．Jones自身のレコードの［a］，［っ］の音色がそのよ

うに感じられるが，それは，かれが喉頭を積極的にひきさげていないことによっていることはほ

ぼまちがいないQなお，深おく舌咽頭後壁的な母音と，おく舌軟口蓋的な母音とについて，下あ

ごを基準とした舌の位置を図示してみると第23図のようになり，両者では，下あごに対する舌の

制御の仕方がかなりことなっていることがわかるQそれぞれをf深おく舌咽頭後壁的な母音の舌」，

「おく舌軟口蓋的な母音の舌」と名づけてよいだろう。さらに，この中閾に舌がもりあがるような

ものは，この両者の中悶型，あるいは「m峡的な母音の舌」と名づけられようQ

2．3　まえ舌母音における舌の最高点とそれについての検討

　基本母音のまえ舌母音の系列［i］，［e］，［s］，［a］を発音するにさいして，発音老は諸君語にと

って実際的ではない発音をさけるために，第1に，雷を下の歯のつくっている列から前にははみ

ださないようにすること，第2に，極度なはりくちをつくらないこと，第3に，発音者に不自然

とおもえるほど下あごをおおきくひらかないことの3点に留意しながら発音をおこなった。それ

は，第1に：は，舌さきや舌べりを下の前歯の外にだして発音することは，もし，そのような発音

が特定の言語にみいだされるとしても，それはきわめて例外的な発音であるとみられるからであ

り，第2に，極度なはりくちにして開口部を横方向にひろげ，かつ，上下のくちびるを最大限に

うすくすれぽ，まえ舌性の母音のいわゆるあかるいacuteな音色は，さらにその特徴をまずけれ

ども，そのための不自然なほどに極度な筋肉の緊張は，言語の実際の発音にとって非実際的であ

るとおもわれるからである。第3に，同様に極度な下あごの下降も，言語にとって実際的ではな

いとかんがえられる。このような条件のもとで，舌全体をできるだけ前によせながら，しかも，

D．Jonesの発音におけるような，いわゆるできるだけacuteな音色をだすように発音したので

あるQそして，このようにしておこなった発音における舌の最高点の位置は，あらかじめ予想し

たように，また，すでにP．Ladefoged（1967）らによって指摘されていたように，4個の母音

のあいだの距離がD．Jonesの記述とはかならずしも一致しないものの，その他の点においては

D．Jonesの記述の正当さを裏書きしているといってよいものであった。この4個の母音の発音の

しかたについて注穏すべきことは，下あごに対する舌の位置とくに舌の前方向へのよせ方がそれ

ぞれことなっているという点である。すなわち，基本母音［i3においては舌は硬口蓋とのあいだ
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のある程度のぜぽめを確保：する必要のために，ある程度以上は前によせることができない。しか

るに［e］および［ε］においては下あごがひらくので，舌全体を［i］におけるよりはさらに前に

よせることが可能になる。そして，それをおこなわなけれぽ基本母音の音色を実現することが非

常に困難になる。こころみに基本愚音［i］の舌の位置をつくって［i］を発音し，つぎに，下あ

ごを次第にひらいていって，そのさい舌が下あごのひらきに応じて受動的に下降していくように

して母音を発音しつづけても，基本母音［e］，［ε］の音色は実現できず，音色はいわゆるなか舌化

してしまうのである。音声学の訓練の授業において基本母音［e］，［ε］の発音が学生にとって意外

にむずかしいのは，かれらが舌面を舌のひらきに応じて前によせるということをしないためであ

る。£i〕，［e］，［ε］の3者の発音においては，下の前歯の裏に否さきをつよくおしつけて，これ

を舌全体に対するささえとしながら，acuteな音色を保持するために，まえ舌而，なか舌爾をそ

れぞれ適度に前によせなくてはならない。そのことによって硬翔蓋と舌醸とのあいだの適切なせ

ばめの程度がつくられるばかりでなく，まえ舌母音の音色にとって必要な条件であるのどむろの

ひろさがたもたれるからである。雪を前によせなけれぽ，前にものべたように下あごをひらいて

いけぽ，舌の受動的なうごきによって舌根喉頭蓋とll悶頭後壁とのあいだがせまくなってしまうの

である。また，この舌を前によせる運動は舌骨を多少とも上前方にひきよせ，さらに喉頭をも上

昇させる効果をもち，この点でものどむろをひろげ，かつ，わずかながら声道をみじかめるはた

らきをする。そして，さらにくちびるをひきくちにすれば，声道閉口部の拡大とくちびるむろの
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第24図　下あごを基準とした筆者（上村）の発音による

　　　［i］，1’e］，lle］，［alの舌の位置と形　（12．6／10）
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短縮とをもたらして，まえ舌母音のあかるい音色，そしておく舌母音のくらい音色に沖する，そ

の対照性をますのである。しかし，そのぼあいも，まえ舌を過度に前によせすぎると，舌べりお

よびまえ舌と上の前歯，歯ぐきとのあいだに，つまり声道の開口部のきわめてちかくにあたらし

いせぽめが生じてacuteな音色は逆にそこなわれる。このようにしてD．　Jonesの基本母音［i］，

［e］，［ε］，［a］をうるためには，舌および舌の最高点をできるだけ前によせるのではなくて，音

色のacuteness，音響的にいえぽ，第1，第2フォルマントのあいだの周波数帯のへだたりが最

大限にたもたれるかぎりにおいて，まえ舌および舌の最高点を前によせることによって発音され

るのであると，D．　Jonesの記述は訂正すべきである。

　つぎに［i］，［e］，［ε］，［a］の4個の母音について，下あごに対する舌の位置を第24図にしめし

てみよう。この図をみると，4者の舌の形はおおきくみると全体としてよくにているといえる。

すなわち，舌面はたかくもりあがっているし，この形を保持するためにgeniohyoideus　m．そし

ておそらくgenioglossus　m．の一部もつよく緊張している。このことは下あごの下がわに指をお

しあててみれぽよくわかる。このような否の形を「まえ舌母音型の舌」と名づけることができる

だろう。しかし，4者は詳緬にみるとこまかいちがいがある。［i］，［e］，［ε］の3岩は非常に形

がよくにているが，これは下あごが［i］から［e】，さらにIle［iへとひらくにしたがって，舌が

受動的にうこいてのどむろ側がせまくなることを舌の筋肉的努力によってつよく防止しているこ

とを意味している。しかし，それにもかかわらず第20－A図であきらかなように，舌根，喉頭蓋

と咽頭後壁とのあいだはわずかつつせばまっている。このように，下あごをひらいてまえ舌面，

なか舌面と硬口蓋のあいだのせばめをひろげつつ，なおかつ，そのせばめよりひろい声道開口部

をたもとうとすれば，これはさけられない。さらにこまかくみると［e］はこi］にくらべてまえ

舌面がさらに前にそしてややたかくなっているが，これは下あごのひらきをおおきくしたため

［e］の方が［呈］にくらべて舌をさらに前によせることが可能となった結果である。このことと関

連して［e］においては，8個の基本母音のなかでもっとも舌骨の位置が上昇しているのである。

そして［i］，［e］に共通な点はまえ舌面の舌べりのちかくも，かなり前にあるという点である。と

ころが［ε］では，舌さきの前歯裏へのおしつけはややよわくなって，呼べりとまえ舌面の境界の

あたりはわずかではあるが［i］，［e］よりも後退している。これは声道開口部のちかくのひろさ

すなわち舌のこの部分と上前歯との懸隔を保持するための行動であろう。そして，最後に［a］は

まえ舌面からおく舌面にかけてが，全体としてうしろよりになっている。これもまえ，なか舌面

と硬口蓋の上部とのあいだでできるせぽめより前の部分のひろさをたもっために必要な行動であ

ろう。そして，［a］ではさらに舌根喉頭蓋と咽頭後壁とのあいだはぜまくなる。そして［a］のよ

うなひらきのおおきい母音においては，■E一べり，まえ舌面と上前歯・歯ぐきとの閥隔を十分にた

もとうとすれぽ，このように舌全体がややうしろよりになり，かつ，咽頭後壁と舌根喉頭蓋との

あいだのせぽめがせまくならざるをえない。なお，「まえ舌母音型の舌」の特徴として，舌全体

がまえにひきよせられると同時に，おく舌からふかおく舌にかけて，舌面の正中線ちかくの部分

が，そのわき舌の部分とくらべてくぼむという現象が観察される。これは「まえ舌母音型の舌」

に特徴的な現象のようにみうけられ，［i］，［eコにおいてもっともいちじるしい。これと関連して，
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　［圭］，［e］においてはまえ舌面およびgeniohyoideus　m．がつよく緊張しているが，［ε］ではや

やゆるみ，［a］ではさらにゆるむことが確認される。

　もし［ε］，［a］のような母音において，［月あるいは［e］のような看の形を保持したらどのよ

うなことがおこるであろうか。その結果は口むろのせぽめより前の部分，声道の開口部にちかい

部分がせまくなると同時に，のどむうがひろくなり，同時に舌根喉頭蓋と咽頭後壁とのせばめも

ひろげられる。そして，その結果えられる母音の音色は［ee］でしるされるものにかわるのであ

る。［ε］を下あごのひらきをかえることなく［ee］にかえるためには，先にのべたように船べり

の部分をやや前によせるだけではなく，のどむろの容積をたもっために，いわばまえ舌の部分を

横にはるようにして，舌のしめる体積を口むろの前部分でふやし，口峡部およびのどむろの部分で

へらすようにすれぽよい。さらに，そのことによっておきる声道開口部の断諸富の縮小をふせぐ

ために，ひきくちをややつよめにして開口部をひろげればよい。［ε］よりも下あごのひらきのお

おきい［a］を［re］にかえるためには，前述のように香全体の下あごに対する位置を［ε］のそ

れとおなじにすれぽよい。すなわち，舌全体をわずかに前によせればよいのである。これとほぼ

おなじ舌の位麗は，あるいは［ε］の舌の形を実現したまま下あごを［a］のひろさにまでひろげ，

舌は下あごのうごきに受動的に追従させれぽよい。すなわち，［ee］の音色を有する母音は，［ε］

の下あごのひらきによっても，［a］の下あごのひらきによっても実現できるのである。要するに

口峡部からのどむろへかけての容積を£ε］，［a］よりもひろげることが重要である。下あごのひ

らきのことなるこの両様の発音の仕方は，実際に諸蜜語にみられるとおもわれる。［ε］の下あご

のひらきによる［ne］においては，舌の形をととのえるためおよびひきくちにするための筋肉的

努力が，［a］の下あごのひらきによる［ee］のそれよりおおきいし，［aコの下あごのひらきによる

［ae］は，下あごをひらくための筋肉的努力が［ε］の下あごのひらきによる［ae］よりもおおき

い。一般的にいえぽ［a］の下あごのひらきによる［tfe］の方が筋肉的努力はちいさいであろう。

上村の観察によれぽ，General　Americanのフォネームaeの発音のそれは，ここにのべた［a］の

下あごのひらきによる発音にちかいもののようにおもわれる。しかし，日本の中学校の教室でき

かれる中学生の英語の〔ee］のおおくは，〔ε］のひらきないしは日本語のフォネームeの下あごの

ひらきによって実現したところの，まえ舌面が強度に緊張した［ee］のようである。これはおそ

らく，発音指導の方法に閣題があるからであろう。さらにつけくわえれば，［Ee］の母音は下あ

ごを最大限にひらいても第25図の略図のようにすれぽ実現することができる。このように下あご

をおおきくひらけぽ，受動的に舌根部と咽頭後壁とのあいだがせまくなるので，これをふせぎ，

この部分をひろくするために略図の（イ），（ロ）のような異常な舌の位概をとるのであるQしかし，

このふたつの発音のしかたはあきらかに言語にとって実際的ではない。

　まえにのべたように，「音響的な観点からみた中立的な母音の声道」すなわちその各部分の断面

積がひとしい声道は，［ee］のそれに比較的ちかい。しかし，［re］の声道をこの音響的に中立的

な声道にさらにちかづけるためには，第1に，中立的な声道としてはひろすぎる［ne］の声道の

開口部を，いくらかくちびるに丸めをそえてせぽめる必要があるし，一一方で，おおくの母音を発

音するばあいにおきる喉頭腔の縮小がおきないように，喉頭の緊張をといて千葉，梶山のいわゆ
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（イ）

ノ

（m）

　　　　　　　　第25図　下あごを最大限にひらいて調音した［剣の声道の略図

るsoft　voiceのぼあいの喉頭のように，喉頭腔をひろめにしてやる必要があるQこのようにして

発音した母音のスペクトルは，声道各部分の断面積がひとしい音響的に中立的な声道モデルにも

っともちかいものとなるQこのときにつくられる音色が［eeF］でしるされる母音にちかいもので

あることはまえにしるした。この母音も［ee］の母音とおなじく，多少，下あごのひらき，くち

びるのひらき，舌の一概をずらしながら，すなわち，声道の断面積のひろさを手かげんしながら，

断面積をある程度かえながら発音できるようである。こうして，』音響的に中立的な母音［cey一］は，

音色のうえでは調音的に中立的な母音［ejとそれほどきわだった音色のちがいをもたないにもか

かわらず，調音的にはきわめて特殊な側御を必要とする母音である。

　おく舌母音の調音があきらかにひじょうにことなった調音方法によってつくることができるの

に対して，まえ舌母音のそれは言語的に実際的な発音という観点でみるかぎりにおいては，調音の

変種の可能性はおく舌母音にくらべてずっとちいさい。このことはすでにP．Ladefogedによっ

ても別の角度から確認されている・D・Jonesが記述し・また筆者がのべたようなやり方でまえ舌

母音を調帝するかぎり，つまり香の位：置，くちびるをひく程度，下あごのひらき方の提度に，雷
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語的にみて実際的ではない不自然さをくわえないかぎり，まえ舌母音に最大の音色のあかるさ

（acuteness）を保証するための可能な調音器官の位置をま，おく普母音のそれにくらべてきわめて限

定されているQそして，そのぼあいひとりひとりの鰯人がどのくらいacuteなまえ舌母音を発音

しうるかは，それぞれの人の声道の解湖心的な特徴に依存しているであろう。音声学的な調練を

うけたことのない人の発破は別にして，D．∫onesによって訓練をうけたイギリスの音声学者た

ちのまえ舌母音の第！，第2フォルマントの数値に，ある程度の幅があること（Ladefoged，

1967）はむしろそれを反映しているであろうQそして，そのような条件でだしうるもっとも

acuteな音色のまえ舌母音が，それぞれの繊人にとってのいわぽ基本簿音であるといいうるであ

ろう。しかし，このacutene3sをいくらかでも犠牲にすれぽ，すなわち，たとえぽ基本母音［i］

の音色を，撮本語の単独で発音したぼあいの母音iの規籟的な音色の程度にかえることをゆるす

ならば，まえ香1添乗の調音の方法の幅はいくらかおおきくなる。すなわち，たとえぽ看さきを下

前歯におしつけずにせぽめの位遣および舌の最高点をうしろにずらせても，まえ否母音［i］，［e］，

［e］，［a］は発音可能であるQそして，このぼあいそれぞれの緑音の発音において，香油と硬1：；

蓋のあいだにできるせぽめの程度をそのままにしておいても，下あごのひらきをややおおきめに

し，さらにはりくちの程度をつよめれば，そのようなあとよりのせばめ位置においても基本母音

のそれに非常にちかい音色をうることができるQこうして，たとえぽまえよりのせぽめによって

くちびるをひかずにつくった母音［i］とまったく区：別のできない音色の母音を，ややうしろより

のせぽめ，ややひろい下あごのひらきとひきくちによってつくることがまったく可能である。こ

の2種類のことなった調音によるおなじ音色の［i］は，ことなる雷語のあいだにみいだされるで

あろうQまた，あるいはおなじ蕎語の話し手のなかでも，くちびるのおおきさのいちじるしくこ

となる個人においても，そのような調音上のちがいがみいだされるのではないかとおもう。いわ

ゆるくちがおおきく，くちびるがうすい人にとっては多少せぽめの位置をうしろよりにしても，

そうでない人のせぽめの前よりな［i〕とおなじ音色を実現するのは楽であるはずだから。

　しかし，一般約には，おく看母音のぼあいとおなじく，あるひとつの醤語，方言のなかのまえ

舌母音の調音の変異の可能性は，おなじ音韻的な環境での蜆範的な発音の実現という条件のもと

では，実際に可能な調音の範囲よりもごくかぎられるはずである。それは，母音が他のフォネー

ム，ことに子音とむすびつくばあい，わたりの音色の規範性がそこなわれてはならないからであ

る。たとえぽ漂準語のriの調音において，　iのせぽめの位羅をなか舌よりにうつすと，はじき

音rの舌さきをはじく調音に困難が生じ，その結果，riの規範的な音色は実現できなくなる。そ

してたとえぽ，そのrを脱落させるか，摩擦的なrにかえるか，あるいはそり舌のrにして岡時

にiをなか舌的な［i］にするかなどの手あてが必要になってくる。iに先だつrのこのような変

異は，日本語の諸方雷によくみられる現象であるが，この現：象がiの発音の方法，その歴史的な

変化とかかわったものであることはありうることである。

　ことなるsyntagmaticな音韻的環境のなかで，ある母音フォネームがいかにして相互にちか

い音響的，聴覚的特色を酌も一つた齋として調音されるかということは，ここでは考察しない。しか

し，ひとりひとりのはなし手が，獺人ごとにちがった特徴をもつ音声器官によって，かれの属す
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第26図　［i］の調音の概端な変種の略図
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る社会の規範的なフォネームの音色を実現するぼあい，はなし手ひとりひとりは獺人ごとにこと

なる筋肉的な努力をしながら，みずからの発するフォネームの音色を社会的な規範にちかづけ

ているのではなかろうか。たとえぽ，1の規範的な発音を実現するぼあい，上村と高田の両人の

調音をくらべると，高田の方が上の歯ぐきと舌面とのひらきがわずかにひろめであって，したが

ってせばめの位置がわずかであるが上村よりうしろよりであるようである。かつ，iを発音し

たぼあいの下あごのひらきの程度は高田は上村よりちいさい。しかし，両入のiにはacuteさ

の程度においてほとんどちがいがない。これは上村のくちびるが融揖こくらべてややあつめで，

かつ，左右のひらきがちいさいのに対して，高田のそれは上村よりうすめで，かっくちびるに

緊張がともなわないばあいに，左右のひらきが上村よりおおきめであるためであるとおもわれる。

こうして両人はともに東京方言のはなし手でありながら，おなじ東京方言の規範的な母音［圭］

の音色を実現するために，くちびるのひらき，下あごのひらき，せばめの形成の位置において，

わずかながらことなった行動をおこなっている。そしてこの行動のちがいは，両人の音声盟官の

解欄学的なちがいに起因しつつ，このちがいをのりこえて，おなじ規範的な音色をつくるために

なされているのだと解釈されるのである。この例は，個人による，人種による音声器官のけっし

てちいさくないちがいにもかかわらず，社会的な規範として確立されている音色に自分の音色を

ちかづけるために，各個人がことなる程度に，または，ことなるやり方でそれぞれの音声器官を

湖御しているという事実を瞭示するだろう。典型的なモンゴpaイド，コーカソイド，ネグP・イド

のくちびる，下あご，舌などの形，位置，おおきさの相互関係が，無視しうるほどちいさいとは

おもわれないのに，それらことなる人種がnative　speakerとして同一の言語をはなすとき，解

剖学的なちがいほどにはけっして母音の音色のちがいがあらわれないようである。もしそうなら，

人は社会的焼範に対して窩分の音声器宮の湖御法を適応させているとみなけれぽならなくなるだ

ろう。母音の発音における第ユ，第2フォルマント周波数の価人的な差はちいさくないが，それ

にもましてこのことは非常に重要な言語学的な事実であろうかとおもう。

　なお発音の変種についてiを例にとれぽ，たとえば日本語の母音1の規範的な発音の音色とほ

とんどかわらない音色を，かなりなか舌的な部分にせばめをつくってもはりくちの程度と下あご

のひらきをおおきくすれぽ実現できるし，反対に舌さきとまえ舌を第26図のように下くちびるの

外側にだしても（A），あるいは雪さきを画くちびると下前歯のあいだのすきまにふかくさしいれ

ても（B），まえ舌面と上前歯，歯ぐきとのあいだのせばめを利用してつくることができるし（こ

のぼあい，声道開口部のおおきさを調節するくちびるのうごきが肝要である），また，さらに極

端なそり香にしながら，舌さきおよび否うらと硬口蓋のあいだでせぽめをつくっても（C），つく

りだすことができる。しかし，このような方法による［i］のつくり方は，筋肉的努力のおおきさ

からみても，他のフォネームとの温田の仕方の不便さからかんがえても，まったく実際的ではな

い。だから音声学者はそのような母音の調音についての記述をすることはなかった。同様な発音

の異種は他のまえ舌母音のぼあいについてもいろいろとこころみることができるが，iのぼあい

と同様に実際的ではない。このようにして，いわゆるまえ舌母音の音色はさまざまな方法でつく

ることができるのであるが，実際に利用されうる楽な方法という点からみればその異種の範囲は
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ちいさいのである。これらの異種のなかでおそらく実際におおくおこるものは，下あごのひらき

方と関連したものではないかとおもわれる。D．　Jonesが基本偲音の記述にさいして下あごのひ

らきについて無視したのは，下あごのひらきをかなりかえてもくちびると舌のせぽめの位鐙の修

正によって，ほとんどおなじ音色を実現できるという事実をしっていたためではないかとおもわ

れる。しかし，あるacuteな音色のまえ舌母音に関して，くちびるや舌の正確な位置，形を記

述しようとすれぽ，それが下あごのひらき方いかんによって変化するものである以上，さきの

［ee］の例でものべたように，下あごのひらきを無視できないことはあきらかであるQつよい呼

気できこえのおおきい母音を発音しようとすれぽ，下あごのひらきとくちびるのひらきはおおき

くなるし，反対によわい呼気で小声ではなすときには，くちびる，下あごのひらきはちいさくな

る傾向がある。これはわれわれが日頃すぐ気づくことである。

　基本母音［i］，［e］，［ε］，［a］においてみられる「まえ舌母音型の否」の形は，おく広母音［q］，

［っ］，［o］，［u］のそれとは第20図の［a］と［q］とをくらべればわかるように非常にちがってい

る。したがって〔a］から［a］に否を移行させるぼあいにはおおきな運動を必要とするし，両者

の舌の形が非常にちがうために，単純に毒の最高点を比較することはそれほど意味がない。また，

上村がおこなった発音のぼあい，［a］から［α］へ舌を移動させるぼあい，途中で口峡部にせぽ

めが生じたために，中間で口蓋垂のふるえ音と摩擦音が生じた。こa］の舌の形と［α］の舌の形の

中問の形を舌がとるばあいには，さけられないことではないが口峡部でせぽめが形成されやすい

のである。

2．4D．　Jonesの第2次基本母音について

　D．Jonesは［i］，［e］，［ε］，［a］，［α］，［o］，［o］，［u］の8個の基本母：音を第1次基本燭：音と名

づけ，これと舌の面諭がおなじでくちびるの形だけがことなる母音［y］，［o］，［ce］，［（E，一］．［v］，

［A］，［x］，［ur］の8個，および［i］，［u］の面諭の点でつくることができるくちびるを丸めた

［tt］，および，くちびるを丸めない［i］の2個，計10個を第2次基本母音と名づけている　（第

27図）。そのうちで，［y］，［o］，［ce］，［（Ev］，［v］，撫コの6個は丸め母音であり，［Aコ，［x］，
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第27図　D，∫onesの10f固の第二次門田燈音における否の最高点

　　　　（D．Jonesが実摺的な臼白勺のために図式化したもの）
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第28図　第一次，第二次基本緑音のFi－F2図

［ur］，［i］はくちびるを丸めない母音である。そして，音響学的な研究によれぽ，これらの10個

の母音の第工，第2フォルマントをX－Y軸上の点でしめして，それをむすんでえられる多角形

は，第1次基本母音のそれがえがく多角形の内側にはいりこむことがしられている。そして，そ

のことは第2次基本母音の音色の相互の対照性が，第1次基本母＝音のそれにくらべてずっとちい

さいということをものがたっている。D．　Jonesのレコードの録音のみを材料にして，これら第

1次，第2次基本母音の第1，第2フォルマント周波数をもとめることは困難があるが，あえて

これをこころみると，第28図のようになる。おおまかにいえぽ，このような音響的な軒端からみ

ても，また，聴覚的印象からいっても，第2次基本母音は，第1次基本母音にくらべてはるかに相

互の音色の弁別性のとぼしい母音であって，それゆえにこれらの母音が2次的と名づけられるの

は墨然である。また，おおくの単純な母音体系をもつ言語において，これらの母音にちかい音色

を有する母音が存在せず，また，存在するぼあいは複雑な母音体系をもった需語におおかったり，

あるいはしられている歴史的な音韻変化の結果，あらたに生じたものであったりすることがおお

いのも偶然ではない。第1次基本母音の舌の最高点について検討した結果，1）．Jonesの記述の

正当性と実用性は，第1にはその舌の最高点がえがく多角形と，第1，第2フォルマントの座標

軸上でえがく多角形との類似によって，第2には書語的に実際的な発音の仕方が，まえ一系の母

音についてはかなり限定されたものであるという事実の確認によって，ある程度承認できるもの

である。また，おく舌系の母音については，それが深おく舌咽頭後壁型であるか，おく雪軟口蓋

型であるか，あるいはその中間型であるかをあきらかにすることによってD．Jonesの不正確さ

をおぎなうことができる。

　しかし，第2次基本母音についてはどうであろうか。ほぼD・Jonesの記述するように舌およ

びくちびるを位置させれば，これらの国際音声記号でしられている音色を実現することが可能で

あることは事実である。そして，あるばあいにはまちがいなくこのような舌の最：高点の位置およ
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びくちびるの形によって，これらの母音が実際に発音されているであろう。しかし，当然のこと

であるが，筆春らの考察によれぽ，第2次基本母音のそれぞれとほぼおなじ音色をことなる形の

声道によって発音できる可能性は第！次基本母音よりもはるかに大きい。したがって一般的にい

えぽ，母音の音色から声道の形を予期することの可能性は，第2次基本母音においては第1次基

本母音よりも困難であるとみざるをえないQまた，さらに重要な事実は，D，　Jonesが記述した

舌の位置，くちびるの形はそれらの音声記号でしるされる母音を発音するための，言語的にもっ

とも実用的な調音方法ではかならずしもないという事実である。たとえぽ第2次基本母音［y〕，

［e］は舌の最高点をD。Jonesが記述した［i］，および［e］の位置よりも下，かつ，前よりに

うつした方がはるかに発音しやすい。しかも実際にそのように発音されていると推定すべき根拠

がある。そして，そのぼあい舌の最：高点はD・jonesがしめす多角形の外側にでてしまうのであ

る。D。　Jonesの第1次基本母音のまえ舌母音［玉］，［e］，［ε］，［a］の舌の最高点がえがく線は，

音色のacuteさがそこなわれないもっとも前よりの線であることはすでにのべたが，これらのま

え舌母音の発音においても音色のあかるさが多少そこなわれてもよいならぼ，舌の最高点はこの

線よりも前にでうるQしかし，円骨性のまえ半母音においては音色かほとんどそこなわれること

なく，むしろ，舌の最高点はこの線の前にでることができる。千葉・梶山（1941）によるドィッ

語の円唇性まえ舌母音についての資料，おなじくH－H・　wangler（1958）のそれをみると，いず

れも舌の最高点が相応するくちびるを丸めないまえ舌母音よりもまえ，かつ，下よりであること

はこのことをつよく示唆するし（第29図A），これらのドィッ語母音はD．Jonesの第2次基本母

音と音色が完全におなじではないが，D．　Jo簸esのまえ舌性の第2次基本母音も，そのようなやり

方で発音することはきわめて容易である。すなわち，せばめおよび舌の最高点をさらにまえ舌よ

り，上歯ぐきよりにうつし，かつ，くちびるの丸めの程度をわずかにゆるめても，これらの母音

は発音可能であって，かつ，その方が筋肉的努力がちいさいのである。

　まえ舌性の第2次基本母音は，反対に舌のよりおくの部分をたかめながらくちびるの丸めを，

さらにつよめることによっても発音可能である。また，さらにまえ舌，なか舌をとくにたかめな

いままで微妙に，さらにつよいくちびるのすぼめ方をすることによってさえも発音することがで

きる。しかし，この発音のしかたは，こ・とに［y］，［e］などのばあいくちびるのせばめのかなり

微妙な調節を要する点で有利ではない。要するに舌によるせぽめの前にできるむろの大小と声道

開口部のおおきさを組みあわせることによって，おなじ音色の母音がことなる位概の看のせぽめ

とことなるくちびるの形によってつくられるのである。

　おく懲性の［o］，［o］，［u］のそれぞれに対するくちびるを丸めない第2次基本母音［A］，［Y］，

［tU］に関しても同様なことが指摘できるQこれらの母音はいずれもせぽめの位置をさらに前に

うつしても，下あごおよびくちびるによって口腔の共鳴室のおおきさおよび声道の出口のひろさ

を適当に加滅するならば，ほとんどまったく区別できない音色の引音をつくりだすことができ，

そうしたことによる調音の変異の可能性は，丸め母音［o］，［o］，［u］のそれよりもおおきいとい

えるQまた，せばめをうしろにうつして深おく舌咽頭後壁的に発音しても，声道の出日のひろさ

を加減すれば，やはり発音できる。そして，こうしたひろい発音可能性のうち，比較的に筋肉的
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努力のちいさいものは，おそらくD．JQnesの指定した舌の最高点の位麗よりもやや萌よりの，

つまりなか舌的な発音法であろうQD．Jo纂esの9，10番陰の基本母音［1］，［耀もかなりひろい

範囲の発音可能性をもっている。これも下あごのひらき方とくちびるの形とをいろいろに調整す

ると，雪の最高点，およびせぽめはまえ舌にうつすことも，おく舌にうつすこともできる。たと

えぽ，舌さきにちかいまえ雪の部分と上の歯裏とのあいだに，もっともせまいせぽめをつくりな

がらでさえも［i］も［遍も発音することができる。このようにしてD．Jonesが第2次基本母

音とした音色の母音は，ことなる方法による調音の司’能性の幅が一般におおきく，とくに，おく

看およびなか香のそれにおいていちじるしいといえる。Ladefoged（1967）は，訓練された音声

学者に母音の音色にもとづいてD．∫ones式の母音の分類による舌の最高点の位置を指定させる

という実験をおこなっているが，その結果はうえにのべた事実を反映するものであって，第1次

基本母音にちかい音色に関しては，訓練をうけた音声学者はたがいに非常にちかい舌の最高点を

想定するのに，第2次基本母音の音色にちかい母音に関しては，訓練をうけた音声学者といえど

も結果がおおきくぱらつくのである。

　こうしてD，Jonesの第2次基本母音のもつ価値は，第1次基本母音のそれよりもちいさいと

みなさざるをえないQすなわち，これは第1次基本母音の舌における舌の位羅をたもちながら，

くちびるの形をかえたばあいにどのような母音の音色になるかという点ではひとつの指標であり

えても，そのような音色の偲音を発するためのもっとも典型的な，あるいは欝語的に実際的な舌

の位置をほとんどさししめしていないといった方がただしいからである。

2．5　よわ母音（schwa）

　D．Jonesの著書においても，また園際音声学協会で発行したi恐察音声字母の表においても，よ

わ母音［e］は舌の最高点をしめす多角形のほぼ中央におかれている。しかし，はたして事実はそ

のとおりであろうか。われわれの観察によれぽ，なか看面をそういう位概にもちあげることによ

って，たしかにその母音を発音することができるのだが，実はやはり多様な発音の可能性をもっ

ているといわざるをえない。その母音はまえにのべた休止状態にちかい調音的に中立自勺な声道に

よってつくられるほかに，たとえぼつぎのようないろいろな方法によっても発音できる。

（1）なか舌面をわずかに山なりにもちあげて，E：1むろの請口もふくめ，口むろ全体のどの部分も

　それほどせまくなったり，ひろくなったりしないように口むろの共鳴窒をつくる。このばあい

　の舌の最：高点はD．　Jonesがしめした位置とあまりかわらないであろう。

（2）口むろ側の舌画のどの部分ももちあげることなく，否噸が休止状態におけるよりもさらにひ

　らたくなるようにしながら，口むうに（1）のぼあいよりもひろい共暗室をつくり，一方，下あご

　のひらきは（1）のぼあいよりややせぽめにしてつくる。

（3）おく香面と軟口蓋のあいだで，ほぼおく勾画霞劇的な［0］をつくる位澱までおく舌をもちあ

　げ，下あごは（1）のぼあい程度ひらいておき，くちびるをわずかにひきぎみにする。

（4）深おく舌咽頭後壁的な［O〕，［a］におけるような深おく舌と咽頭後壁とのあいだでせぽめを
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　つくり，下あごのひらきは（1），（3）とほぼおなじにして，くちびるはわずかに横にひき，かつ，

　くちびるのあつみをうすくする。

（5）舌さきが口蓋の天井と相対するほどに極端なそり舌をつくり，同時に下あごをおおきくひら

　く。このぼあい下あごのひらきがたりないと母音は［r］の音色をおびた［a］が生じる。

⑥　下あごを最大限にひらき，雪を最大限に前進させて，舌うらは恥くちびると下あご外側の部

　分につける。同時に上くちびるは上門歯先端がおおいかぶさるようにできるだけ下にさげる。

　これらの6種の発音を音色がききわけられないほどにだすためには，それぞれのやり方のなか

で，下あごのひらき，くちびるのひらき，舌の形などを微妙に調整する必要があるが，そのよう

な調整をおこなえば音色はまったくききわけられないか，あるいはほとんど無視してさしつかえ

ないほどちいさなものになるQこれらの発音のなかには（6）など言語的にはまったく実際的でない

ものもふくまれているが，しかし，このような多様な発音ができる以上，舌の最高点の位置が一

定でないことはまったくあきらかである。また一般にこれらの発音において下あごのひらきをち

いきくすれば，他の条件がおなじならば音色はH本語の［U弓にちかづくし，下あごのひらきが

おおきくなればH本語の［a］の音色にちかづく。また，当然ながらくちびるを：丸めればおく舌性

の母音の音色にちかづき，くちびるをひけぽまえ舌性の，また，さらにくちびるを丸めながら舌

のもちあがる部分を前にうつしていけぽD，Jonesのまえ舌性の円唇母音にちかづいていく。

　こうして，［∂］としるされる母音は，わずかつつ音色のことなるさまざまな変種をもった母音

であるといえる。しかしここであきらかなことは，調音的にみてこの母音を発音するためのもっ

とも筋肉的努力のすくない方法が，調音器官の休比状態に非常にちかいもので，下あごだけをわ

ずかにひらくやり方のものであっても，［e］がつねに休止状態にちかい（このばあい下あごのわ

ずかなひらきと軟口蓋の上昇，おζりうる喉頭のわずかな上昇をのぞいて）位置で発せられると

はいえないことである。上村のぼあいの［e］の第1，第2フォルマントはそれぞれ6～700Hz，

1500Hz内外のところに存在しているが，うえのようなやりかたで音色をかえると，第1，第2

フォルマント周波数はこれをXY軸上にとってできる母音多角形のほぼ中央の位置からまわりの

位置へとずれていく。なお，まえにのべたように，上村のぼあい第1，第2，第3フォルマント

がそれぞれ500Hz，1500　Hz，2500　Hzにちかづくのは，すなわち，声帯からくちびるまでのあ

いだの各部分の断面積の値がもっとも近似するとおもわれるのは，国際音声記号で［（Eト］としる

されうるう母音を発するときであって，この母音の音色は［e］の音色とややことなっている。

・なお，［e］であらわされる母音にとってたいへん重要なことは，この母音がいわゆるゆるみ母

音であって，一般に，強勢をともなわない，あるいはよわまった位置にあらわれる母音だという

ことである。そのぼあい，D．　Jonesやこれまでの音声学者が記述したような典型的な［e］にお

いて，くちむうにおける諸築三が休止状態にちかい位置にあり，かつ，筋肉的緊張をかいていると

いうことのほかに，一般に［e］でしるされうる音色の母音の発音にとって重要なことは，喉頭に

緊張がなく，かつ，よわい呼気流によって織せられるということである。この母音は，一般に千

葉，梶山のいうsoft　voicingで発せられ，かれらのいうsharp　voic圭ngでは発せられない。す

なわち，喉頭の上昇はごくわずかであり，かつ，喉頭腔の咽頭腔への出口が他の母音のようにせ
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ぽまらない。もし，うえの典型的な［e］の舌の位置で，もっとつよい呼気でもって千葉，幌山

のいうふつうの，あるいはsharpな声で，いわゆるはり母音を発するならば［A］でしるされる

ような母音が生じる。この記号であらわされる母音は，むしろまえにもふれたように舌の最高点

がD．Jonesのしめした位置，すなわち，［o］の位置で発するよりも典型的な［e］の紘遣で発し

た方が筋肉的な努力がらくであって，書語的にみて実際的であるという意味の典型性をそなえて

いるとみられる。そして，きこえのおおきいちいさいという点をのぞけば，［A］と［e］とは音色

もきわめてにていて，第1，第2フォルマント周波数もほぼひとしい。しかし，周波数スペクト

ルのうえでの両者のちがいをのべるならぽ，［A］では勢力が比較的第1，第2フォルマントにあつ

まるのに対して，［e］ではFoおよび高次のフォルマントと第i，第2フォルマントとの勢力の

差がちいさくなる。そして，この［o］における音の勢力の広域への分散という事実は，そのきこ

えのよわさとともに，きこえにとって重要な要素であるとみられる。そして，これと同様のことは

ある程度lax　vowel（ゆるみ母音）全体をとおしていえるし，　また，きこえをちいさくして発音

されたすべての母音についてもやはりあてはまる。ひろい周波数帯への音の勢力の分散はこうし

て母音の音色のあいまいさを特徴づける。したがって，諸言語において単語のアクセンF一リズ

ム的構造にしたがいながらきこえをちいさく発音される母音は，その調音のしかたが充分なきこ

えのおおきさをもったおなじ母音のそれとかわらなくても，音色の明瞭さがなくなり［e］の音色

にちかづくために，したがって音韻変化の歴史の過程でつぎの段階では調音のしかた自身が［e］

のそれにちかづくのである。つまり母音の［e］へのよわまりは，単に調音的な努力の怠慢によっ

て生じるのではなくて，その怠慢はきこえによって媒介されておこっているQ［e］が喉頭の出日

のすぼまりのない，そして，ひくい周波数に勢力のあつまるsoft　voiceで発音されるということ，

あるいは，くちむろの内圧がたかまらずに，口蓋垂が充分に上昇せずにかるい鼻音化をともなっ

ているという三三も，母音の音色の明瞭さをつくっている音声の勢力の第1，第2フォルマント

への集中ということをさまたげる。それゆえにこそ否，くちびるなどの調音器官の怠慢と，喉頭

腔のゆるみ，よわい呼気，かるいそれと耳でさいていではわからないほどの鼻音化は，いずれも

聴覚的に音色をあいまい化させる方向にはたらいて共存するのであるQまたときに，おなじ音色

を実現するために，ことなる手段があいおぎなうのである。諸言語のフォネームにおける明瞭な

母音と［e］の対立，そして，はり母音とゆるみ母音の対立において，きこえをよりどころとした

ことなる音声器窟相互のあいだの体制化の例をここにもつともよくみることができる。調音のX

線映画にみられる，中枢の支配をことにする非常におおくの音声器官のみごとな体制化は，こう

してきこえを媒介にしてなされるのである。熱i学校の発音指導のなかで教師はつねにover－

nasality，　soft　voiceのための喉頭の鋼御によるおおきなきこえのあいまいな音色，ひろ母音の過

大な音量と呼気圧の不足によるせま母音の音量の過少さと音色のあいまいさになやまされつづけ

てきたが，これはもちろん，灘児の聴覚のfeed　backの欠如による多数の音声器官の合目的的な

体制化の習得の失敗：にもとづいている。難児の発音指導のきわめてすぐれた実践家たちが，個々

のフォネームのための調音器官の運動をおしえながら，こうしてあらわれる韓児の音声の欠陥の

矯正にどのような工夫をこらしてきたかは，音声学者にとってもおしえられることがきわめてお
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おきいぼかりでなく，感動的でもある。

2．6　音響的に中立的な声道によってつくられる母音

　音響的に中立的な声道，すなわち声道の各部の断面積ができるだけひとしくなるように，つま

り，一方がひらいた17・cmの円筒を轡曲させたような声道によってつくられる母音が［（Eト］のよ

うな音色をもっていることはまえにのべた。この母音はほぼ500Hz，1500　Hz，2500　Hzのとこ

ろに，それぞれ第1，第2，第3フォルマントがあって，〔e］にくらべるとそれよりややまえ舌

的な音色をもっている。D．　Jonesおよび国際音声記号の考え方にしたがって［（Eト］を発音する

ぼあいには，ほぼ［Ee］におけるように下あごをかなりおおきくひらき，かつ，舌全体をかなり

まえによせて，咽頭腔に口むろ前部におけるとおなじような，じゅうぶんなひろさをあたえなけ

ればならない。さらに声道の出口の面積が他の部分よりひろくなりすぎないために，くちびるは

わずかながら丸みをもたせる必要がある。また，一方，喉頭の晒頭への融＝iのすぼまりをできる

だけもたせないようにするために，喉頭はsoft　voiceにおけるような制御をした方がよいようで

ある。周波数スペクトル直視装概をみながら発音すると，このようにしたときに第1，第2，第

3フォルマントは円筒形の音響管のそれにもっともちかづく。しかし，第29図にみるように，この

ような母音は，ことなるふとさのすなわち断面積のことなる円筒によってつくることができるは

ずである。そして，実際に［（Eト］の音色を有する母音は，いまのべたD．Jonesの記述にちかい

ひろ母音あるいは半ひろ母音としてではなく，半せま母音あるいはせま母音としてもつくること

ができる。たとえばD．Jonesの指定した［e］と典型的な休止状態にちかいなか舌的な［e］との

中間の位置に舌を位置させ，同時に香全体をわずかにうしろにひきながら咽頭腔のひろさもせぽ

めることによって。また，［唄のようなまえ舌の丸め母音のくちびるをつくり，［G］あるいは深

第29図　ながさと各部分の断面積が一定なみっつの音響管
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おく舌咽頭後壁的な［っ］におけるように咽頭腔をせばめ，同時にうしろにひかれた舌面の全体

を口蓋のドームにあわせながらもちあげて，咽頭腔におけ’るとおなじような断面積を口むろ全体

につくることによって。そしてこれらのせま母音，半せま母音，半ひろ母音，ひろ母音はいずれ

も，ひろ母音あるいは半ひろ母音［（EF］～［ceト］としてしるされるような母音の音色を有する。

もとより人間の声道は，あらゆる部分の断面積がひとしい円筒形につくることはできないとおも

われ，これらの母音のスペクトルが完全におなじになることは期待しがたいから，音色がまった

くおなじであるとはいえないけれども，しかし，声道をこのように制御したぼあい，口むうにお

けるひろさを基準にしたひろ母音とせま母音という分類は，音色に関してほとんど意味をもたな

くなる。また，断面積のひろい［（Eト3と反対に断面積のせまい［oeト］とをつくりだすためには

雷の独特な制御が必要である。声道が休止状態あるいは発話の準備状態にあるとき，下あごをし

だいにひらいていけぽ舌の受動的なうごきによって咽頭腔は自動的にせばまる。だから［（：Eト］を

ひろ母音で発音しようとすれぽ，これをふせぐために舌をまえへうつさなけれぽならない。また，

せま母音におけるように下あごのひらきが非常にちいさいと，休止あるいは発話の準備状態にお

いては，咽頭腔にはわりあいひろい空闇がのこされている。だからせま母音で［oeト］を発音しよ

うとすれぽ，このひろがりをせぽめるために，舌全体ととくにふかおく舌，舌根部の部分を休

止状態のぼあいよりもうしろにひかなければならない。舌が休止状態よりもわずかにまえによる

発話の準備状態における舌の位罎をとりながら，下あごを日本語のeを発するときのような中く

らいのひらきにたもったぼあいに，音響的に中立的な［（E卜］を発するための舌における筋肉的努

力のもっともすくない舌の位置がほぼ実現するようである。筋肉的努力という観点からみて，こ

れらのことなる調音法による［（Eト］は等価値とはいえないが，そればかりではなくて，ひろ母音

にしたばあい，それだけ口むろのなかで摩擦音をうむことなく呼気流をつよめ，声帯を力づよく

振動させてきこえのおおきな億音をつくることができるという利点が生じる。音響的に中立的な

声道に比較的ちかい音響スペクトルをもった［e］のぼあいにも，すでにのべたように非常におお

きなことなる調音の可能性をもっているが，それは［e］が他の母音にくらべると音響的に中立的

な声道に比較的ちかい声道でつくられるためとみられる。

なが母音（はり母音〉

　　　　も

　　みじか母音（ゆるみliYi’r）

（1）H－H．XV　ti　nglerによるX線写真からトレースして

　かさねあわせたもの

第29A図　ドイツ語の母音の舌の最高点
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第4章

日本語の5母音

1　資料と方法

　つぎに，口本語の5個の母音フォネームを単独で発音したぼあいの声道についてのべる。筆者

は日本語の5個の億音フォネームの調音の特徴についてくわしくしるために，何種類かの発音に

ついてX線映騨iによる観測をおこなったが，この章でのべるのはそのうちのつぎの3種類のもの

である。

（1）規範的ないし標準的な単独の母音の発音

　これは，とくに誇張したり，あるいはよわめたりすることのない，contextから自由な環境におけ

る，音節としての母音の声道の特微をしるためのものである。そうした日的にそって発音したも

ののうちから，この燈音を2モーラをなす下降調のアクセントをもつなが母音an：，圭「：，　ur：，　er：，

o「：という発音のばあいの声道についてのべる。なお，この母音のピッチ周波数はそれぞれの母

音の持続のなかで一一aSたかいところがa■：で150　Hz，　in：で150　Hz，　u■：で143　Hz，　e■：で

エ32Hz，　o「：では143　Hzであった。分析のためにフレームごとのトレースと，各部位の計測と

をおこなったが，ここにFレース図としてあげるものは音声の定常区間のほぼ中央のものである。

また，この発音においては声門をふくむ喉頭の下部がフレームの枠の外にでてしまったために，

その付近についての情報は同様な目的で単独に発音された母音のトレースと計測によっておぎな

うことにする。喉頭がよくうつっているX線資料としては，a，　i，　u，　e，　oの順にあいだを区切っ

て，みじか母音として発音したものをえらんだ。この発話においては，標準語の五十音図をよむ

とぎのアクセントの型（○「○○「00）の影響をわずかにうけたため，各母音のピッチ周波数が，

つぎのようにわずかにことなる結果となったが，母音閥の最大の差は7Hzにすぎない。
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　　a…122　Hz，　i…129　Hz，　u…127　Hz，　e…125　Hz，　o…125　Hz

　参考までに，a，　i，　u，　e，　oを五十音図をよむときのアクセントの型にしたがって自然に発音し

た結果でt＃　’発音者上村のぼあいではつぎのようになり，母音閥の最大の差は50Hzであっ

た。

　　a…92　Hz，　i…133　Hz，　u…133　Hz，　e…103　Hz，　o…83　Hz

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そ　なお，補足的な資料の方が，まえのものにくらべると，あとで試聴した結果，わずかに誇張ぎ

みであった。

（2）誇張した発音

　これは，H本語の5個の母音フォネームの韻質の特徴をそこなうことなく誇張して発音したば

あいの声道の特微をしるためのものであるQこれはたとえぽ，教師が子供にはっきりした発音を

おしえるために，おおきめな声で個々のかな文字をよんでみせるときなどにおこなうものであっ

て，そのばあいフォネームとしての音色の特徴はそこなわれるどころか，そういう目的のために

一偏きわだつという性質をもっている。これは1モーラをなすみじか母音として発音された。こ

れも喉頭下部については情報がかけているので，喉頭下部をフレームのなかにふくんだ他の単独

の誇張ぎみの発音についてのフレームから情報をおぎなうことにする。あげるトレース図はやは

り定常部分のほぼまん中のものである。

（3）非常によわまった母音

　これは，声道をほぼ休止状態にちかい典型的な［e］にちかい状態におきながら，最小にちかい

筋肉的努力をもって5個の母音を発音したものである。このばあい各母音の明瞭さはそこなわれ

て，いわぽなまけた発音となるが，それにもかかわらず，いつつの母音の音色の相互の区別はき

わめて明瞭にききとることができる。このような母音のよわまった発音は，日常生活のなかで，

とくに私的な会話のなかで，まったくふつうにしかも頻繁にあらわれるとおもわれる。

　1回だけ発音した単独母音の声道によることなく，このような標準的，誇張，よわまりという

3種類の発音の声道を比較することによって，contextに依存しないばあいの発音の変異の可能

性に関しては，かなり正確な情報がえられるとおもわれる。なお，あらかじめことわっておかな

ければならないのであるが，実際の日常の会話のなかでは，母音フォネームをふくめ，フォネー

ムが実現するぼあいのよわまりの程度はけっしてうえのよわまった発音の例の範囲にとどまるこ

とはない。日常の会話のなかでは，フォネームはよわまって実現されるどころか，しぼしぼその

フォネームに圃有な調音のあらゆる特徴がその痕跡さえとどめずにきえてしまう。たとえぽ，

ohajo：gozaimasuという発話をま，しぼしば［ee⊥zza5：s］あるいは［e謄s］などの形で実現される。

しかも，これがフォネームの連続ohajo：gozaimasuの実現であることは，日本語の東京方言に

たとえばおなじ意味をあらわすoaiza：suとかazasuなどという単語が存在していないことから

あきらかである。これから由来したかもしれないOSUという挨拶の別の単語が存在するとして

も。［ohajo：gozaimas］という音声連続の相互同化の結果であるこれらの音声連続のなかからは，

構造主義的な機械的な音韻論者の楽観的な期待に反して，もはやこの単語を構成している偶々の

フォネームの調音的な特色をひきだすことはまったくできない。雷語活動の諸単位とその構成要
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素の認識に関する理論は，この意味でフォネームあるいはその「弁別的特徴」に関する分析をこ

えるものであって，文あるいはその構成要素としての単語，連語などの認識はcontextとsitua－

tionのなかでのそれらの諸単位の全体の音声に対してなされる。そして個々のフォネームの二三

は，まったくしぼしばこれらの音声的単位の認識の基礎となっていないのである。一方で，誇張

された発音の変異の程度も，うえの誇張された発音の程度にはとどまらない。さまざまな卓立的

なあるいは表現的な強調において，フォネームの韻質はおおきく変化するし，それについての観

察はまた刷のレベルでおこなわなけれぽならない。ここでのべることはあくまでもcontextに依

存しない音声的な条件という籟閥にとどまる。しかも，そうすることがフォネームについての音

韻論の基礎をあきらかにするために第1に必要なこととなるのである。一方で個々のフォネーム

特有の音響的な聴覚的な特徴とそのcontextに依存しない調音様式とは，依然として単語をあら

わし，その単語を他の単諮から区別する機能をになったフォネームが存在する物質的な基礎をな

しているのだからQ

2　標準的に発音された単独の母音

　このような母音の声道については，すでに千葉，梶山のX線写真にもとづいた先駆的な，しか

も詳細なすぐれた研究があるQここでは，そこでしられていることをもふくめて，そのおおよそ

についてのべる。

　2．1　a（第30図）

　喉頭蓋をふくめた看根の下部と闘頭後壁とのあいだに，せまいせぽめをつくって，くちむろ側

におおきな空間をつくるのがaの声道の基本的な特徴である。いつつの母音フォネームのうちで

下あごはもっともおおきくひらき，声道の嵐口のおおきさはいつつの母音のうちで最大で．ある。

しかし，くちむうにおけるひろがりにくらべると，声道の出口の断顧積はいくらかちいさい。

　上下のくちびるは下あごのうごきに応じて受動的にその距離をひろげるのだが，あとでのべる

ようにくちびるのうごきがつねに完全に受動であるとは断言できない。なぜなら，このような発

音におけるaのくちびるの位概は放心状態のときにaのそれとおなじ程度に下あごをひらいたぼ

あいのくちびるの位置とは，わずかながらことなりうるからである。すなわち，下あごのひらき

に応じて旧くちびるも繊口のおおきさをきめるための，わずかであってもくちびるに積極的な筋

肉の制御がしぼしばともなうからである。

　雪面はなか香を中心にしてなだらかな山をなしていて，舌さきは下まえ爾の裏側の下，あるい

はその歯ぐきの部分にごくかるくふれるか，わずかはなれるかしている。喉頭蓋と舌根のあいだ

のすき間はほとんどふさがって，この両考が一体となって咽頭後壁とのあいだに，せばめを形成
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第30図　単独で発音された標準的な母音aの声道（資料番号1－1－61）　（10．　6／10）

しているが，そのせばめを形成するために舌根のこの部分があきらかにうしろにひかれている。

この舌根部をうしろにひく運動には，舌内筋ぽかりではなく舌外筋であるglossopharyngeus

m．の収縮が関与しているようである。

　いわゆるひろ母音であるにもかかわらず，この標準的な発音においては，舌骨の位置はわりあ

いにたかくなっている。それが舌内筋のうごきによるものであるか，910ssopharyngeus　m．によ

るものであるか，あるいはその両者のうごきを反映したものであるかはっきりはわからない。F．

1）．Minifieら（1970）は，ひろ母音において咽頭の側壁が，内側に両側が5mm程度収縮する

という事実を報告しているが，この収縮がおこったかどうかはX線映画からはわからない。しか

し，咽頭後壁のえがく線を詳細に観察してみると，こうしたaの発音においては，咽頭後壁の喉

頭蓋に対する部分がわずかながら内側にふくらんでいるという現象がみいだされる。これは

glossopharyngeus　m．の収縮によるものとみてほぼまちがいないが，そうであるならば咽頭側壁

からの収縮も当然おこっているであろう。

　口蓋帆の咽頭後壁上部に対するもちあがりは，他の母音とくらべるといくらかちいさい。これ

についてはのちに考察する。

　声のたちあがりとa2ぽ同調しながら，声門の位置はわずかに上昇し，かつ，喉頭腔の咽頭腔へ

の出口の部分は休止状態のそれにくらべるとずっとせまくなっている。そして，そのせぽまりは，

この母音の韻質にあいまい母音的な音色がくわわるのをふせぐのに役にたっているものとおもわ
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れる。

2．2　i（第31図）

　iの声道はくちむうとのどむうとのせぽめの関係が，aとほぼ逆になるという点で特微的であ

る。すなわち，咽頭腔ではいつつの母音のうちで最大の空間がつくられるのに対して，くちむろ

のまえの部分でせま∀1せばめがっくられる。

　下あごはわずかにひらいて，そのひらきかたはuよりもひろく，e，　oよりもせまい。

　下くちびるは，ほぼ下あごのうごきに追従して受動的にうごくが，そのうごきが完全に受動的

であるかどうかはaのぼあいと同様に断言できない。田本語のこの母音の規範的な発音において

は，くちびるをうすくし開口部を横にひろげるためのひき口の運動はふつう観察されないのであ

るが，あとでのべるようにそれにもかかわらず声道の娼口の適当なおおきさと，この母音の規範

的な明瞭さをうるために，くちびるの筋肉がわずかな活動をすることはありうる。

　舌は全：体としてまえに移動し，かつ，まえ舌面からなか舌面へかけてが，硬口蓋からたか口蓋

へかけてたかくもりあがる。一般に舌さきと舌べりの先端は，下の門歯におしつけられていて，

この舌さきのおしつけは，まえ・なか舌面のもりあがるのをたすけている。文線映画によっては

観測されないが，古典的な人工口蓋，あるいはdynamic　palatographyによる上村の発音の観察
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第31図　単独で発音された標準的な母音iの声道（資料番号1－1－81）　（il．1／王0）
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王　日蓋図上の箔報は，上の音

　　声波形の矢印の縛点のもの。

2　口蓋図は，1：＝1蓋の内側を下

　　側方から見上げたもの。

3舌の接触情報を1：1蓋の右半

　　分のみに，実線のてまえの

　　部分として呈示。

第32図　単独で発音された標準的な5燈音のパラトグラム〔宮脇ほか，ユ975による〕

によれぽ（第32図），まえ舌面からなか舌面へかけてのわき舌のかなりひろい部分が，うえの両

側の歯のうちがわと歯ぐきと口蓋に密着していて，せぽめの幅がかなりせぽめられていることが

わかる。iにおけるせぽめの適当なおおきさは，舌面を比較的緊張させながら，わき舌の部分を

このように上側に密着させるということによってつくられ，たもたれるといえるQ香をこの位置

において，舌面を上側の構造物にふれることなく，iの規範的な音色を実現することは不可能と

いってよいであろう。

　看が全体として上前よりにひきあげられる結果，香の最高点から喉頭蓋のつけ根にかけては，

ほぼ直線的な斜面ができあがって舌根と喉頭蓋とのあいだには比較的ひろいすきまができる。そ

して，工むろの後部から咽頭腔へかけてひろい空間ができ，喉頭蓋の背面と咽頭後壁とのあいだ

の幅はいつつの母音のなかで最大となる。

　舌骨はおそら．くgeniehyoideus　m．の緊張を反映してわずかにまえよりに移動する。舌のこ

のような形づくりにgeniohyoideus　m．，　genioglossus　m．そして，その上部のいくつかの筋肉

がどのようにして参加しているかくわしくはまだわかっていないQ

　実験手つづき上の不備から，咽頭後壁がこの咽頭腔のひろがりの形成に参与するかどうか充分

確実ではないが，何組かのiのトレースを他の母音と比較すると，被裂軟骨との網対的な距離が，

iにおいて他¢）母音よりもはなれ，咽頭後壁の中部から下部へかけてが後退しているような印象

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ00



をうける。それぽかりでなく，それに応じてその部分の椎骨もわずかな後退があるようにみうけ

られる。こころみに，ごくわずかうつむきかげんの姿勢をとりながら，ぼんのくぼの下の椎骨の

うしろの部分の皮慮をつよく指でおしながらiを発音すると指に圧力を感ずる。この咽頭後壁と

椎骨とのうしろ向きのわずかな移動とみられる現象は，咽頭内での気圧のたかまりを反映するも

のではありえない。なぜなら，この指で首すじをおさえた実験では，喉頭をふくめた調昔器官

をiの位置に位置させるだけで，呼気によって声帯を振動させなくても，おなじように指への圧

迫感が生じるからである。なおS．Perkelは母音を発音するぼあいのこのような事実を観察し

ていないが，それはかれのX線映繭的観察の被験者がheadrestを使用したためではないか

（headrestをどの位置に使用したかは記述がない）とおもわれる。

　口蓋帆は他の研究者によってすでに報皆されているように，いつつの母音のなかではもっとも

もちあがる。

　aと同様に声門は干たてと陶時に休止状態の位概より上昇するが，その程度はaよりもややち

いさい。喉頭蓋と被裂軟骨のあいだにできる喉頭腔から咽頭腔へかけてのすきまは，iセこおいて

はaよりもひろくなっており，かつ，正中断面にあらわれる喉頭腔の面積はaよりもひろい。こ

のことは，部分的には舌全体をまえ上方にひきあげることによって生ずる結果であるといえるの

であるが，そればかりでなく声帯が振動して以後の，この部分での気圧のたかまりを反映した咽

頭腔と喉頭腔の膨脹がくわわっているであろう。甲状軟骨の先端のとんがりのわずかにうえの部

分を指でかるくおさえて，なが母音i：を発音しつづけると，喉頭腔の膨脹とみられるうごきが

持続的におこっていることがわかる。まえにものべたようにiにおける共鳴室としての声道は，

きこえのおおきさをつくるためにはaや。にくらべて不利な形をしており，したがっておなじ呼

吸筋の鰯御によって発音したぼあい，これらの母音よりきこえがちいさくなってしまう。そして，

われわれは声門下の気圧についての情報をもたないけれども，これをふせぐためには，つよい呼

気流による力づよい声帯の振動が必要となるはずである（上村1972）。そして，その結果として

生ずる声道のせばめのうしろの部分の気圧の上昇を吸収するために，とくに喉頭腔の前方へのふ

くらみ，および咽頭下部のおそらく主として側方へのふくらみがやくにたっているのだと推測さ

れる。

2．3　u〔皿〕（第33図）

　一一一般的なおく舌の丸め母音としての〔U〕の声道は，ちょうどひょうたんあるいはへちまのよ

うに，まん中がくびれてふたつに分割された共鳴室をもち，かつ，出；コの部分は丸められたくち

びるによって，せまく，かつ，これによって声道事体のながさがいくらかながくなるという特徴

をもっていることがしられている。しかし，H本語のくちびるを丸めない〔UI〕のぼあいには，

声道の形は典型的なおく否の丸め母音〔U〕とは声道の形において，そして，音色においてこと

なっていて，これが標準的な日本語の五母音制度の全体の重要な特色となっている。すなわち，

くちびるの丸めによる声道のながまりがないことと，せぽめがなか雷よりの部分でおこっていて，

f：1むろ前部のむうとのどむろ側のむうとのおおきさのちがいがかなりおおきくなることが，この
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第33図　単独で発音された標準的な母音uの声道（資料番号1－1－100）　（10，9／10）

日本語の〔tu〕の特色をうむ原因となっている◎基本母音などにみられるおく舌のくちびるを丸

める〔u〕とくらべて，第1，第2フォルマントともたかめになり，かつ，ふたつのフォルマン

トのあいだがとおのき，さらにそのうえ，フォルマンbへの音声の勢力の集中度がつよくなく，

そのまわりに勢力が分散して，いわぼあいまい化するということは，この〔UU〕の声道の特微の

結果である。茨城などの北関東などの方言，山形・秋田などの東北の諸方言では，下あごや舌を

標準語における〔W〕とほぼおなじにしながら，両くちびるのあいだの開口部の薗積をひろげて

発音しているとみられる〔va〕が観察されるが，そのような発音のぼあいには第1フォルマント

がさらに上昇するなど，音色は一層「なか舌的」あるいはあいまいなものにかわる。

　下あごのひらきはいつつの母音フォネーム中もっともちいさく，上村のばあいには上下の門歯

の先端は，前からみて1～4mm程度かさなりあう。そして，これはほぼ休止状態における下あ

ごの位置とおなじである。そして，この下あごのひらきのちいささは声道の出口をちいさくする

とともに，口むろ前部の共鳴室をせまくすることに役だっている。

　Uはたいへんせまいくちびるのひらきをもっているが，上くちびるはそのせまい出口を確保す

るためにわずかながら上昇し，かつ，あつみをます。上下のくちびるのあいだのすきまはごくわ

ずかであるが，おなじ下あごのひらきで休止状態でとじていたくちびるは，わずかな積極的なう

ごきによってその声道の出口をつくりだすわけであるQあるいは，休企状態のまま上下のくちび

るが緊張のないままにたがいにはなれた位置をたもつ。くちびるに積極的なうごきがあるかどう
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かは，どのような状態からUの発音にいたったかによってもちがってくるだろう。発音者のばあ

い，その上下のくちびるのへだたりはわずか2mm程度であり，　X線映画のこのデータでは計

測されていないが，他のばあい左右の幅は約エ8mm程度であるQ上下の門歯のかさなりの有無

とくちびるの開口部をきめる筋肉の積極的なはたらきの程度は，個人の音声器窟の特徴によって

ことなるはずであるQ

　舌の位置および形は，いつつの母音のうちで休止状態のそれにもっともちかい。なか舌面から

おく舌菰iにかけてが，軟に1蓋のまえよりの都分にむかってもちあがり，そこでせぽめが形成され

る。すなわちu〔UI〕は，雪に関していえぽせまいなか舌よりのおく否燈音，ないしはおく舌よ

りのなか青母音といえるだろう。そのせぽめのまえには比較的ちいさいむうが形成されるし，せ

ぽめのうしろにはかなりひろいむうが形成されるGiほどではないが喉頭蓋と舌根のあいだはか

なりあいている。

　舌のもちあがりがおきることの結果であろうか，舌骨はわずかにまえによる。

　せま母音に共通な特性として，口蓋帆はいつつの母音中，iとほぼ同様たかくもちあがるQ

　喉頭腔およびその咽頭弓への門口の正中断面からみたひろさは，iとおなじもしくは，それよ

りわずかにおおきい。そして，声門はiよりもわずかにひくい位概にある。iとuとでは，舌骨

はほぼおなじたかさにあっても，iにおいてはgeniohyoideus　m．カミつよく緊張するため，舌骨

と下顎骨とのあいだの距離はちじまるが，Uにおいてはその緊張の程度はiよりずっとちいさく，

したがっておそらくこれを反映して，舌骨と下顎骨とのあいだの距離はiのぼあいのそれよりお

おきいQ声たてと同時におこる声門の上昇の程度も，iよりちいさめであるQなお，　Uにおける

喉頭に関してはのちにさらにくわしくのべる。

　なお，英語からの借用語において英語の音節末の子音フォネームが日本語にどのようにうつさ

れるかをみると，∫，t∫，　dsは，日本語ではその口蓋的な性格のゆえにsi，　ci，　ziとして乱用され，

t，dはH本語に固有のtu，　duという音節をかくためto，　doで借用される◎しかし，そのほか

のすべての子音フォネームはCuという形で借用される。音節末㊧子音をかくH本藷で，英語を

はじめとする外国語の音節末の子音フォネームがCuという形で借用されるのは，この母音の他

の母音にくらべての［e］にちかいあいまいな音色と，ちいさいきこえにもとづいているだろう。

2．4　e（第34図）

　eの声道の特徴は，iのそれとくらべたぼあいに非常にはっきりするQすなわち，　eにおいて

は口むろのまえ部分のせばめが，iよりかなりひろくなっているのに対して，反対に口むろのう

しろからのどむうにかけての共鳴室のおおきさがiよりもちいさくなる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　下あごのひらきの程度は，ほぼiとaの中問になるQ

　iあるいはaと同様に，下くちびるは下あごのうごきに応じたほぼ受動的なうごきをしめすけ

れども，やはり完全に受動的であるとは断需できない。日本語のeの規範的な発音においては，

ふつうはくちびるを横にひくうごきはみられない。上くちびるの位置と形は1，aのそれとほと
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第34図　単独で発音された標準的な母音eの声道（資料番号1－1－118）　（10．9／10）

んどかわりがない。

　舌はiにおけると同様に，全体として休止の位置よりわずかにまえに移動して，まえ舌面とな

か舌面が正中線上ではiと似た曲線をもってiよりひらいた下あごを基盤としてもりあがってい

るQそのもりあがりの頂点はもちろんiよりひくく，硬口蓋と看而とのあいだのせぽめの程度は

ひろい。そして，iにおいてはくちびるの付近の断面積は，せばめができる口蓋の部分よりずっ

とおおきくなるけれども，eにおいてはその差が縮小する。舌さきおよび舌べりの先端は，　iに

おけるように下の門歯のうらがわにおしつけられているが，そのおしつけの程度は宝よりはやや

よわく，そのためか，下あごを基準としてみたぼあい，正中線上のまえ舌面はiよりわずかにう

しろにひかれている（第38図参照）。

　X線映像上にあらわれないが，わき舌はほぼ第1あるいは第2小臼歯のあたりから，そのうし

ろにかけての上の歯の下面にほぼ密着するし，さらにうしろの部分では内側の歯ぐきに接触して

いる。eにおけるわき舌の上の臼歯面への接触は大事な意味をもっていて，この母音の共鳴室に

上下の臼歯のあいだの頬の内側の空間がくわわることを拒否している。わき養の比較的まえの側

面の部分は上くちびるの脇の頬の内側にやはり接触していて，やはりこの部分でも共鳴室が横お

よび下にひろがることをこぼんでいる。もしわき舌の部分をたかめずに，iにおけるような形の

舌のもりあがりをeの下あごのひらきのなかで実現したぼあい，eの音色はかなり変化し音色は

あいまい化するQなお，それに対してaに，おいては，上下の臼歯のあいだの空間が共鳴室にくわ
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わっている。声帯はわずかにiよりもたかめであるQ

　喉頭腔およびその出口の幅は，比較的ひろい1，uと，比較的せまいa，　oの中間程度となって

いる。

　軟口蓋、の上昇の程度は，i，　uよりもひくくaよりもたかい。

　ふつうに発音したぼあい，このeはせま母音iよりもきこえがおおきく，aよりもちいさいが，

計測値がないが声帯を振動させる呼気流のつよさも，やはりiよりちいさく，aよりもおおきい

だろう。

　香骨の位置は，iと同様，わずかに前よりであって，かつ，圭よりもわずかにたかい。また声

帯の位置もおなじように1よりもわずかにたかい。この事実は一体なにを意味するのであろうか。

はじめ，われわれはうえにのべたeにおけるわき舌の役割のiとのちがいが，舌骨の上昇をまね

き，それにひきづられて喉頭もiより上昇するのではないかと推測した。しかし，この推測があ

やまりであることは，指先で顎の下のやや横の舌骨の部分に外からふれながらi，eの発音を比較

してみることによってあきらかになった。すなわち，声帯を振動させずに声門を朋放したまま，

下顎，くちびると舌だけをeの形にしたぼあい，舌骨はiのぼあいとほとんどかわらず，わずかに

ひくめになるのである。そして，つぎに声帯を振動させてeの発音をおこなうときに，喉頭が顕

著に上昇し，また，舌骨も岡聴に上昇する。すなわち，eにおける喉頭の上昇とその結果として

の舌骨の上昇は，この母音のまえ看性あるいはあかるさをきわだたせるために声道を縮小させる

1ヨ的にそったものとみなけれぽならなくなる。それならぽなぜeにおいて喉頭と舌骨とは，おな

じまえ舌母音であり舌の最高点がeよりさらにたかいiよりもたかい位概をとるのであるか。i

においても，まえ舌母音としてのあかるさを強調するための，eと同程度の喉頭の上昇（および，

その結果としての舌骨の上昇）がおこってもよいとおもわれるのに，事実はそうなっていない。

そのように喉頭を上昇させて，声道をちぢめたiの発音が可能であるか。

　それは可能である。第35國のみっつの母音のソナグラムはこれをしらべるためにおこなった上

村の発音についてのものであるが，そのうちvelarized　iとしめされたのがそれである。ほかの

ふたつは比較のために同時に発音された標準的な日本語のiとeである。

　iとvelarized　iのソナグラムをくらべると，その主要なちがいは，後者においては第2フォ

ルマントがiよりもさらにたかい周波数帯へ移動し，かつ，第3，第4フォルマントは互いに接

近しながら，スペクトル全体のなかでの相対的な勢力をつよめる。そして，この母音を耳できく

とD．Jonesの基本母音のiよりもさらにするどく金属的なきしむような印象の音色をもってい

て，あたかもこの簿音を単独できくと，不自然な電気的に合成された音声であるような印象さえ

あたえる。しかし，この傍音を発音するためには，舌面の強度の緊張を必要とし，わき看は臼歯

にむかってつよくおしつけられる。すなわち，この母音は酋語的に実用的な母音とはいいにくい

のである。したがって，言語的に実用的なまえ舌のせま爪音としてD・Jonesが基本母音〔i〕をあ

げたのは，やはり正嶺であるということになる。このvelarized　iにおいては，喉頭および舌骨

が上昇するためにまえ一舌，なか舌がD．Jonesの基本母音iと同様，あるいはそれ以上の硬口蓋

でのせぽめを形づくると同時に，喉頭と舌骨の上昇の結果として，おく舌面も軟口蓋にむかって
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もちあがり，iにおけるよりもその部分がせまくならざるをえない。　velarized　iとはその特徴を

とらえた命名であるが，この母音のスペクトルにおいて第1フォルマントもわずかにたかまり，

かつ，第1，第2フォルマントのあいだの中継の周波数帯の勢力もいくらかつよめられるのは，

このおく舌面の上昇にもとつくものであるかとおもわれる。以上によって，喉頭と舌骨の位置が

eにおいて，童とおなじあるいはたかめとなってその逆にならないのは，そのような声道の短縮

が玉のぼあいには調音器官の不自然な緊張をつくりだすためであると結論される。このような喉

頭を上昇させたこiゴの発音は書手的には実用的ではないが，しかし，このように喉頭を上昇させ

たまま，さまざまな母音を発音することは可能である。そして，そのような喉頭の上昇による声

道の短縮と，それにともなうおく舌の部分のvelarizationとを特徴とした発音は，歌における

発声法では実際にもちいられているとおもわれる。たとえぽ，女性による沖縄民謡のうたいかた

にはそのような発声法によるものがあるようにおもわれる。

　こうして，喉頭の上昇にもとつく声道の短縮は，舌の形および下あごのひらきの程度によって

同一ではないが，結果としておく舌を軟口蓋にちかづける効果をもたらし，他の条件がおなじで

あれぽ声道をみじかめるとともにせぽめる結果をもたらす。反対にこれとは対照的に喉頭を下降

きせると舌根もそれにひつばられ，その結果，舌全体とくにおく舌面がさがって声道の容積がお

おきくなる。そして喉頭をおおきく下降させたぼあいには，舌も下降するためにi，eなどのまえ

舌母音はもはやふつうのぼあいの調音の位置では発音が不可能になる。簡単にいえぽ，舌のなが

さがたりなくなって舌面が硬口蓋でせぽめをつくる必要な位置にとどかないのである。そして，

そのときにはまえ舌となか舌面がたか口蓋と軟口蓋にむかってちかづいて，そこでまえ舌母音が

形成されるかあるいは，舌べりとまえ舌面のごく一部のみが通常のせぽめの位置よりうしろより

の硬口蓋にちかづいてそこでまえ舌母音のためのせぽめをつくり，まえ舌面のうしろよりとなか

舌面は喉頭の下降につれてひきさげられて，せぽめの形成に参加しない。この種のまえ舌母音の

発音は男性のオペラ歌手の発声法にみられるようである。
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2．5　0（第36図）

　ひょうたん型という点では，oの声道の形はuと共通である。しかし，そのひょうたんの形は

かなりちがっていて，Uとくらべるとくびれの前の共鳴室はUよりもはるかにひろく，反対にく

びれのあとののどむろの共鳴室はUよりもずっとちいさい。また，声道の珪1口のおおきさはUよ

りもおおきく，ひょうたん金体のながさもUよりながい。

　下あごのひらきは，iとaの中問であってeとほぼおなじである。

　下くちびるは，この丸くち偲音独特のうごきをしめして，横からすぼめられてあつみをましな

がら，上および蕊の方向につきだされるQ上くちびるのうごきは，正中断臨では下くちびるほど

顕著ではないが前下方へのうごきをしめし，上下のくちびるの角が同時に左右からひきよせられ

るので，くちびる全体としてはそのあつみをましながら，声道の出口の断而のlll，1心の方向へとす

ぼまり，かつ，前へつきだされるQ

　舌はおく舌面から咽頭後壁上部に対するふかおく舌の部分の舌面が，口蓋重および咽頭後壁の

上部に対してもちあがりその部分でせぽめをつくる。このもちあがりをつくるために，まえ雲面

は後退して，看さきは下門歯のうら側からはなれる。

　咽頭後壁と喉頭蓋および心おく舌との距離は，i，　u，　eよりははるかにせまいがaよりはひろ

／

第36図　単独で発宵された標準的な母音。の声道（資料番暑H－134）　（10．9／エ0）

107



い。このときglossopharyngeus　m．がこのような。の調音にどのように関与するかは正中断面

のX線データからしることは困難である。

　0における舌のうしろ上方へのもちあがりは，styloglOSSUS　m．が関与するとおもわれるが，

その関与が咽頭の側壁の形に影響をあたえるかどうかもわからない。

　舌骨の位置はひくく，また，声門は休止状態の位：置からほとんど上昇しない◎声門がひくい位

置にとどまることは，もちろん，くちびるのつきだしとあわせて声道の全体をながくし，oのく

らい「おく舌的な」音色をつくるのに寄与している。舌骨の位置がひくいことは，喉頭をたかめ

ないことの反映とかんがえられる。

　喉頭腔およびその出口の帳はaについでせまいQなお，［っ］でしるされる母音は，他の母音に

くらべて一般にもっともおおきいきこえをもつものであるが，くちびるの1－1二imがちいさい日本語

の。のきこえは，eと同様，ひろ母音aよりはちいさめで，せま母音i，　uよりはおおきいQ

　計測値をかくけれども，eと同様に，声帯を振動させる呼気のつよさはaよりつよく，　i，　uよ

りよわいとおもわれ，る。

3　標準的な単独の母音の発音の際の各種音声器官の状態

つぎに，以上いつつの母音の声道について，これをつくる音声器官ごとの特徴をあげよう。

3．1　くちびる

　くちびるの前面からの高速度映画の資料をもちいて，さらに，X線映爾の資料，写真，直接の

隣測などの方法をあわせながら，いつつの母音におけるくちびるの縦方向と横方向のひらきを計

測すると，発音者上村のぼあいは，ほぼ第37図のようになる。

　図にみるように，a，　e，　iのみっつの母音は，横方向のひらきがほぼ同一であって，縦方向で

はa＞e＞iの順にせまくなる。また，o，　uの横方向へのひらきは，　a，　e，　iにくらべるとずっ

とちいさく，oとuでは横方向のひらきはほぼおなじであるが，縦方向ではuの方がずっとせま

い。これによって，くちびるの形づくりの点では，i，　e，　aがひとつのにたタイプをなしている

のに対して，U，0はそれとことなり，さらにU，0とでは，丸めの有無という点においてことな

るということになる。

　以上の計測は，単独の規範的な発音のぼあいの個人の計測の結果にすぎないのであって，計測

値はcontextおよびsituationによって，また，歯やくちびるの個人差に応じて，もちろん，

かなりの変動の幅をもつはずである。しかし特別に歌，腹話術などの特殊なケースや，誇張した

発音，極度に怠漫な不明瞭な発話をのぞけぽ，このいつつの母音におけるくちびるの形づくりの

相互関係はかわらないであろう◎
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　そして，これらH本語のいつつの母音フォネームのくちびるの形づくりにおいて，重要な役割

を演ずるのは，oのばあいをのぞけぽ上くちびるではなく，下あごと連勤してうごく下くちびる

であるQしかし，上くちびるにまったくうごきがないわけではない。まず，uにおいては上くち
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びるはぐちびるをかるくとじた休止状態のぼあいにくらべて，わずかに上むきそして前むきのう

ごきがみとめられる。また，iにおいては，この発音においてわずかに観察されるくちびるの両

端の，うしろへのうごきと連動した正中線上の上くちびるの最先端のわずかなうしろへのうごき

が観察される。そして，これらのわずかなうごきは多少ともiの母音のあかるさの形成にやくだ

っているだろう。このとき上くちびるは同時に下降するが，これも前からの観察によれぽ，両く

ちびるの角をわずかに後方にひくうごきと関連しておこっているもののようで，上くちびるをわ

ずかながらうすくするはたらきとみられる。またa，eにおいては，　X線資料によると下あごと

下くちびるのひらきに呼応した，また，その程度を反映したおそらく受動的なきわめてわずかな

上くちびるの息むきの位概の移動がある。しかし，このうごきは音色の形成という点からみれば

無視しうるものであろう。

　tl，　a，　e，　iの4個の母音における嘆くちびるについてみると，まず，　uでは，くちびるをかるく

とじた休止状態にくらべて下くちびるはごくわずか下，そしてわずかに前にうこいている。i，　e，

aの3者では下くちびるは下あごのひらきに応じてうごくけれども，あとでのべるようにこのう

ごきはまったく受動的ではなく，同時にわずかながら軽くちびるを下にひく乾くちびるの下側

の筋肉のはたらきをうけているか，あるいは，ときにうけるかであろう。丸くち母音の。は

orblcularis　oris　m．の括約筋的な収縮がみられる点で他の4個の母音とちがっている。この収縮

によってくちびるは中心方向に丸くすぼめられ，その結果くちびるには鐵が生じることになるが，

そのばあい正中線上では，上くちびるは主として下むぎのうごきをしめすのに対して，一Fくちび

るは上むき及び前むきのいちじるしいうごきをしめす。

　以上のような日本語母音の単独な標準的な発音セこおけるくちびるの形づくりをV。Fromkin

（1964）による英語母音におけるくちびるの観察資料と比較すると，英語は諸言語のうちでけっ

してくちびるのうごきがさほど活発でない内語とおもわれるにもかかわらず，英語の：方が母音の

調音における．くちびるのうごきが日本語よりも活発であるということがわかる。V．　Fromkinに

よれぽ，英語の母音におけるくちびるはまえ舌，おく舌，せま母音，ひろ母音，はり母音，ゆる

み母音のちがいに応じて上下方向，左右方向，前後方向のどれにもかなりこまかな有意味なうご

きをしめしている。これにくらべると日本語におけるくちびるのうごきは単純であって，日本語

はくちびるのうごきにおいては怠慢な，したがって縢者のIip　readingのためには不利な言語で

あるといえそうである。

3。2　下　あ　ご

　単独の母音の規範的な発音においては，下あごのひらきはせまい順にu＞圭＞e，o＞aとなる。

しかし，われわれのいくつかの観察例からみると，単独の母音の規範的な発音においてすら，も

し母音をいったん休止状態にもどることなくつぎつぎに発音すれぽ，それを二重母音のように発

音しなくても，下あごのひらきはcontextに左右される。たとえぽi　eaouの順に発音するぼ

あい，eにおける下あごのひらきは，前のiにひきづられるためせまめになり，　oのくちびるの
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ひらきは，前のaにひきづられてひろめになるという事実が観察される。このことはおそらく下

あごのひらきというものが，くちびるおよび善の形づくりのための基礎としては非常に重要な役

割を演じているにもかかわらず，両門歯のあいだのせばめはくちびるにおける声道開β都のせば

め，あるいは舌による母音の音色をつくるためのもっとも重要なせぽめにくらべると摺対的に重

要さがひくいζいうことをしめしているであろう。このことは，たとえぽ歯をまったくかみあわ

せたまま発音してもaiueoの五母音の音色をほぼ実現することができるし，また反対にaに

おける程度に下あごをひらいたままでも，やはり五母音の音色をほぼ実現できるという事実に裏

がきされているとおもう。しかしもちろんこの二種類の母音の発音においては，下あごのひらき

のちがいを代償するための舌およびくちびるのうごきがみられるQなお，下あごは多少ともわず

かながら前後へうごくことができるが，日本藷の5個の母音の規範的な発音のぼあいは，下あご

の前後へのうごきはほとんどみられない（なお，一ドあごに関しては」二i寸，高田1973を参照）。

3．3　舌

　いつつの母音における舌の形づくりの特徴を分類するならぽ，i，　eはまえ舌硬口蓋的，　uはな

かおく舌たか瞬蓋軟口蓋的，oは単独で発音されたばあい口峡的ないしふかおく雷咽頭後壁的で

あり，aは舌根喉頭蓋前頭後壁的ということになる。そしてi，　eではすでにのべたように，両

者とも舌が全体として前に移動して日記に対してたかくもりあがるが，eはiよりもわずかにあ

とよりである。また，両者ではわき舌の演ずる役割が多少ちがっていて，iではわき舌の正中線

よりの部分が口蓋に密着するためにとくにもちあがり，その外側の部分はそれほどもちあがらな

　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　！！　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　L
　　　　　　　　　　。　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　三／　　　　　　　　　　　　　　亀
　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　　　　　　　　　／　　e　　　　　　　l
　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隻

　　　　　　　　　　i　（望｛奉手番・～｝玉一1－81＞　　　　　　　　　｛
　　　　　　　　　　e（資斜番号1－1－118）

第38図　下あごを基準にしてかさねあわぜた単独の群音

t

l
t
l

　IX

　X，i

t；一）il一

’eの舌の形　（1ユ．9／10）
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いのに対して，eでは外側の部分が，臼歯に密着するためによくもちあがるQuでは舌はほぼ休

止状態の位置からなか舌ないしおく否の部分がもりあがるけれども，そのもりあがりの程度およ

び筋肉的努力はi，eよりもちいさい。なお，下あごを基準にしてiとeにおける舌のトレース

図をかさねあわせてみると第38図にみるようになって両者の形はきわめてちかい。このことから

標準的な発音のばあいのi，eにおいては，せぽめを形成するうえでの下あごの重要な役割がう

かびあがってくる◎

　oにおいては，舌は全体にうしろにひかれると同時に，うしろ上方ないし後方にむけてもりあ

がるQcontextから自由な単独な。では前にのべたようにもりあがりは口峡ないし咽頭後壁にむ

かっておこるが，この。がどこへもりあがるかはじつはcontextに依存するQたとえぽ，　io，　eo

という母音連続においては，もりあがりはi，eにおけるもりあがり方にひきづられて軟pn蓋に

むかっておこり，aoという母音連続においては，　aにおける舌根，喉頭蓋の咽頭後壁への後退に

第39図　単独に発音された標準的な5震音における香の能動的なうごき　（4．5／エ0）

112



ひきづられてもりあがりは咽頭後壁の上部にむかっておこる。両者の。において音色はごくわず

かことなるけれども，そのふたつの音色の差を縮小させるような代償的な行為が，くちびるその

他でなされていることはありうることである。たとえぼくちびるの開口部はeoの。において

aoの。よりもわずかに横にひろがっているけれども，このひろがりは両者の音色の差をちぢめ

ている。つまり，もっともひろい開降部をもったaからせまい開口部をもつ。へうつるぼあい，

もし，たんにaのくちびるのひらきに。が同化するだけであるならば，oのくちびるのひらき

はもっとおおきくなってよいはずであり，もっと平くちになってもよいはずである。たんにユ例

にすぎないがけれどもそれがおこっていないということは，ある規範的な韻質の実現にむかって

ことなる音声的なcontextにおいて調音器官が運動するばあい，微妙な代償行為がおこなわれて

いるとみなされるのである。なお，音声学的な訓練をうけていない人に発音の指導をするぼあい

に，くちびるを丸めるようにもとめると，同時におく汚を。の伎置にたかめてしまうという現象

がみられる。これは。の，くらいあるいe＆　graveな音色を実現するために人がこの両者を同時に

うこかすことに習熟してしまっていて，その習慣からぬけだせないということにすぎない。つま

り，くちびるとおく舌の連動は聴覚を媒介にして覆慣づけられた行動である。

　aにおける舌の形づくりの性質はいままでのよっつのぼあいとややことなる。すなわちaにお

ける舌の形は，下あごのひらきに応じて受動的にうこいた舌が，さらに咽頭後壁にむかって積極

的にひつばられたときにできるものであって，aにおけるなだらかなくちむろ側のもりあがりの

山はこの部分の積極的な運動の結果ではない。

　なお，いつつの母音において，舌がそれぞれことなる下あごのひらきによって受動的にとる形

からどのように変形しているかをみるためには，それぞれの母音の舌のえがく曲線と第10図にあ

　　　　　　　　　　
　　　／／ズ’、㌧，＿．

／∠　　／も＼＼
　　　　　　　／　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　、

x
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　　x

”x＞X　／r

へ／
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＼
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第40図　単独に発音された標準的な5母音の舌の形（下あごを墓準にしてかさねあわせたもの）　　　　　　　　　　　　　　（1　．1　．　8／iO）
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げたことなる下あごのひらきにおける舌の中立状態を比較すれぼしられ，第39図でしめしたよう

になる。また，下あごを基準にしていつつの母音の正中線のえがく曲線をかさねあわせてみると，

第40図のようになり，そのえがく曲線は，1，e，　u，　o，　aの順にすこしつつちがっていることがし

られる。

3．4　口　蓋　帆

　口蓋帆は，頭蓋につらなる2種類の筋肉（Levator　veli　palatini　m．とTensor　veli　palatini　m．）

の収縮によって上昇する。また，咽頭の壁にいりこんだpalatopharyngeus　m．と舌にいりこんだ

palatoglossus　m．の収縮によって下降する。また，　口蓋帆がもちあがったばあいには上部咽頭

を収縮させる筋肉superiopharyngeus　constrictor　m．が側方から収縮して，はなむろへの通路の

閉鎖をたすける。単独の母音を発するときには，こうして発音の直前に口蓋帆は上昇し，あとに

休止をおぐときには，発声のおわりに下降がはじまる。ただし，たんにくぎって連続的に発音す

るときには，ごくわずかな下降しかおこらない。母音の種類に応じて口蓋帆の上昇の程度はこと

なり，いつつの母音のなかで購蓋帆はi，Uがもっともだかく，　e，　Qがこれにつぎ，　aがもっと

もひくい。また，べつの機会にのべるつもりであるが，閉鎖音と摩擦音において口蓋帆は母音よ

りも一般にたかくあがる。X線資料では口蓋帆の上昇の程度は観測できるが，上部咽頭｛財壁の収

縮の程度は観測できない。したがって，閉鎖がどの程度完全であるかはx線資料からは観測でき

ない。しかし規範的な発音においても，母音はきつかれない程度に鼻音化しているという事実や，

他の人々の観測資料（牛島，沢島，1972，ほか）からみて，閉鎖は完全ではない。

　母音によって口蓋帆の上昇の程度がことなり，せま母音においてたかく，ひろ母音においてひ

くいという事実がなぜおこるかについては，つぎのふたとおりの解釈がありうる。

　第1の解釈は，この上昇の程度が口腔内圧のたかまりの反映とみるものである。その解釈にし

たがうと，声道の出口，あるいは八口にちかい主要なせぽめがちいさくてせまいせま母音におい

ては，そのきこえのちいささをおぎなうために声帯をつよく振動させるための，ひろ母音よりも

つよい呼気流が必要であり，その結果，くちびるあるいは硬口蓋とまえ舌のあいだのせまいせば

めのために，口むろのなかの気圧がたかまり，そのために上昇した口蓋帆はさらに上におしあげ

られ，aのようなひろ母音のぼあいはそれがおこらないということになる。この解釈にしたがう

と，破裂音や摩擦音のぼあいも，その破裂音の音色の特徴，摩擦音の音色の特徴をつくりだすた

めには，口むろの内圧のたかまりを必要とするから，そのたかまりの結果，P蓋帆はよけいおし

あげられるということになる。

　第2の解釈は，口蓋帆のことなる上昇の程度は，規範的な発音において許容できる鼻音化によ

る音色の変化の程度，あるいは，破裂音や摩擦音のぼあいには，これとともに，これらの音の音

色をつくるのに許容できる鼻むろへの呼気の流出の程度に規定されているとみなす解釈である。

この解釈にしたがうと，口蓋帆の上昇はそれにたずさわる筋肉の活動の程度に応ずるものであり，

i，uのようなせま母音のぼあいには，鼻音化による音色の変化がひろ母音よりおおきいから，そ
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ag41図　標準的な発音，誇張した発音，よわまった発音における5母音の口蓋帆のた

　　　かさの比較　（8．4／10）

れをふせいでせま母音の音色の規範性をたもっためには，口蓋帆はひろ母音のぼあいよりもよけ

い上昇して，録むろへののこされた通路のひろさをせぽめねばならず，反対にひろ母音のぼあい

は，轟音化による音色のきこえの上での変化が，せま母音のぼあいより凹むろへののこされた通

路のひろさがおなじならぼちいさいから，この母音の音色の規範性をたもつうえでも，口蓋帆は

せま母音ほど上昇しなくてもよいということになる。そしてこの口蓋帆の上昇はもつぼら，きこ

えを媒介にした音色の規範性の保持のために程度を規定されるということになる。そして破裂音

や摩擦音においても，その音色の規範性の維持のためには口蓋帆はたかくもちあげなけれぽなら

ないということになる。

　この2様の解釈のうちでどちらがただしいか，あるいはこの両方が同時に作用しているかにつ

いて，簗者らは断定をさしひかえる。　しかし，臼蓋帆の上昇の程度がのちにみるようにきこえ

のおおきい誇張された母音の発音においても，きこえのちいさいよわまった母音の発音において

も，さしておおきな変化がみられないという事実（第41図参照），また，i，　uの発音において，

くちむろのなかの内圧を吸収するために，喉頭腔と咽頭腔の下部とが，母音の持続期闘中にその

末尾部分をのぞいてひきつづいてふくらみつづけるのが観測されるのに，口蓋帆の上昇はそれに

同期して上昇をつづけているとはみられないことなどから判断して，後者の解釈の方がただしい

ようにおもわれ，る。

　なお，第1園目の上村の基本母音の発音においては，あとからX線映画をみてきついたことで

あるが，口蓋帆の上昇がじゅうぶんでなくて，一部の母音では，m蓋帆のうしろがわと咽頭後壁
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とのあいだにすきまができている。しかし，このぼあいも，それがひろ母音，半ひろ母音におい

てのみおこっていることは注口してよい。

　いっぽう，口蓋帆の上昇に呼応して，咽頭の上部の壁がわずかに前方および下方にうごくのが

観測される。日量帆の先端のうすいやわらかい，筋肉をふくまない組織である口蓋垂の先端がど

こに位置しているか，われわれのX線資料ではほとんどのばあいに観測できなかった。したがっ

て母音の発音において，とくにおく看の。，aなどにおいて，口蓋垂の先端が否にふれているか

どうかはX線データからは観測できないが，おそらくは口峡的ないしll因頭後壁的な。においては

ふれていることがおおいだろう。なお，oなどの発音においておく看がもちあがるのと同時に，

口峡部の両わきおよび軟1＝藤がわずかにうごくのが口からの直接の観察によってわかるが，これ

は舌とに1蓋帆をむすびつけているpalatoglossus　m．が香のもちあがりに多少とも関与している

ことの反映ではないかと推測される。

3．5　咽頭の後壁と側壁

　実験手つづきの不備のために，母音の調音にさいしての咽頭後壁のごくわずかな前進あるいは

後退についてのX線映像上の測定は困難をきわめた。そして，不可能なぼあいもおおかった。し

かしaおよびiの項でのべたように，咽頭後壁はあるぼあいにはわずかながら意味のあるうごき

をしめすようである。これについては，いくらか正確な計測ができたよわ母音のばあいについて

その項でのべる。側壁については，X線資料からはわからないが，　F・D・Minifieほか（1970）

の観測からみてaなどのぼあい，後壁とむすびついた狭窄がおこっている可能性がおおい。なお，

上部咽頭については，口蓋帆の項を参照。

3．6喉頭　蓋

　喉頭蓋はみずからの能動的な運動，たとえぽ，のみこみ運動にみられるようなうごきによって

調音に参加することはないようにおもわれる。しかし，主として，舌，喉頭，舌骨の移動に追従

しながら，喉頭蓋は第42図のようにかなりおおきな受動的とおもわれるうごきをしめして，その

上下，前後の古血とむきをかえているし，舌根と喉頭蓋のまえ側のあいだのすきまをかなり変化

させている。こうした喉頭蓋の受動的とおもわれるうごきは，声道の共鳴室としての特性にある

程度の影響をあたえているであろうが，とくにaのようなこの部分がもっともせまくなる母音に

おいては，そして，それについで。においても，喉頭蓋自身がせぽめの形成者としての無視しえ

ない役割をになわされているとみてよいであろう。

　なお，さきの上村のおこなった基本母音の発音などにおいて，おく舌の〔α〕，〔O〕などのばあ

い，喉頭蓋は正中線上ではほとんど咽頭後壁に接するぽかりにみえるが，このぼあい，その両脇

にすきまがたもたれているのであろう。
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第42図　単独に発音された標準酌な5母音における喉頭付近の比較　（9．4／10）

3．7　舌　　　骨

　いく組もの筋肉と靭帯によって宙づりにされているこの雷骨は，これらの筋肉の相互の収縮の

度合によりながら下あごのひらき，舌の形づくり，喉頭の位麗などに左右されて位置をかえるの

であるが，いつつの単独母音の標準的な発音においては，まえ舌性，なか雷性の母音においては

比較的まえよりになり，おく舌性の母音のばあいは比較的にうしろよりになり，oでもっともひ

くく，aでもっともだかくなっている。なお，つぎの項を参照。

3．8　喉頭，はり声とゆるみ薄

　まず，補足的資料としてのみじか億音の発音における喉頭をふくんだ声道全体のトレース図を

あげると，第43図ようになる。なお，この図にはこれらいつつの母音の発話に：先だつ発話の準備

の状態にある喉頭のトレース図，および発話のおわりの，つぎの発話（おなじa玉ueo）の準

備の状態のそれもあわせて同時にかかげておく。
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第43図　補足的資料としての単独で発音された標準的な5母音， およびその発話の準備状態にある声道

　　　　　　　　　　　　　（7．　4／10）
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第43－1図　発話の準備状態（資料番号1－38－5）
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第43－4図　　　u　　（資話埼∈斗番母　ユー38－75）
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第43－5図　e（資料番号1－38－91）
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第43－6図　Q（資料番号1－38－106’）
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第43－7図　発話の準備状態（資料番号1－38－115）
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第44図　単独に発音された1易1｛準的な5母音における声帯のたかさ

　　　　（資琴調・番・｝三；’　1－38－5，　33～王ユユ，　1工5）
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第45図　単独に発音された1票準的な5母音tこおける舌骨のたかさ

　　　　（¢1で壕斗番菟｝　1－38－5，　33～1ユ1，　エユ5）
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第46図　単独に発音された標準的な5母音における声帯の前傾度

　　　　（資薯循・番う》　1－38－5，　33～1ユ1，　115）
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　　第47図　単独に発音された標準的な5一音における口蓋帆のたかさ

　　　　　　（資料番号1－38－33～111）

　また，喉頭のいくつかの計測部位についての計測結果，および口蓋帆の上昇度をしめす計測結

果の時系列分布図を第44～47図にしめす。

　最初に声門のたかさについてみると，発話の前後の休止区間におけるものおよび。がもっとも

ひくく，aがそれにつぎ，それについでi，　uの両者がほぼおなじ程度でaよりもわずかにたか

く，eがもっともだかい。　oのひくい理由，　eのたかい理由はすでにのべたとおりである。この

発音ではaが。についでひくくなっていて，同時にaの舌骨の位置もさきの標準的な発話の資料

とはことなりひくくなっている。これはあとでのべるように，この補足的な発音がわずかに誇張

ぎみであることの反映である。i，　Uが比較的たかいのはこれらがせま母音であるためである。こ

の補足的資料においては喉頭のたかさの順位は舌骨のたかさの順位と平行しているから，さきの

標準的資料のぼあいにおいても平行的な関係があらわれるものと推測してよいであろう。つまり，

まえの資料におけるたかい順にaとe，u，　i，　oという舌骨のたかさの順序は喉頭にもあてはまる

だろう。

　つぎに，声帯の頸椎にたいする角度をみると，注Elすべき事実があらわれる。すなわち，声帯

は，このような地声の母音の発話にはいる準備状態にあるとき，頸椎に対して直角よりもやや前

傾する姿勢をとるが，このような前傾の姿勢はa，1，e，　oのよっつの母音についてもみられる。

一：方，Uにおいては声帯は頸椎にたいしてほぼ直角の角度をとり，休止状態のときのそれと角度

はおなじとなる。すなわちa，e，　i，　oにおいては，声帯は発話の準備の状態のまま全体として，

その母音を発音する位置へ上昇（ただし，標準酌発音におけるこの資料での。のぼあいはそのま

まの位置）するのに対して，Uのぼあいだけがちがつた行動をとるのである。この事実はUにお
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ける喉頭の制御の，他の母音とはことなった特異な性格をしめしている。Uにおいて喉頭は他の母

音にくらべてもっとも緊張がすくなく，uは千葉，梶山の命名によるsoft　voiceで発音されるの

である。これに対しておなじせま母音であるiをふくむ，他のよっつの母音は千葉，梶山のいう

sharp　voiceないしordinary　voiceで聴せられる。　uがもっとも〔e〕にちかい勢力の分散したス

ペクトルをしめし，かつ，なか舌的な音色を有しているのは，Uにおける声道の隣町にくわえて，

このUにおける喉頭の綱御にもよっているとみなけれぽならない。ここでも，Uの韻質の特定

の聴覚的な特徴を実現するための声道と声帯の体制化があるとみられる。iとUをくらべると，

否面の緊張においてもiははり母音，Uはゆるみ母音だということができるが，喉頭の湖御につ

いてもこのことがあてはまり，日本語のuは喉頭の緊張と姿勢にかんしてみてもゆるみ燈音であ

って，他のよっつの母音とこの点で対立するといってよいであろうQここで千葉，梶山のいわゆ

るsoft　VQiceをゆるみ声，他のよっつの母音におけるそれを，程度の差がいくらかことなるが，は

り声というように，伝統的な母音のはり（tenseness），ゆるみ（laxness）と関連させてよびかえ

ることは正当だろう。すなわち，規範的な標準的な母音の単独の発音において，EI本語のUはゆ

るみ声で発音され，他のよっつの母音ははり声で発音される。諸言語において，一般的に〔e〕は

ゆるみ声で発音され，はり母音に対立するゆるみ母音はゆるみ声で発音されるとおもわれる。

R．JakobsonとM．　Halle（1964）のはり，ゆるみにかんする所説は，母音に限定していえぽ，

やはり正愚であって，はり，ゆるみの音韻論酌対立は，調音のレベルにおいては，喉頭の鯛御に

かんする筋肉，喉頭より上の調音器官の筋肉の2者のゆるみの方向あるいは，はりの方向へのシ

ンクロナイズによる体制化によるものである。ただし，呼気のつよさ，そしてそれをつくりだす

呼吸筋の緊張については話はべつであるQたとえぽ，英語ではIt’s　a　book，　Not　a　bit．などの

ゆるみ母音／U／，／t／はじゅうぶんにつよい呼気で発音されるし，日：本語のUもいつつの母音のな

かで相対的につよい呼気で発音される母音であって，喉頭下の気圧はつよくあらねぽならぬは

ずである。したがって，子音の伝統的な分類fOrtisと　lenisと母音の伝統的な分類tenseness

とIaxnessとをR．　JakobsonとM．　Halle（1964）が同一の性質のものとみなして，前者をは

り，ゆるみのなかにふくめたのは構造主義者らしい不当な単純化であると筆者はおもう。なぜな

ら，子音のfOl－tisとlenisの目立は呼気の強弱とつよくむすびついているから，はり声が呼気

流の声への効率的な変換を特徴としていて，はり声のばあいは喉頭の巧妙な制御によって，むし

ろ，よわい呼気流であっても有効に声に変換されるのにたいして，ゆるみ声は喉頭の舗御に手を

ぬくことによって，呼気流を非効率的に声に変換することを特徴としている。R．　Jakobsonと

M．Halleはオランダ語のフォネームの体系を分析したde　Grootに賛成しながら，かれらのか

んがえる弁別的特微の数をへらしたいあまり母音におけるはりとゆるみの対立と，子音における

fortisとlenisの対立をおなじものとみなしてしまった。しかし，われわれの見解によれぽこれ

はただしくない。その証拠は日本語の琉球方言のなかにみられる。琉球方言のうちの奄美淋縄下

乗圏の大部分の方士にみいだされる喉頭全音と非喉頭化音との子音フォネームどおしの対立は，

まさに母音におけるはりとゆるみの対立と同質的であって，fortisとlenisの対立とは、異質だか

らである。たとえぽ首里方言においては，愚音および半母音のまえでつぎのように声門閉鎖音と
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ゆるやかな声たてとが対立する（服部1955，国語研1963）。

　　　？i：　　　　　　　〈　胃　〉　　　　　　　　：　，i：一　　　　く　よ　し、〉

　　　？t！tu　　　 〈二遷査＝〉　　　　　　 ：　，utt！　　＜ヲミ…＞

　　　PO；ru：〈青色〉　：’0：＜王＞

　　　Pja：　〈おまえ〉：’ja：〈ねえ（感動詞）〉

　　　？wa：〈豚〉　　：’wa：一〈わたしの〉

　この対立において，フォネームPではじまる単議は，声帯および喉頭が緊張して比較的つよい

声門破裂音ではじまり，そのあと声はただちにたちあがって（声帯の振動が非常にはやく定常的

になって），その定常的な母音（半母音があるぼあいにはその半母音）もはり声によって発音さ

れ，喉頭下の呼気圧が緊張した声帯によって効率的に声に変換される。それ々こ対してフォネーム

’ではじまる単語は緊張のない声帯をとおる比較的つよい呼気流で声たてがはじめられるQそし

て，その声のたちあがりはきわめてゆるやかであり，呼気流の網対的なつよさのために，つぎに．

つづく母音がせま母音であるぼあいには，そのせばめにおいてよわい摩擦音が生ずる。そして，

声帯はゆるみ声の状態にあって，？ではじまる単語の母音がすんだするどい音亀を有するのに対

して，’ではじまる母音はゆるみ声に特有の息と高周波成分とをふくみ，フォルマント領域への

勢力の集中のよわまった母音となり，その特徴はほぼ母音の持続のおわりまでつづく。そして声

帯の緊張のゆるみを反映して，ピッチ周波数もややひくめになる。

　また，奄美大島北部の名瀬方言においては，このような母音，半母音のまえでの？と’の対立

にくわえて，閉鎖的な子音および昇音につぎのようなフォネームの対立がある（上村1962）。

　　　？p　？m：m
　　　？t　：t　Pn　：n
　　　Pk　：k

　　　？c　：e

　まえにりを付した子音は喉頭化無気音であり，それをつけない子音は非i喉頭化無声有気音，あ

るいは非喉頭化有声鼻音である。たとえば

　　　？ta？ciくふたつ〉：tama〈玉〉

　　　？komo〈雲〉　　＝1〈・ora＜川＞

　　　7ma　〈馬＞　　lmami＜豆＞

　　　Pni　　〈稲〉　　　　：nigiri〈右〉

　閉鎖音の喉頭化無気音が引せられるぽあいには，喉頭が緊張し（おそらく声門の閉鎖がともな

うぼあいもあるだろう），それと同時に閉鎖がおこなわれる調音器官も緊張して，そこでは緊張

したつよい閉鎖がおこる。調音器官のいきおいのよい開放のあと，つづく母音は急速にたちあが

って定常的な部分にはいり，その声は相対的にはり声であって，その音色の特徴を有している。

それに対して，閉鎖音の無声有気音が発せられるぽあいには，喉頭は緊張しておらず，同時に注

潮すべきことに，閉鎖がおこなわれる調音器宮も緊張していないQそして調音器官の開放はどち

らかといえぽゆるやかで，そのあとに気音がきかれ，母音は前者のぼあいにくらべてゆるやかに
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たちあがる。そして，その母音の定常部分においても声帯の緊張がよわいために，その音色は前

者の母音のそれとくらべるとするどさをかき，わずかに慰まじりな感じをもつ。

　喉頭化郵音においては緊張して閉鎖した声門が破裂するとほとんど同時に，くちむろを閉鎖し

ている調音器宮が開放されるが，口むうにおける閉鎖はつよめであって，その開放も急激である。

そして，その後きかれる心音化した母音もはり声の特徴を有する。一方，喉頭化をともなわない

郵音においてはその持続部において喉頭の緊張をともなわない桐対的にゆるんだ声がたちあがり，

mむろの閉鎖も緊張をともなわず，その開放も前者にくらべてゆるやかである。そして，そのあ

とにつづく母音は前者のぼあいの母音とくらべてゆるんでいる。

　子音におけるこのような対立こそ，但音におけるはりとゆるみの対立と同質的な子音のはりと

ゆるみの対立である。しかもこのぼあい，喉頭化のない無声有気音は，はりではなくてゆるみの

特徴をそなえている。そして，調音器官の緊張のすくないこの閉鎖音は，おおくの方書において

このような理由から音韻変化の過程で容易に破裂音から摩擦音へとかわるのである。こうして喜

界島方雷，沖永良巡方雷においては非喉頭化無声有気音のpは両唇摩擦音hwあるいは重へ，

非喉頭化無声有気音kは声門の摩擦音hへと変化した。

　このような子音のフォネームとしての対立ははりとゆるみの対立であって，あきらかにfortis

と｝enisの対立とはちがう。fortisとlenisの対立は呼気流のつよさの対立であって，それが子

音におこるぼあいには，fortisのばあい，それにくわえて主たる調音器宮の緊張と子音の持続部

のながい持続，そしてそのあとの気音を特徴とし，lenisのばあいには調音器官のよわい緊張と

みじかい持続とそのあとの気早の欠如を特徴とする。かくして，R．　Jakobso筑とM・Halleの期

待に反して，甲形におけるはりとゆるみの対立と子音におけるfortisとlenisの対立はたがい

にあいおぎなう分布をなすことをせず，したがってかれらが主張するような同一の特徴とみなす

ことができない。燈音におけるfortisとlenisの対立とは，相対約につよい呼気流によって発せ

られるきこえのおおきいつよ偲音と，相対的によわい呼気流によって発音されるきこえのちいさ

いよわまった母音（その典型はschwa［a］）であるにすぎない。このようなつよ母音とよわまり

母音との対立が諸伊語において，おおくのぼあい蝋画あるいは文のアクセントーリズム的な構造

に依存しながらあらわれるとしてもである。こうしてたとえぽ，英語においてbootとbookに

おけるフォネームu：とuの対立ははりとゆるみの対立をふくんでおり，bookとnotebookに

おけるふたつのUはアクセントーリズム的構造に依存したつよ母音とよわまり母音とのフォネー

ム的でない対立をふくんでいる。しかし，つよ母音とよわまり母音との対立がフォネーム的であ

る夢語も存在するだろう。たとえばロシア語のフォネーム。とそのよわまり母音としてのフォネ

ームa〔A，o〕の対立のように。しかし筆者らはここでjakobson，　Halleらの「弁別的特徴」

のひとつを上にのべたような形に修正することを穣的としているのではない。ここでは母音にお

けるはりとゆるみ（喉頭と調音器官のくみあわせられた緊張の存在と欠如）という特徴が，子音

におけるfortisとlenis（1乎気流のつよさとくみあわせられた調音器窟の緊張の有無）に対す

るよりもR．∫akobsonとMHalleがたぶん別の弁別的特訓（checkedとunchecked）によ

り区別されるとした子音における喉頭化無1気音と非喉頭化音におけるはりとゆるみ（喉頭と調音
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器官のくみあわせられた緊張の存在と欠如）といっそう共通の性質をもつものであることを指摘

することによってR．JakobsonとM．　Halleにおける弁別的特徴の選択のしかたがきままなも

のをふくんでいることを例示したにすぎない。このような指摘は，かれらのえらんだ他の弁別的

特徴の選択のしかたについても，それら特徴にもとづいた特定の言語のフォネームの分析のしか

たについても可能である。われわれは，フォネームなるものがかれらのいう意味での弁別的特微

の単なる束，ないしは集合とはかんがえないし，かつ，ここでの離勺が諸言語のフォネーム的類

型学（phonematic　typology）々こおかれているのではない以上，ここではA．　N．　ChomskyとM．

Halle（1968）がおこなったような弁別的特徴の修正や数の追加をおこなうつもりもない。　フォ

ネー・一ムについての理論がA．N．　ChomskyとMHalleにおけるような弁別的特徴の増補によっ

て完成することはないとおもわれる。それは事実からはなれた観念的な弁別的特徴論とそれに紺

癒する自然音韻論とに音韻論を不必要に分裂させるだけである。

　はりとゆるみについてはさらにすぐあとの喉顕腔の箇所でもふれる。

　uに対しa，e，主，　oのよっつの母音の発音では，これら母音の韻質の実現のために，ある緊張

をともなった喉頭の制御がなされるが，このなかではおそらく，その緊張の度合は喉頭のもっと

も上昇するeあるいはこれにつぐiがもっともつよく，aと。はやや緊張の度合がちいさいかと

おもう。つぎにモルガー二室の状態をいつつの母音についてくらべてみると，やはり，そこに興

味ある事実がみいだされる。側面からのX線像をみるとi，uの2者ではモルガー二室の形と仮

声帯とが比較的鮮明に像をつくるのにたいして，a，　oのふたつの母音ではこれがぼやけてモルガ

ー二室とその上の喉頭腔との境界ははっきりしなくなってしまう。また，発話の準備の状態のX

線像，休止状態における喉頭のX線像においても，おなじようにモルが一二室と仮声帯はぼやけ

てわからなくなる。そして，eではモルガー二室と仮声帯の映像はi，　uよりもぼやけるがa，　oよ

りは鮮明になる。これらの事実はおそらくつぎのことを意味するであろう。すなわち，きこえの

ちいささを力づよい声帯の振動によっておぎなう必要のあるせま母音圭，Uにおいては，仮声帯

も声帯と同調しながら喉頭腔の両側壁からするどい角度でもりあがるのにたいして，きこえのお

おきい，したがってよわい呼気流による声帯の振動で充分な，ひろ母音a，ついで。においては，

仮声帯は喉頭の側壁からにぶい角度でつきだしている。そして休止状態および発話の準備状態に

おいてもそうである。側面からのX線像におけるこの部分のちがいからは，このような解釈がみ

ちびきだせるが，これについては前あるいは上からの観測による確認が必要である。喉頭腔およ

びその咽頭への出尻のひろさにおいても，いつつの母音のあいだにはかなりのちがいがある。補

足的資料による標準的発音によるぽあい，第48図にみるようにそれはaにおいてもっともせまく，

oがこれについでせまく，iとeはほぼおなじでuがもっともひろい。そして，これについて喉

頭蓋の咽頭後壁とのへだたりぐあいとの関係を第49図でみると，つぎのように，ほぼ並行的であ

ることがわかる。

　喉頭腔およびその滝口のひろさ・・…・ぜまい順に　　　　　a，　o，　eとi，　u

　咽頭後壁と喉頭蓋とのへだたり……せまい順に　　　　　a，　oとe，　i，　u
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単独に発音された標準1斜な5母音における咽頭後壁と喉頭｛｝1∫庭とのへだたり

（ぞ科斗．番‘ジ｝　1－38－5，　33～111，　115）

　しかし，喉頭腔およびその繊口のひろさは，舌の形づくりの結果とみられる喉頭蓋の咽頭後壁

にたいする位羅とおなじような，舌の形づくりの結果として生ずるものだけでないであろう。す

なわち，まずuにおける喉頭腔のひろさは，この母音がsoft　voiceとして発音されることとかか

わっているとみないわけセこはいかないQまた，喉頭の1蜘コのひろさの変化の時系列分布をみると，

uにおいては母音の持続中にひろさがます傾向があり，i，　eにおいてもわずかにその傾向がみと

められ，a，　oではそれがはっきりしないということがわかる。さらに，そしてこのことは咽頭下

部のひろさ（計測個所は被裂軟骨先端のやや上，喉頭蓋前庭と頸椎のあいだのへだたり）の時系

列分布のうごきと同調したものであることもわかる。すなわち，晒頭下部では，a，　oでは発話の

はじめから中途までにかけての幅の増大をみることができず，i，　u，　eではそれがみられ，　uでも

っともいちじるしい。すなわち，この幅の増大は口腔内圧を吸収するための咽頭下部のふくらみ

であって，そのふくらみに応じて喉頭腔の出口の幅もそれと同調したうごきをしめすというわけ

である。したがって喉頭腔のひろさe＃　，全体としてみると，第ユには舌の形づくりに規定され

（a，oでせまく，　i，　u，　eでひろいこと），第2に喉頭の緊張と声帯の振動の様式（いわゆるsoft

voiceであるuでとくにひろいこと）に規定され，第3には呼気流のつよさと声道の内鷹のたか

まりに呼応した哺頭下部のふくらみ方（a，oでいちじるしくなく，　uでもっともいちじるしく，

e，iがこれにつぐ）に規定されているといってよいであろう。
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4　誇張した発音による単独の母音

　p．！31～133にかかげる5枚のトレース図（第52～56図）は，いずれも標準的な発音のぼあい

の声道と誇張して発音されたそれとを母音フォネームごとに，上あごを基準としてかさねあわせ

たものである。そしてそこにかさねあわせた標箪的な発音のトレース図は，ここまでにのべた発

音のものではなくて，比較のために，誇張した発音をおこなうすぐまえに他の条件がすべて同一

になるようにして発音したもののそれである。それぞれの母音の声道の形は，これまでに記述し

た標準的な発音のそれと比較すればすぐわかるように，おおくの点で共通しているが，わずかな

点でちがいがある。参考のために，これら2種の標準的な発音について，それぞれのいつつの母

音フォネームの声道を上あごを基準にしてかさねあわせたトレース図をつぎにかかげておく（第

50図と第51図）。　なお，発音したときのピッチ周波数はそれぞれ，標準的な発音（資料番号3－

1）では，a149　Hz，　i　u　e　150　Hz，0154　Hzであり，誇張した発音（資料番号3－2）では，

aj、46筆lz，　i　152Hz，　uとe150Hz，0147Hzであった。

第50図　単独で発音された標準的な5冊音の声道の比較（その王，前節までにのべたもの）

　　　　（資料番号1－1－61，81，100，118，134）　（8．7／10）
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単独で発音された1野｛準的な5母音の声〕這の」’ヒ較（その2，誇張した発音と比較するためのもの）

（『越ξ斗番シニ；’3…1一一9，　32，　52，　67，　88）　　（8．7／10）

4．1　　a　　（舞劣521ヌD

　aの誇張した発音では，第52図にみられるように，下あごのひらきが標準的発音のそれの約2

倍もおおきくなり，同時に舌がおおきくひきさげられて，喉頭蓋，舌根，喉頭の位罎が下童する。

その結果，声道の開口部とくちむろの共鳴室との容積は，標準的な発音におけるそれよりもはる

かにおおきなものになるし，声道全体がながまる。結果として，音声は漂準的なaよりもややお

く舌的な音色をもつにいたり，声はきこえのおおきさの増大とともに第1，第2フォルマントは接

近して，その部分に音声の勢力がよりおおく集中する。標準的な発音においてaの開1コ部の断爾

積は，くちむろの共鳴室のそれよりもちいさいのであるが，誇張した発音において看が全体とし

てひきさげられるのは，標準的な発音における開口部の断面積とくちむろの共鳴室の断画積の大

小の割合をたもとうとすることによるものであるとおもわれる。もし，舌をひきさげずに下あご

のひらきだけをおおきくするならぽ，この両者の比率がちがってきて結果としての音声はあいま

い化し，1ヨ本語のaのもつ韻質からとおいものとなる。すなわち，この誇張した発音においては，

標準的な発音のaにおける声道の形があたかもほぼそのままの比率でながくおおきくなったとい

う印象をあたえる。そして，声道がながまったこととせぽめの位置がややおくよりに移動したこ

とによって，この母音はいくらかおく舌的な音色にかわったのであろう。なお，誇張した発音の

突験のさいに，下あごの下にあてがったX線を遮蔽するための遮蔽物のために，下あごがひらく

ことがさまたげられて，結果として上あごがあがり，ために，口蓋と頸椎との角度の関係が変化
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しているが，このことは誇張したaの特徴をみるうえではさまたげとはならない。また，この発

音では喉頭が下降したために，喉頭はフレームにうつらず，フレームの外にはみだした。しかし，

他の誇張ぎみのaの発音のトレース図（第42図）からみて，咽頭下部，喉頭腔とその咽頭への出

口は標準的な発言のそれよりせまい。

4．2　i　（第53図）

　誇張したiにおいては，下あごのひらき方は標準的なそれとかわるところがない。しかし，く

ちびるは横にひかれたために変化して，上くちびるはうすくなり，下くちびるはうすくなると同

時に下あごにたいする位置がさがっている。まえ舌面，なか舌面は標準的な発音のそれにくらべ

てややひくまっているが，これはきこえの増大のための呼気流のつよまりによってそこで摩擦音

が生じることをふせぐ効果をもつだろう。また，南面と硬口蓋とのあいだのせばめがひろくなる

ことによって生ずるはずのこの母音の音色のあいまい化は，上にのべたくちびるのうごきがこの

せばめと声道の出口とのあいだの距離をちぢめることによってふせがれているのではないかとお

もわれるQ喉頭は，標準的な発音のそれよりもかなりひくくなっており，また，それに応じて舌

骨の位置もいくらかひくくなっているが，特徴的なのは咽頭の下部および喉頭腔の咽頭腔への出

口が標準的な発音のそれよりもそうとうひろくなっていることである。これは，標準的な発音の

ぼあいよりつよい呼気流に対応してせぽめのうしろの声道の気圧が上昇するのを吸収するための

ふくらみとみられる。このような誇張した発音においては，主として声のつよさに変化がみられ

て，スペクトルにはめだったちがいがあらわれない。声道全体の形についていえぽ，標準的な声

道の形にくらべて喉頭の下降によって声道がながめになると同時に，くちびるの変形によってせ

ぽめが相対的にいくらか前にうつり，かつ，声道の開口部もわずかにひろくなるという点がちが

っている。なお，もしこのようなくちびるの修正がなけれぽ，音色は曖昧化するだろうし，くち

びるの位置を修正して舌の位置を修正しなけれぽ，この母音のせばめでよわい摩擦音が生じると

ともに，音色はちょうどD．Jonesの基本母音の［i］におけるようにacutenessがますだろう。

4，3　u（第54図）

　誇張したUにおいて，声道は特微的な変化をしめす。すなわち，声道は全体としておく舌の丸

くち母音にちかづくのである。すなわち，上下のくちびるがあつみをまして前につきだされると

ともに，舌はややうしろにひかれ，かつ，おく舌が軟口蓋のややうしろがわにむかってもちあが

る。また，喉頭がひきさげられて声道はながくなり，それに応じて舌骨や喉頭蓋も位置をさげる。

なぜこのような変化がおきるかといえば，くちびるのひらきのきわめてちいさいこの母音は，そ

の標準的な発音における音色を保持したままできこえをおおきくすることに困難があるからであ

ろう◎呼気をつよめると，せまい黒くちびるのあいだでただちに摩擦音が生ずる。それをふせぐ

ために開口部をひろげると，音色はあいまい化して，標準的な発音におけるこの母音の音色から
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第52～56図　単独に発音されたばあいの標準的な5母音と誇張li勺な5母音の声道の比較（8．9／10）
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はなれる。摩擦音が生じないよう，かつ音色に変化がおきないように舌のせばめの位置をあまり

かえずに，くちびるの出口の形をほどよくかえてこのUの誇張した発音ができないわけではない

から，おそらくそのような誇張のしかたも実際にあるだろう。しかし，発音のやさしさという点

からいえぽ，音色を多少おく舌よりにかえてうえのように発音するほうが，どちらかというと楽

なようにおもわれる。しかも，そのようなわずかな音色の変更は，他のよっつの母音とのあいだ

の音色のちがいをちぢめるのではなくて，きわだたせる結果しかもたらさないから，このような

形での誇張がゆるされているのではないかとおもわれるQなお，このせま母音はつよい呼気で発

音はされているのに，咽頭の下部と喉頭腔の咽頭腔への出口の幡とは，標準的な発音のそれ

とくらべてわずかながらせまい。標準語のUの発音がゆるみ声，すなわち，千葉，梶山のsoft

voiceでなされることはすでにのべたが，この誇張されたおく舌的な丸くちのUの発音において

は，喉頭の制御はゆるみ声からはり声へとかわっていて，ゆるみ声のUにくらべ呼気のより効率

的な使用がおこなわれている。せま母音が比較的つよい呼気で発音されるにもかかわらず，この

誇張した発音ではこの部分がさらにひろくなっていないどころか，かえってわずかながらせまく

なっているのは，このことの反映とおもわれる。

4．4　e　（ng551tL：）

　eにおいても，下あごのひらきは標準的な発音のそれにくらべて2倍以上おおきくなっている。
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そして，舌はこのおおきくひらいた下あごと硬口蓋のあいだでせぽめをつくるために，標準的な

eのそれにくらべてもりあがりが急峻になり，かつ，せぽめの形成される位置がやや前にうつる。

くちびるが誇張されたiにおけると岡様に横にひかれるために，上下のくちびるはうすくなる。

そして，この下あご，下ぐちびるのうごきによって声道全体のなかでのせばめの位置が相対的に

前にうつると同時に，声道開口都はひろがる。喉頭蓋，舌骨，喉頭の位置は標準的な発音にくら

べてわずかにひくくなるけれども，くちびるがうすくなることによって声道全体のながさは標準

的な発音のぼあいのそれとほとんどかわらない。この母音のスべくトルをみると，標準的なそれ

とのあいだにいちじるしいちがいはない。くちびるをうすくせず，かつ，せぽめを前よりにうつ

さないで，下あごのひらきだけをおおきくしてeを発音すると音色はあいまい化するので，下あ

ごのひらきに呼応したこれら舌，くちびるの行動は，きこえのおおきさをましながらこの母音の

韻質をたもっということに役立てられているのだとみられる。

4．5　　0　（第56図）

　oにおいては，下あごのひらきは標準的な発音のそれにくらべてほぼ3倍ちかくもおおきくな

り，くちびるも丸めをたもったまま，その開m部が上下方向に4倍ちかくおおきくなっている。

上くちびるはやや下に位置をさげ，下くちびるは，下あごを規準にしてみると，標準的発音のそ

れよりも上および前にのびる。下あごやくちびるのこのうごきに呼応しながら，喉頭，舌骨，喉

頭蓋は下降して，標準的な発音におけるよりも声道をながくする。これとともに舌はうしろへ，

そして下へひきさげられて標準的発音における口峡一Ilve頭後壁的な。から完全に咽頭後壁的な。

へ移行する。また，これによってくちむろ側には，標準的なぼあいとくらべて，’舌面と口蓋のあ

いだに相妾ひろい共鳴室がつくられる。このようにして発音された。の音色は，きこえが増大す

るとともに第2フォルマントが下降して第1フォルマントにちかづき，声道がながくなることに

よるいわゆるおく舌性の音色をつよめるとともに，標準的な発音のそれにくらべてD．Jonesの

基本母音［o］にちかづいている。これは，この声道がかなりひろい開口部をもっているにもかか

わらず，舌と咽頭後壁とのあいだのせばめがよりせばまったためにおこったものである。もし，

このままの声道を保持したままこのせぽめをひろげると音色は［O］にちかづく。

　こうして標準的な発音と誇張した発音をくらべると，共通して後者の声道はよりつよい呼気流

によって摩擦音が生じないように，また，きこえがおおきくなるように声道のおおきさに工夫が

されていることがみとめられ，かつ，まえ舌のi，eにおいては，せぽめの位置が標準的なそれに

くらべて相対的にやや前よりにうつっていること，そして，のこりのa，u，　oにおいては，声道

がながめられ，かつ，舌によるせばめの位置がおくよりにうつっていることが特徴的である。こ

の誇張した発音は，日本語の母音フォネー・ムとしての韻質をそこねずに，かつ，調音の方法に不

自然さをくわえずに，単独の母音として発音したぼあいの誇張のほぼ最大限にちかいものである

とおもわれる。したがって，標準的な発音とのあいだには，さまざまな誇張の中問的なものが存
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在するといってよいであろう。

5　よわまった発音による単独の母音

　誇張して発音された声道において，標準的な発音の声道の形がもつ特徴，そのいつつの母音の

あいだでのちがいが基本的にはたもたれているように，よわまった発音においてもそれはやはり

たもたれている◎そして，おおまかにいって，声道の標準的な発音における声道からのずれ方は，

誇張した発音のそれと反対の方向であるといってよいだろう。以下にかかげるいつつのトレース

図第57一第61図は標準的な発音（誇張のフレームでかさねあわせたものとおなじもの）とよわま

った発音の声道とを上あごを規準にして母音ごとにかさねたものである。

5．1　a（第57図）

　標準酌な発音にくらべて，下あごのひらきはちいさくなり，下くちびるの位概，舌面のたかさ

もたかまる。舌根および喉頭蓋と咽頭後壁とのあいだのへだたりもわずかにひろくなる。舌骨，

喉頭蓋，喉頭は標準のものよりもひくくなっていて，かつ，咽頭下部，喉頭腔の咽頭腔への出口

はひろくなっているが，これらはこのaがゆるみ声で発せられていることをこ関連している。なお，

aの発音においては誇張された発音においても，標準的な発音におけるよりも喉頭は下降するが，

その下降とよわまった発音における下降とは意味がことなっている。

5。2　　i　（第58図）

　下あごのひらきは，標準的な発音のそれとほとんどかわらないが，緊張をかいた下くちびるの

位置があがってくちびるのひらきはちいさくなり，舌と口蓋のあいだのせぽめはうしろにずれて

よりなか舌的になり，そして，そのぶんだけふかおく舌，喉頭蓋と咽頭後壁とのあいだの室はち

いさくなるQおそらく，くちむろのなかの気圧の上昇に応ずるための咽頭下部，喉頭腔の咽頭弓

への下口の部分のふくらみをこのよわい気流で平せられたiでは必要としないことを反映して，

この部分は標準的な発話のそれにくらべていくらかせぽめである。喉頭の位置もゆるみ声である

ことを反映してひくい。

5。3　　u　　（第i591．瑠）

　上下の門歯がかさなりあっていた標準的な発話のそれにくらべて，よわまったUでは下あごが

わずかにひらいている。また，上下のくちびるのひらきもおおきくなっている。舌はわずかにせぽ
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第57～61図 単独に発音されたばあいの標準的な5母音とよわまった5母音の声道の比較

（よわまった発音のピッチ岡波数はいずれも150Hz）　（8．9／IO）
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…一一 謔墲ﾜった発音（資料番号4－1－102）
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第6咽　o

めを形成する位：置がうしろにずれる。舌根と咽頭下部，喉頭腔の暇頭腔への出口のようすは，標

準的なそれとほとんどちがわないし，声門のたかさもおなじである。このことは標準的なUがも

ともとゆるみ声で発音されていることに関連しているだろう。

5，4e（第60図）

　上下の門歯のあいだのひらき，上下のくちびるのひらきも標準的な発音のそれよりもずっとせ

まい。舌のつくるせばめの位置はなか舌へずれこみ，看の最高点はたかくなるQ舌骨，喉頭蓋の

位遣は標準のそれよりわずかにひくく，喉頭の位置は標準のそれよりひくい。喉頭腔の咽頭腔へ

の出口の位置も標準のそれよりひくい。これらのことは，このeでは標準的なeとちがって喉頭

の上昇による積極的な声道の短縮がおこっていないことと，このeがゆるみ声で発音されている

ことと関連している。

5．5　0（第61隊D

　下あごのひらきは標準的なそれよりちいさい。正中断面からだけでははっきりわからないけれ

ども，下あごを基準としたぼあいの下くちびるの位置が，標準的な発音のそれよりもひくめであ

ることは，くちびるの丸めがほとんどおこっていないことをしめしており，このことは，このよ
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うなよわまった。を前面から観察するときわめてはっきりする。舌のせばめの位置はなか舌より

になり，休止状態の位置からの舌の逸脱がちいさくなる。ゆるみ声であることを反映して咽頭下

部，喉頭腔の咽頭への出口は標準的な発音のそれよりひろくなる。舌骨，喉頭蓋，頸椎の梢互の

位置から推察して声門の位置は，標準的な発音のそれよりたかめになっているが，このことはお

そらく標準的な。における声道をながめにたもとうとするはたらきが，この発音でかけているこ

とをしめしている。

　これらいつつの母音のよわまった発音を通じて，くちびる，下あご，舌はいずれも標準的な発

音のそれとくらべたばあい，休止状態にちかい位概で発せられた〔O〕の位置からのよりちいさい

逸脱をしめしている（第50，51図と第62図を比較せよ）e’そして，くちびるおよび舌は一一般的に

その緊張度を減ずる。声道をながめたりみじかめだりする努力もほとんどみとめられず，また，

照頭の下部と喉頭腔とは，ゆるみ声の発声にみられる特微を維持している。このようにして発音

された母音は，音色があいまい化して，それぞれの栂音の標準的な発音，あるいは誇張された発

音にみられる音色の特徴をおおいに減ずるけれども，それにもかかわらず単独の母音として相互

に充分に弁鋼される。もし，これらの母音をくちびる，下あご，舌などはそのままにしておいて，

頭全体をややうしろにひいてあごをひいたような姿勢で発音すると，それぞれの母音の韻質はゆ

るみ声で発音してもいちじるしく改善されるQそれは，喉頭腔の1」鶉と咽頭下部とが，これらの

姿勢をとることによって変形されて，喉頭があたかもはり声で発音されたときの形をとるからで

＼
＼
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、

熱7
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堰@（資券斗番号4－1－29）
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一一一 普i　”　4－1－i15）

　　第62図　単独に発音されたよわまった5静音相互の声道の比較　（8．6／10）
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惑夢
　
，
多

、、「

　　　　一a（資料番号’3－6－41）

憧ili

　　第63図　前歯をとじあわぜ，かつ，くちびるをうこかさないで発音した単独の5骨音相互の比較

　　　　　　（この発音のピッチ周波数は，a167Hz，1161Hz，　ueo165　Hz）　（8．6／エ0）

あるとおもわれる。

5．　6　くちびると下あごを固定させて発音した単独の母音

　うえにかかげたいつつの母音の声道をかさねあわせたトレース図（第63図）は，上下の門歯を

かみあわせて，かつ，くちびるの形をでき「るだけかえないようにしながらいつつの母音を発音し

たものである。このようなやりかたによっても，音色があいまい化するとはいえ，はっきりとい

つつの母音が弁別されるよう発音できるのであるが，このぼあい下あごとくちびるは，このいつ

つの母音の音色を区：別するための積極的な役割を演ずることができず，その役割は他の部分，主

として舌が負担しなけれぽならない。この図をよわまった発音の声道をかさねあわせたトレース

図（第62図）と比較すると，舌の典型的な〔o〕の位置からのずれがよわまった発音のぼあいより

もおおきくなっていて，それぞれの母音に固：有な韻質にちかい音色をうるための声道の形づくり

のために，舌のうごきが下あごとくちびるのはたらきを代償しているさまがわかる。たとえば下

あごを基準にしてみたとき，aにおいてまえ舌面は標準的な発音にくらべていっそうひくくなっ

ており（第64図参照），舌のこの行動が，下あごをひらかないためにせまくなりすぎるくちむろ

側のむろをひろげて，声道全体の形をaに固有な形づくりににせようとしているわけである。こ

れとおなじことは第68図のように。についてもみとめられるQまた，第65図，第67図のようにi，

eにおいては硬口蓋の前部と歯ぐき付近に空間をつくりだす必要から，やはり，まえ舌面と舌先
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第64～68図　単独で発音さ2τたばあいの標準的な5母膏と歯をとじあわせて発音した

　　　　　5母音の舌の形と位置（下あごを基準にしてかさねあわせたもの）（4．7／1〔D

とが標準的な発音のそれよりもひくくなっている。また，第63図のuにおいては，下くちびるが

多少もちあがって，くちびるのひらきが他のよっつの母音よりせまくなっているが，これは発音

者が無意識のうちに標準的Uの音色を実現するためにうこかさないつもりのくちびるをうごかし

て発音に失敗したためであって，もしもくちびるをうこかさずに標準的なUに音色をちかづけよ

うとすれぽ，舌面と口蓋とのあいだのせぽめの位置をもっと前より，硬口蓋にうつさなければな

らず，しかも，このくちびるの形では標準的な発音のUの音色と区：別できないような音色を実現

するのはむずかしい。なお，参考のためにこの上下の門歯をかみあわせて発音した声道トレース

図を標準的な発音のときのそれと比較するため，母音ごとに上あごでかさねあわせた図を第69～
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第69～73図 単独で発音されたばあいの標準的な5母音と歯をとじあわせて発音した

5母音の声道の圭ヒ較　（8．8／10）

，
マ
　　　／　r＼
｝＿＿一一〆 @　　　　見　＼

　　　　　　、　　　　　　＼
　　ノ　　　　　　　　　へ
　／　　　　　　　＼
　’
　’

　＼
　、

　　　／
／．

／

　　ノロリへ　！’　　　　　、、
ノ　　　　　　　　　　　　、

！

一標準的な発音（資料番号3－1－9）｛
一一一一一

浮�ﾆじあわせた発音（資料番号3－6－41）

x
　x
　N

＼
　
　
　
、

N

N

N

　　　、＼
　　　　’蓋
　　　　、・、、、

　　　　1い馳
　　　　ノll
　　　　　げ　　ロ　　　　，ノ　　「　　ρ

　　ぐ！　　　”
　　　　　”■　　　　　　　、

ノ　　　　　　　へ　　　　　　　ほ
　　　ト　　　　　　　　ノ

　　　　　　ノ
　　　　　1／

＼＼

、
ζ
へ
墜

！
　
　
、

！
！
、
、V

、

＼
、
、

　
、
、

＼

、

　
＼

、
、

、
、

　
　
、
、

　
、

）
」
－
…
…
－

，
x

第69図　a

、

’

’

”’　liN　　　　　lt

　N　N

ss

　’　’
t

’

’

t

、

、

、

、
、

、

、

、

、

○

一標準的な発音（資料番号3－1－32＞
｛
ニ

ー一一一一 浮�ﾆじあわせた発膏（資料番号3－6－58）

1

s

N

t

l
s

x

、

、　　　　　　｛　、＼

、　　　　　　　　　　　　　＼

　へ　　　　　　　　　　て
　へ　　　　　　　　　　　ち

　＼　　、’
　　＼、　i
　　　＼、i

　　　　L　：s

〈
N

s

1

s

t

＼
、一

口
葭

　　へ　　》

彩／

第70図　i

エ42



　ρ辱障　「甲、竃
騨　8　　　　　　　　　　　　　、

いへ @r　亀　＿　宵帽一

s

＼こ　　　　一一ft’

　　　　　　’　　　〆〆／’ノ

，，・／’ ｵ〉

　
　
　
　
　
　
、
、

　
　
　
　
　
　
、

＼
、

、

、

、
、

、
、N納’「

　　標準的な発音（資料番号3－1－52）｛
一…

浮�ﾆじあわせた発音（資料番号3－6－75）

，

し

し

．

ぐ

1

N

N

t

N

N
x

x

　N
　N　s　N　　s

　ノ　’’
’

z

N

s

／

第71図　u

．．’

@’
刀D

一　　’　’s

’

．

　　　　ノ
…一／ @じ＼／

　　，　　　　　　　　　　　　　　、

　，’
　！

　～、

　、、

　　　　　ρ噸　、　、　　　　　　　　　　　　　へ　　　　び　　　　　　　　　　　
　　　　ノ　　　，’　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　！　　’　　’　　’
　，　’　’ノ

’

’

’

x
N

　N
　N
　x　　N　　s　　N　　x　　　x
　　　s　　　x　　　　N　　　　N

　　標準的な発音（資料番号3－1－67）｛
一一…

浮�ﾆじあわせた発音（資料番号3－6－90）

N
N

s

，

（
！

〆（
、

㌧
黙
ハ

　　，　　㌧　、
へ　　　　　　　　　　
、　　　　　　　、
、　　　　　　　、、

　も　　　　も　　　ち

　＼＼’、、’

　　　wl
　　　l｝！

　　　く｛1

　　　　　、

1

s一一t

　
　
’
く
＼

／
ζ
煎

＼
奴
＼
、

　
、

　
、
　
　
　
　
　

、

、
、
　
、
＼

　
　
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（

」
亀
　
、

　
蒐、

、

　
、．

謬
一
k
． 、

、

、
，

、
　
’

’

’

’

第72図　e

143



　　r．．”’　”．：）
響噸r　旧「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　一一L：

　　　　　　　閑

ク

，・

V’

i

’xN　．t’”
一LN　一．

tllt’

丸
．

s
N

，
鳴

t
t

ハ
，
8

嘔

、

・
、

　
　
　
、
亀
㌦
　
　
、

＼
＼
、

　　　　　
　
　
／

　
　
　
　
’

　　

@　

、

一一
W準的な発音（資料番号3－1－88）｛

一…・
浮�ﾆじあわせた発音（資料番号3－6－107）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第73図　o

、

’

ゾ

」

‘

’

㌔
、
，
　
　
’
ノ

「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
」

C

　！

　s“
　　　N　　　、辱1　　　　　　　　，’

　　　　　’　　　　て
　　　一X　xx

　　　，N　X
　　　　Xv　X　Nsh

　　　　x
　　　　x
　へ　＼
い、＼

　馳L　　　㌦、、

　　ト

　／　’
’

’

’

i

’
’

’

’

！

！

！
〆
7聴

、

a

■
－

4
グ
’
－

　
　
／
．
＼
． 4

ノ
ノ　

W
／，

mF、 u

’
’

！

’
！
・
〉

，
）
〃
一
‘
一
’
＼

　
　
　
　
ノ
　
　
　
　

、

　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
、

、 e

＼こ＿フ
o

｛一標準的な発音
一・一 ﾖ張した発音
一一一一一 謔墲ﾜった発音

第74図　標準的な発音，誇張した発音，よわまった発音による単独の5鐸音の上くちびるの比較　（10／IO）

J44



《
、

　がよたロ／　　　’・

、　＿＝宝こ＼
　　　　・ミ・

a

・’

@／’へ・＼
（（（　一N

●
1

，
6

u

　一一　　　　　．、

　ノ／　　 ．　　　　　冥

紅
、

’一一一

〉

e

／

／・x・

’N；　，’

　耀　。＼
　tl

o

／

｛一標準的な発音
一・一 ﾖ張した発音

一一一一 謔墲ﾜった発音

第75図　標準多した発宵，誇張的した発音，よわまった発音による単独の5燈音の下くちびるの比較（9．8／10）

73図にかかげておく。また，上くちびるおよび下くちびるの形を標準的な発音，誇張された発

音，よわまった発音のそれぞれについて母音ごとにくらべてみると，くちびるがそれぞれの母音

においてどのように積極的なはたらきをしているかがわかるQ上くちびるについては，第74図

にしめすとおりであり，下くちびるについては第75図にみるとおりである。このなかで呈，e，　a

のみっつの母音における下くちびるに注目してみよう。すると標準的な発音においては，いずれ

もよわまった発音におけるよりはくちびるが下あごを基準にすれぽわずかではあるがひくくなっ

ていることがわかる。みっつの母音とも標準的な発音においては，よわまった発音よりも下あご

がひらいていて，もし，下くちびるが下あごのひらきに応じて受動的にうごくだけならば，くち

びるの下あごに対するたかさはくちびるに緊張のないよわまったぼあいとおなじか，あるいはく

ちびるの筋肉のもつ弾力によってそれよりたかくなるはずである。それにもかかわらず，くちび

るの位置が標準的発音においてひくくなるのは，やはりこの発音においてくちびるの績極的なう
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ごきがあるからだとみざるをえない。

6　む す び

　母音フォネーム，とくt＝　H本語の母音フォネームの特徴をいかに規定すべきかについて，また，

一般的に母音の調音的な特徴をいかに記述すべきか，また母音を調音的特徴にもとづいていかに

分類すべきかについて，また従来もちいられてきた音声記号，とくに国際音声記号をどのように

もちいるべきであるかなどについては，contextに規定された母音フォネーム，とくに子音フォ

ネームに先行された母音フォネームについての考察をおこなったのちに，あらためてのべる予定

である。
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をむいた自然な頭の位置で発音したもの）

麗7K：Hz

職6

繍5

囎4

瞬3

騨2

騰1

翻7KHz

職6

繍5

欝鱗4

鱗3

鞍選2

一

；レ

｝島

（a］

　　　　　　　し

ゼ　　　　　P

gl　Il’　趣一

臨漏
憲
鷺

声みるゆ

〕．
q

蓬
戸
ト
聾

声りは

匿
門

施

隅
隅
繍
漁

り
り
　
　
　

騨
．
灘

　
い
§

1轟
n

はり声
ゆるみ声

エ49



職
聯
邸
鯨
騨
騨
轍

匡

（u｝

－a．　fi一．　一．…’’”
陣
ヒ
．
」

はり声

醐7KHz

圏6

團5

圓4

醐3
醐211・i、rWl－ii繍ll

　　　　　　　　，已‘・

顯1

　　　　　　はり声

翻7KHz

騨6

繭5

融4

．醐3

騨2

（e　）．

＝
ト

ゆるみ声

　　　　繭＝1鎖陰

　　　　　　　　　　し
・＿鋼幽幽幽幽監ヒニ
　　　　　　　ゆるみ声

〔0〕

はり声

エ50

鑓包3i

　ゆるみ声

一



　ヒ5（KHz）

騨4

騨3

Pt
@
2

陣1

畷5（KH・）

副
露3

職2
xi　1

馳

に

篇

野
露
曽
一
」

汐

　一

薩藁』 ら監鶴＝＝一

撫蜘　編緬iili細　鹸㈱1縢

　　　　　　　　　　　　M

a（正面→あおむき）

付属資料皿：一B

頭を正面の向然の位置からあおむきにかかえることによってはり声からゆるみ声へ移行さ

　せたばあいのaのソナグラム

　ダ『561

1　se

正4
櫛

／’　i

　　　　i罵（資料番号4－li－43）

一一… 繧ﾞき1（資料番号4－11－50）

一一一 v二むき2（資瀞｝番一号4－li－56＞

一一 ｺむき（資料番号4－11－144＞

付属資料II－C

　よわ母音〔o〕を発音しながら頭を前後にかたむけたときの喉頭の変化（第5頸椎を基準に

　してかさねあわせたもの）
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付属資料皿

X線映画「日本語の発音」について

国立国語研究所　話しことば研究室実験室

　　　　　　1970
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§1．まえがき

　この16mmX線映画は，日本語の発音と音声器官の運動一般を研究している国立国語研究所話

しことぽ研究室の研究計画（担当者は上村幸雄，高団正治の2名）にそって，その資料をえるた

めにうつしたものである。みやすいように多少順序をいれかえたり，タイトルを挿入したりして

ある。発音をおこなっているのは上村幸雄（東京出身）で，フィルムは東京大学医学部音声言語

医学研究施設の沢島政行，広瀬肇の三三のご好意によって東京大学医学部中央放射線室におかれ

ている設備によって1965年5月と1967年4月の2回にわたってうつしていただいたものである。

フィルムの編集はおもに高田正治がおこなった。

　映画は毎秒24コマのスピードで撮影され，ながさはタイトルなどを除いたX線の部分が約500

フィート，映写時間は毎秒24コマのぼあい全部で約15分であるが，便宜上全体をつぎの4部分に

わけて編集してある。

　第1部　　日本語の音節の発音（Film　AおよびFilm　B）

　第2部　朗読（島晦藤村「夜明け前」の一節）（Film　Aのみ）

　第3部　　種々の調音運動（その1）　（Film　AおよびFilm　B）

　第4部　　種々の調音運動（その2）（Film　A：およびFilm　B）

　Film　Aとは1967年に撮影したもの，　Film　Bとは1965年に撮影したものであり，第2部を除

いては，両方のフィルムがふくまれている。Film　Bは予備的なテストのつもりでうつしたもの

であったが，咽頭上部などの部分の映像の鮮明さ，うつっている音声器官の範囲のひろさなどの

点では，Film　Aよりすぐれているので，これもこまかい分析の対象にすることにしてひとつに

まとめたものである。

　撮影と録音はあまりよい条件でおこなわれたものではない。すなわち，まず撮影と録音とを二

期装置のないべつべつの機械によっておこなわなけれぽならなかった。このために，編集のとき

に音声と映像とを同期させるためにたいへん手間をかけたにもかかわらず，できあがったフィル

ムのうえの映像と音声（フィルムのわきの磁気帯に再録音されている音声）は上映して肉眼でみ

ぐるしくない程度には同期がとれているものの，完全な同期はとれていない。したがって，この

映：画をフレームごとに分析するためには，フィルムのよこの磁気帯に再録された音声（これは再

録の過程で音質にもひずみをこうむっている）ではなく，もとの録音テープ（またはそれの忠実

なコピー，あるいはそれにもとづいたオシログラム，ソナグラムなどの記録図）をつかわなくて

はならない。なお，録音は，Film　AのぼあいはKudelskiのNagra皿型録音器，　Fiim　Bのぼ

あいはSonyの777　A型録音器をつかい，マイク（ダイナミック型単一指向性，　Film　Aでは

Sony　F－113　C，　Film　BではSony　F－86）は口から約20　cmの距離にあった。

　録音はX線装置などの発するかなりたかい雑音のあるなかでおこなわなけれぽならなかったの

で，音声にはかなりの程度のバックノイズが重畳している。また，撮影の速度は毎秒24コマとか

なりおそいので，はやい音声器窟の運動を観察するには不充分である。また発音者（上村）が撮

影のときにからだやあたまをとくに固定しなかったので，フレームによってわずかであるが，く

びが前後あるいは左右にうこいている。こうしたいくつかのことがあとの分析にいくらかの困難
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または不便をもたらした。

テープ
　レコーダー 噌

マイク

匡｝鼻 レ
ン
ト
ゲ
ン

装
羅

　上村は，発音のまえに造影剤としてバリウム溶液を鼻腔，口腔，咽頭腔に流しこんで発音した

が，これは，不快感や発音の不醗然さをまったくひきおこさなかった。上村は，あとで計測する

ときの便利のために下あごにあなのあいた50円硬貨（直径25mm）をはって，　（ただしこれは

Film　Aのぼあいのみ）あらかじめ用意しておいたテキストをよんだ。（ただし，　Film　Bのばあ

いはくわしいテキストは用意しなかった。）あとで音声と映像の同期をとることを便利にするた

めに，テキストのひとくぎりごとにフィルムのフレームのひだり下に像がうつるようにして金属

のカチンコをならすこととした。映像と音声との同期をとる編集の作業は，フィルムのうえでこ

のカチンコの2本の金属の棒の像があわさるうごきと，録音テープのうえのそのときのカチンと

いう金属的な音とを同期させるという方法でおこなった。

§2．テキストについて

　以下にあげるテキストは，この映画を撮影するときに実際に発音岩（上村）が発音した音声の

すべてをしるしたものである。このテキストは，発音者があらかじめ用意したテキスFとややく

いちがっていて，いいあやまり，いいなおし，臨時にくわえたもの，撮影している人とのみじか

い会話などもはいっている。これらも資料として興味ある点をふくむので，カットしなかったわ

けである。

　テキストのなかの△は上にのべたカチンコをならした音のある個所をしめす。テキストのひだ

りはじのゴヂックの数字は，発音のひとつひとつのセッ1・の番号であり，フィルムの上にもおな

じ数字が1コマだけ映像の上にスーパーインポーズされている。わたしたちは，フレームごとの

分析をするぼあいに，この数字のスーパーインポーズされたフレームに番号ゼPをあたえ，これ

を起点としてそれぞれの発音のセットのうつっているすべてのフレームにとおし番号をあたえて

いる。なお，おのおのの発音セットの数字がスーパーインポーズされたフレームは1コマだけで

あるから，上映中は注意してみないとみのがしてしまう。

　テキストでは，日本語の音声は原劉として音韻的な表記によってしるしてある。フォネーム以

下のこまかな異音をしめす必要があるときだけ〔〕にいれて音声的な表記をおこなっている。

また，アクセントは核のみをnによってしめしてある。また，第1部では外来語，方雷などにし

かあらわれない音節を（）にいれてしめしている。また，El本語の音声以外の音声はすべて
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〔　〕にいれて音声的に表記している。

§3，第著部　日本語の音節の発音

　　　　一Fi正mA一

　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　の　1　△　　a、a　　　1■1　　　u■u　　　e■e　　　ono

　2　　△　　janaja　　　ju「uju　　　（jeieje）　　　jo一］ojo

3△wa「awa　（wi’iwi）　（we「ewe）　（worowo）△
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　ワ
　4　　　　　PaiaPa　　　plつlpl　　　puiupu　　　pe：epe　　　po一］opo　△

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　5　　　　　PJaiapja　　　PJu「upJu　　　pJo「oPJo

　6　　△　　banaba　　　biiibi　　　bunubu　　　beiebe　　　borobo

　7　△　　bja、abja　　　bjunubju　　　bjonobjo

8　△　mja「amja（いいまちがい）［e］（いいまちがいにきついて発したもの）

　　　　　　　ma■ama　　m角ml　　mU■UmU　　me■eme　　mO「OmO　　　　　　　　　　　　　t1

9　△　mjaramja　　mjUrUmjU　　mjOつOmjO

10＊　△　　£a■ata　　　　te■ete　　　　to「oto

＃＊　△　　darada　　　deiede　　　do－iodo

12　△　 sa一】asa　　　si一】isi　　　su－1usu　　　se「ese　　　sonoso△　　　　　　　，

13　　ciiici（いいまちがい）　［n］（いいまちがいにきついて発したもの）　［s］（いいよどみ）

　　　　　　　sja一ヨasja　　　sjuiusju　　　（sje－iesje）　　　sjoiosjo

14＊△cirici　cu・ucu

15　　△　　cjanacja　　．　cju「ucju　　　（cjeiecje）　　　cjoiocjo

16△zaraza　ziiizi　zuruzu　ze・eze　zonozo△
17　　　　　zja一回azja　　　zjuruzju　　　（zjeiezje）　　　zjonozjo

18　　△　　narana　　　　ninini　　　nurunu　　　　nerene　　　　n6rono　ム

　　　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　

19　　　　　njananja　　　nJU■unjU　　　njoionjO

　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　の　　　　　2G　　△　　ranara　　　n「lrl　　　ru■uru　　　re■ere　　　ro「oro

　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

2言　　△　　rJaiarja　　　r』u■ur3u　　　rjonorJO　　　　　　　　　　　　　　　　，

22　　△　　karaka　　　ki一ヨik圭　　　kuruku　　　kereke　　　konoko

23　　△　　kjarakja　　　kjuiukju　　　kjoiokjo

24　　△　　ga、aga　　　g圭「igi　　　gunugu　　　ge－iege　　　go「ogo

　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

25　△　　gjaiagja　　　gJu－lugju　　　gjoiogJo

26＊＊△　　［1〕an：13a］　　　［i〕i一ヨ：1〕i］　　　［i〕u－1：13u］　　　［Be「二13e］　　　［Boi：1〕o］

27＊＊△　　［1〕ja一】：“ja］　　　［i〕jui：ngju］　　　［1〕jo「：rpjo］　△

28　　　　　haraha　　　　　hirihi　　　huruhu　　　herehe　　　horoho

29　　△　　hjarahja　　　hjunuhju　　　hjo＝ohjo
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30　A

1
2
（
φ
4
「
0
《
0

∩
◎
Q
）
3
n
◎
3
∩
6

A

△
△
△

（hwa「ahwa）　　（hwi「ihwi）　hu（いいまちがい）　［5］（いいまちがいにきついて発

したもの）　（hwerehwe）　　（hwonohwo）

alN　ilN　ulN　elN　olN　Z＞，

alNa　17Nr　ulNu

anN　“N　unN　enN　olN

anNa　11Ni　u＝Nu　elNe　olNo

aiNpa　aiNta　anNsa　aiNcja　aiNra　aiNka

a「qpa　　aiqta　　arqsa　　arqcja　　arN（いいまちがい）　arqka　　aiqha△

37

　　　　　　移行）

38＊＊＊＊　a

39　pa
尋0＊＊＊△pa

－
1
（
∠
Q
リ
4

4
4
4
，
4

一Film　B一

△　［R：］（口蓋垂のふるえ

45　ifts

46

47　A

　
a

　
　

サ
エ

D
＾
D
乙
U

i

　a

　a

i

ja

su

kaNaN　（「勘案」）

aqsarri（「あっさり」）

（「バヅハ」）

pu　u
e　ke

po　o

　　　　　　　　音）　［r：］（舌先のふるえ音）　［1：］（‘clear　l’から‘dark　l’へ

（この37はがんらい第4部におくべきもの）

　ka　sa

　ka　sa　ta　na　ha　ma　ja　ra　wa　［na］

ki　si　ci　ni　hi　mi　ri　［ni］　（ti）

　　kja　sja　cja　nja　hja　mja　rja　［oja］

　sju　cu　cju
　　　　　　　　ziNiN（「人員」）　　kaqpa（「河童」）　　kaqta（「買った！）

　　　　　　　　　　　　iqsirN　（「一’こ｝」）　　　　　haqki－iri（「をまっき’り＿1）　　　　　baiqha

　　　　　hai（「はい」撮影している人への返事）△

ku　su　cu　nu　hu　mu　ju　ru　u　［Bu］

　se　te　ne　he　me　e　re　e　A

ko　so　to　no　ho　mo　jo　ro　o　［Do］A

＊

＊＊

＊＊＊

＊＊＊＊

（ti）　（tu）　（di）　（du）　（dju）　（ca……ツァ）などもまれに外来語・方言な

どでおこりうるが発音していない。

［項は東京の一部にみられる語頭以外の位置でのgの異音。上村はこの［p］をふだん

セまつカ、わなし、0

33，34は31，32のやりなおし，。40は39のやりなおし。

38では母音の前後にあまりつよくない声門閉鎖音をつけて発音している。また38以下の

単音節の発音でもしぼしば母音の前後にあまりつよくない声門閉鎖音がついている。

§4。第2部朗読＊

　1　A　sonoto－kini

　　　　　　　その時に

（島崎藤村「夜明け前」の一節）

naqlte　milruto

なって　　みると，

　　kjuitt－sjoojato

　　　　　旧庄屡と
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site

して，

mata

また

kjuiu一

旧



hoNziNtoNjato

　　本摩眞罹男屋と

naqフta

なった。

A　suibete

　　　すべて

A　hito：ri

　　　ひとり

　　　lnramo

　　　以来の

　　　lcatoikito

　　　過渡期と

4　A

5　Zts

6　A

siteino

しての

sunbete

すべて

kaireno

彼の

melezlno

明治の

　　S圭te

　　して

hanzonoga

半蔵が

sjo：ogalmo

生涯も

sunbete　’　．　usironi

すべて　後方（うしろ）に

kitoibitowa　siiNpoo

　　人々は　　　進歩を

haraNda　kinoono

孕んだ　　昨日の

atarasiii　niqponNo　rnotomeiru　kokonrowa　joojaku　oiokuno

新しい　　　　日本を　　　　求める　　　　　心は　　　　ようやく　　　多くの

wakamonono　mune－ni　kizaisite　kiitaga　sikaisi　hookeNziidaio

　　若者の　　　　胸に　　　　萌して　　　きたが　　　しかし　　　封建時代を

hoomuru　kotobanl〈ario　siqte　maida　makotono　iisiNno　zjoozjusuru

　　葬る　　　ことばかりを　知6て　　まだ　　　まことの　　維新の　　成就する

hino　nozomu　kotoimo　dekiinai　jonona　hunkoona　usugurasaga

日を　　望む　　　ことも　　出来ない　　ような　　　不幸な　　　　薄野さが

aitario　sinhaisite　ita　if＞N

あたりを　支配して　いた。

sonokaiNni　aq－te　toozaiNdoo　koozicjuuno　tecudookanNsenN　keNsecuni

その閥に　　あって　　　東山道　　　工事中の　　　　鉄道幹線　　　　建設に

taisuiru　seiehuno　hoosiNwa　niiwakani　tookaiidooni　aratameramre

対する　　　政府の　　　方針は　　　にわかに　　　東海道に　　　　改められ

sisecuteicudoono　keekakumo　kankuclni　olcoiri　zikaNto　kjoiritoo

　　私設鉄道の　　　　　計画も　　　　各地に　　　興り　　　時間と　　距離とを

taNsjukusuru　koocuuno’　’heNkakuwa　aitakarno　osijoisete　kuiru

　短縮する　　　交通の　　　　変革は　　　あたかも　　押し寄せて　　来る

senekino　koozuino　jononi　kaikuzino　seekacuni　hitaroioto　site

世紀の　　　洪水の　　　ように　　　各膚の　　　　生活に　　　　浸ろうと　　して
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　　　　　uslrom　naqlta

後方（うしろ）に　なった。

　sjoiogaiga　owario　cugetabaikaride　nanku　isiN一

　　　生涯が　　　終りを　　告げたばかりで　　なく　　　維新

　　buitaimo　sono　zjuukjuuneNaitarimandeo　hito－cuno

　　　舞台も　　　その　　　　19年あたりまでを　　　　ひとつの

oioklku　mawarikaikete　ita　A

大きく　　　廻りかけて　　いた。

　　　　　haraNda　kinoono　hoisjuni　cukaire　hoisjuo

　　　　　　孕んだ　　昨日の　　　保守に　　　疲れ　　　保守を

　　　siiNponiimo　cuka－reta

　　　　進歩にも　　　疲れた



　　　ita△（のみこみ運動）

　　　いた。

7　A　kacuisigewa　siisjoono　kucikara　waizukani　moirete

　　　　勝重は　　　　師匠の　　　mから　　わずかに　　　もれて

　　　gataii　kotoba　watasiwa　otenNtoosamamo　minzuni

　　　がたい　　言葉　　　わたしは　　おてんとうさまも　　見ずに

　　　ano　kotobano　omoidaisite　kanasiku　omoq－ta　A

　　　あの　　言葉を　　　思い出して　　　悲しく　　　思った。

kita　wasure一

きた　　　忘れ

　sma　toJuu

　死ぬ　　という

＊1～7までのセッFの切れ目ではカメラをとめているので，問（ま）は多少実際の発音より

　つまっている。また，したがって文と文のあいだの休止の際の音声器官のうごきはフィルム

　からは完全にはしることができない。

§5．第3部種々の調音運動（その1）

　
△
△
△
△
△
△

1
　
2
　
3
　
4
　
5
　
か
0
　
7

一Film　A－

　1から12までは日本語のいつつの母音，またはそれににた音をいろいろなちがった状態で

発音してみたものである。

　　（正常な状態で発音したもの）

8　A

g　A

10　A

13　A

12　A

（舌，くちびるなどのうごきを誇張して発音したもの）

（鼻音化さぜて発音したもの）　△

（くちびるをとじて，すなわち［m］の異音として発音したもの）

（おく舌と口蓋垂のあいだをとじて，すなわち［N］の異音として発音したもの）

（まえ歯をとじあわせ，くちびるを固定させて発音したもの）　△

（両まえ歯のあいだをわずかにひらいて固定させ，またくちびるも周定させて発音した

もの）

（舌全体をうしろにひいて発音したもの）

（喉頭をややたかめにもちあげ，舌全体をややたかく，かつややまえにだして発音した

もの）　△

（喉頭をややたかめにもちあげ，下あごをうしろへ，かつしたへひくようにし，かつ下

あごのひらきかたをすくなめにして，すなわち声道をできるだけみじかく，かつちいさ

くして発音したもの）

（喉頭をつよくひきさげ，すなわち声道をできるだけながくして発音したもの。舌根部，

咽頭下部，喉頭は緊張している。）

（11と同様に，しかし舌根部，咽頭下部，喉i頭の緊張をなるべくとりのぞくようにして

発音したもの）　△
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13　　△　　［i：］　　［e：］　　［ε：］　　［a二］　　［G：］　　［つ二］　　［o：］　　［u：］

　　　　（舌の最高点をなるべくneutral　positionからとおざけるつもりで，　D．　Jonesの8基

　　　　本母音にちかい音をくだり調子で発音したもの。結果は音色，舌の位置ともJones自身

　　　　の発音の音色，Jonesの記述といくつかの点でくいちがっている。

14△　（上を連続して移行的に発音したもの。とちゅうで瞬間的にふるえ音の［R］の位綴を

　　　　通過する。）団のあとは［i］の位置をとおり，もとの［i］へもどる）　△

15　　△　　［pit］　　［pet］　　［Pεet］　　［pat］　　［pc）t］　　［PAt］　　［put］

16　　△　　［pi：t］　　［pa：t］　　［Pつ：t］　　［pu：t］　　［P∈）：t］　　［P∂・：t］　　△

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
17　△　　［peIt］　　［palt］　　［pつ猛］　［paut〕　£pout］　　［Plo］　　［Pee］　［Pc　e］　　［Puo］　△

　　　　（15～17はフィルムのあまりを利用して英語，米語のいろいろな’：／J：音の発音をこころみ

　　　　たもの）

　　一Fiim　B－

18△　［ieεaa3uiiコ（連続して移行的に発音）　haii　mooicido　jarima・su（「はい，もう一度

　　　　やります」撮影する人との会話）（のみこみ運動）

19　△　［i：］　［e：］　［e：］　［a：］　［a：］　［つ：］　［O：］　［U：］　［i：］　〔i：］　hai（「はい」返事）　△

　　　　（18，！9は13，14とおなじ主旨のもの）

§6．第4部種々の調音運動（その2）

　第4部は，おもに音声器官の実際のうごき，位羅と発音者自身の筋肉感覚との関係をたしかめ

る蹴勺で発音したものである。

　一Film　A－

1△　（neutralな［e］の位置でieaouiにちかい音を連続して移行的に発音したもの）

2　△　［即pr｝i　pigi　pi｝i　P］［bm　bm　bm　bm　b］（くちびるをとじて無声のnasal　ploslonを4

　　　廻，ついでおなじく有声のnasal　plosionを4回おこなっている）

3　△　［bth：bfU：bfU：b］（くちびるをとじ，有声のつよいnasal　plosionを3回おこなっている）

　　　hai　owari（「はい，おわり」合図に発したもの）

4　△　（調音点をすこしずつうしろへずらせながら5種類の［t］（［t］［t］［t］［t］［t］を，つ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一
　　　いで5種類の［k］（［c］［k］［k］［k］［q］）を発音し，さいごセこ咽頭下部をしめつけ開
　　　　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　一
　　　放することによってつくる破裂音を発音している。子音のあとに［a］をつけている）

5　　　（調音点をすこしずつうしろへずらせながら3種類の［s〕を発音し，最後に［θ］を発

　　　音している。干音のあとには［a］をつけている。）owari（「おわり」）　△

　一Film　B－

6　△　　（［m］をながく発音しながらとちゅうで舌爾を口蓋にできるだけ密着させている。否’爾
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　　　がX線像としてどううつるかをためすためにおこなったもの）　hai（「はい」返事）△

7　△　（6とおなじ主旨のもの）

8△　［？m？m？m？　fU：bm　bm　bm　bfU：bm：］（まず，あとに［m］をつけた声門破裂を4園お

　　　こなっている。4回鼠はつよい破裂。ついで，くちびるをとじたまま有声のnasal　plo－

　　　sionを5回おこなっている。4回召はつよい破裂，5回優は吸気による発声と破裂と

　　　をおこなっている）

9　A

IO　A＞x

11　trf＞x

12　A

13　A

14

15

9から15までは，なか舌的な［o］を発音しながら舌そのほかの器官をいろいろにうごか

したり，また緊張させたりしている。

（neutralな［e］の位置から舌根部を緊張させて咽頭の後壁にちかづける運動。　neutral

な［9］にもどり，ついで舌根部を緊張させながら下へひきさげる。ひきさげた状態で一

度やや緊張をとく，ふたたび緊張させさいごにneutralな［e］にもどる。）　（のみこみ

運動）

（neutralな［e］の位置から下あごをできるだけひろくひらく運動をおこない，つぎに

舌をだしいれする運動をおこなっている。）

（neutra！な位置，姿勢からあおむく運動。つついて，うつむく運動。つぎにneutral

な位置へもどり，首を90度左にひねって顔をカメラにむける。つぎにそのまま上半身を

左にひねり，顔の反対がわみぎ半面をカメラにむける。ついで首と上半身をひねって

neutra1な位置，姿i勢にもどる。）kokomaidede　iiidesu（「ここまででいいです」）hari

（「はい」撮影している人との会話）△

（neutralな位置から，舌面を緊張させてなか舌部分をもちあげ，　neutralな位置へもど

る。つぎにneutra1な位置から舌全体をうしろにひき，さらに舌全体と喉頭をおおきく

ひきさげる。舌根と喉頭の位置をもとへもどし，さらに舌全体をもとのneutralな位置

へもどす。）（のみこみ運動）　ha「i（「はい」返事）　△

（おく舌から舌根にかけてを緊張させる運動を4回おこなっている。）

（舌根部と喉頭をうしろへ，そして下へひく運動を4四くりかえしている。）

（喉頭をお：おきくひきさげる運動を4回くりかえしている。）（のみこみ運動）　△

1970年3月

　　国立国語研究所　話しことば研究室実験室
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国立国語研究所刊行書一覧

八丈島の雷語調温
言　語　生　活　の　実　態
　　白河市および付近の農村における

現代語の助詞・助動詞
一一p法と実例

婦人雑誌の朋語
一現代語の語彙調査一一一・

地域社会の言語生活
　　鶴岡における実態調査

少　　年　　と　　新　　聞
　小学生・中学生の薪闘への接近と理解一

入門期の言語能力
談話語の実態
読みの実験的研究
　音読にあらわれた読みあやまりの分析一

低学年の読み需き能力

敬語と敬語意識
総：合雑誌の用語（前編）

一現代語の語彙調壷一

総　合　雑　試　の　用　語　（後編）

一現代語の語彙調査一

中学生の読み書き能力
明治初期の新聞の用語
目本方言の記述的研究
高学年の読み書き能力
話しことぽの文型（1）
　　対話資料による研究一

総合雑誌の用字
同　 音　 語　　の　　研　　究
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　一独話資料による研究一一

横組みの字形に関する研究
現代雑誌九十種の用語胴字（3）
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小学生の言語能力の発達

共通語化の過程
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　　　　一園語シリーズ別冊3－

　2　臼本語と日本語教育
　　　　一・園語シリーズ別田｝4一

躰語と・稀糖讐聯拶鱒共編

高校生と　聞騨難鍵共編
青年・マス・…一ケーシ・ン踊熱塊奮闘

大蔵智印刷局刊650門
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日本語教育教材映画一一覧

　　　　　（各巻16ミリカラー，5分，日本シネセル社販売）

　　題　　　　名

これはかえるです一一「こそあど」÷「は～です」

さいふはどこにありますか一「こそあど」＋「が～ある」一

やすくないです，たかいです一一形容詞とその1舌用導入一

なにをしましたか一一動　　詞一

しずかなこうえんで一形容動詞一一

さあ，かぞえましょう一一助動　詞一一

うつくしいさらになりました一一・「なる」「する」一

きりんはどこにいますか一「いる」「ある」一

かまくらをあるきます一移動の突現一

おかねをとられました一受身の蓑現1一

どちらがすきですか一比較・程度の表現一一

もみじがとてもきれいでした一「です」「でした」「でしょう］一

　　きょうはあめがふっています一「して」rしているjrしていた」一

（第1巻～第3巻は，文化庁との共同企画・VTR価格1／2インチオープンリーール

21，000円，3／4インチカセット20，eOOZZ）
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30，00G円
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A　STUDY　ON　THE　PRONUNCIATION　・OF
　　VOWEL　SOUNDS　BASED　ON　X－RAY
　　　　　　　　　　FILM　MATERIALS

一Prolegomena　to　the　Study　of　Phonemes一

CONTENTS

Foreword

Chapter　1

Chapter　2

Chapter　3，

Chapter　4

Appendix

Introduction

Physiological　Basis　of　Vowel　Articulations

Possibilities　of　Vowel　Articulations　by　Human　Vocal

Tract：　A　Critical　Analysis　of　D．　Jones’　Cardinal

Vowels

Japanese　Five　Vowels

THE　NATIONAL　LANGVAGE　RESEARCH　INSTITUTE

　　　　　　　　　　　TOKYO　1978
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「X線映画資料による母音の発音の研究」正誤表
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　誤

それとおなじに

［eatstiikuAkLute］
　　o　　　　　　　e

（1972）

フオネームt∫i二連続

tfi：

［a］

［a］

［（：Eト］

［（瑚

予期する

音色かほとんど

Levator

Tensor

下童する

誇張的した

Ve1ar

Deutscher　sprachlaute

F1－F2図の縦軸，横軸の単位（Hz），

（×100Hz）に訂正する。

　正

それと陶蒔に

［urts｛gkuifil〈Lute］
　　e　　　　　　　　o

（2973）

フオネー一一ム連続t∫i：

ci：

［a］

［a］

［CE］

［（E］

予測する

音色がほとんど

levator

tensor

下降する

誇張した

velar

deutscher　Sprachlaute

　　　　　　（KH∂をいずれも


